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西近津遺跡群では、中部自動車道・市道改良・

集合住宅建築などに関わり700軒 を超える弥生時代

後期、古墳時代、奈良 。平安時代の堅穴住居址等

が発掘調査されています。

国内最大級の弥生時代後期の住居址、弥生時代

の大きな溝、弥生時代の周溝墓、古墳時代前期の

古墳、古墳～平安時代の墓、奈良 。平安時代の掘

立柱建物址群などがみつかりました。

遺物も弥生時代・古墳時代～平安時代の上器や

鉄器・石器が大量に出土しました。古代銅印 「鉾?

子私印」 。「郡」 と刻まれた須恵器・祭祀用の玉

や鏡が発見され注目を集めています。

今回の西近津遺跡Ⅷでは、 これ らの時代よりさ

らに遡つた縄文時代後期の深鉢や土偶・石棒・石

剣が新たに検出されました。
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上向きの顔面・帽子を被った
ような頭部を持つ土偶 (か 3CD

陽形土製品
①D

側面形が板状で頭が肩の真上に付かず、体郡上端の前面についた上偶 (D13) 縮尺■ 1
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下の写真縄文時代深鉢など多くの上器と

土偶や石棒・石剣も出土しました。

D2号土坑は、深鉢を正位に埋設し、内

部に丸み帯びた礫と鉄平石、その上部に長

さ29.5cmの大型石棒が納められていました。

石棒は住居址や墓坑・土坑等からも出土

しますが、土器に埋納された出土状態は極

めて稀であります。深鉢と20cm離れて陽形

土製品が出土しました。小さな石棒は、丸

い小さな礫と並んで見つかりました。

土偶はほとんど女性像で大半が壊された

状態で出土します。豊かな収穫を願う “ま

つり"に使われたり、生命の再生を願つて

作 られたともいわれています。土偶を壊す

という行為の目的が探られています。

大型石棒と石皿、または大型石棒と丸石

が対で数多く確認されたり、石棒の形か ら

神霊の強い活力・生殖力・生産力がイメー

ジされ、石棒祭儀も論じられています。

今回の調査では、墓域と推定する一帯か

ら深鉢内に土偶と丸みをおびた礫が納めら

れた土坑、その近くから顔面と頭部の土偶

が出土しています。何 らかの “まつ り"の

場所であつたと推測できましょう。 石棒
(え 5 Cr)と 〔3 石剣

(3ト レンチ)1:3
大型石棒
(D2)1:3



例  言

1.本書は、茂木義秀が行 う集合住宅建築に伴う西近津遺跡群西近津遺跡Ⅷ及び西近津遺跡Ⅸの発掘

調査報告書である。

2,事業主体者 佐久市琢原382番地 1 茂木義秀

3.調査主体者 佐久市中込3056 佐久市教育委員会 教育長 土屋盛夫

4.遺跡名及び所在地 西近津遺跡Ⅷ (NTⅧ) 佐久市長土呂1796-2、 1796-4

西近津遺跡Ⅸ (NTⅨ) 佐久市長土呂1764-1、 1764-15

5。 調査期間及び面積 西近津遺跡Ⅷ (NTⅧ )

発掘調査 平成22年 9月 27日 ～平成22年 11月 26日

整理調査 平成23年 12月 26日 ～平成24年 3月 18日

平成24年 4月 10日 ～平成25年 3月 報告書刊行

開発面積 1,500だ 調査面積 598∬
西近津遺跡Ⅸ(NTⅨ )

発掘調査 平成23年 11月 24日 ～平成28年 12月 08日

整理調査 平成23年 12月 7日 ～平成24年 3月 18日

平成24年 6月 29日 ～平成25年 3月 報告書刊行

開発面積 407∬  調査面積170∬

6。 発掘調査の担当

西近津遺跡Ⅷ(NTⅧ) 林幸彦・佐々木宗昭

西近津遺跡Ⅸ(NTⅨ) 上原 学

7.本書及び関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡  例

1.遺構の略記号は、竪穴住居址―H 掘立柱建物址― F 円形周溝墓―OT 土坑―D
溝状遺構一M ピットー Pである。

2.挿図の縮尺は、遺構 1/80・ 遺物 1/4が基本である。挿図毎にスケールを示した。

3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を標高として記した。

4.土層の色調は1988年版 「新版 標準土色帖」に基づいた。

5,遺物挿図番号と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

6.調査区は公共座標の区割 りにしたがい、間隔は4m× 4mに設定した。

7.遺構名は変更等により欠番が生じている。

8.挿図中のスクリントーンは、以下のことを示す。

� ‰ 踵 ‰ □ □ □ ‐ ‐
地山断面     床下埋土       焼土       焼け込み       炉        柱痕        粘土      赤色塗彩     須恵器断面

灰釉範囲              黒色処理 (上器)  磨面 (石器 )

9.住居址の区割りは、右図のとおりである。
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第 I章 発掘調査の経緯

1.経過と周辺遺跡
西近津遺跡群は、佐久・小諸両市境を南西に流下する湧玉川左岸の田切り台地上に立地し、標高は

700～ 713mを 測る。台地の南。東側は、浅い低地で周防畑遺跡群と画されている。近津神社西から」R
小海線に至る大きな遺跡群で、縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世の遺構や遺物が多く知 られてい

る。鷺林城跡が西端にある。

今回の調査地点に近接した長野県埋蔵文化財センターが

行った中部横断自動車道に関わる発掘調査では、500軒を超

える弥生時代後期、古墳時代、奈良・平安時代等の堅穴住

居址をはじめ、国内最大級の弥生時代後期の住居址や古代

銅印「鉾子私印」が発見され注目を集めている。

付近の市道改良工事に先立つ発掘調査では、約100軒の堅

穴住居址 (弥 生後期～平安時代)等が検出されている。本

調査地点の西に接する西近津遺跡Ⅳでは弥生後期～平安時

代の多くの堅穴住居址や縄文時代中期末～後期の土坑と遺

物が多数検出されている。

茂木義秀氏の行う集合住宅建築に伴い、平成22年度に西

近津遺跡Ⅷ、平成22年度に西近津遺跡Ⅸの記録保存調査を

実施した。
第 1図 西近津遺跡Ⅷ・Ⅸ位置図 (1:50,000)

第 2図 西近津遺跡Ⅷ oⅨ周辺遺跡 (1:10,000)

2.調査体制

調査主体者 佐久市教育委員会 教育長 土屋 盛夫 (平成21年 7月 就任)
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事 務 局 社 会 教 育 部 長 工藤 秀康(平成22年度)伊藤 明弘(平成23・ 24年度)

社会教育部次長 藤巻  浩(平成23年度)

文 化 財 課 長 森角 吉晴(平成22年度)吉澤  隆 (平成23・ 24年度)

文 化 財 係 長 三石 宗一

文化財調査係専門員 林  幸彦(平成22・ 23年度)須藤 隆司 小林 員寿 羽毛田卓也

冨沢 一明(平成23・ 24年度)上原  学(平成23・ 24年度)

文 化 財 調 査 係 並木 節子 冨沢 ―明(平成22年度)上原  学(平成22年度)

神津 和明(平成23年 10月 ～)井出 泰章(～平成23年9月 )

出澤  力(～平成23年 6月 )久 保 浩一郎(平成24年度)

第 Ⅱ章  西 近 津 遺 跡 Ⅷ

l.調査体制

調査担当者 林 幸彦 佐々木宗昭

調査副主任 堺 益子

調 査 員 赤羽根充江 浅沼 勝男 磯貝 律子 市川 光吉 岩崎 重子 岩松 茂年

臼田 絢佳 加藤ひろ美 狩野小百合 神津 和子 神津 千春 小林 節子

小林 千勝 清水 律子 副島 充子 田中ひさ子 土屋 邦子 中山 清美

花里佐恵子 広瀬梨恵子 堀籠 保子 依田 三男 柳沢 孝子

2.調査 日誌

平成22年 9月 24日  器材搬入。    9月 27日  重機による表土除去。遺構確認。

10月 1日  測量基準杭打設、遺構掘り下げ開始 。随時記録作業。

11月 24日  現場作業終了。 11月 26日 器材撤収。

平成23年 1月 16日  室内整理調査開始。図面。写真等記録の整理及び修正。遺物洗浄・注記・接合

平成23年 4月 25日 ～平成24年 11月 26日  実狽1・ 写真撮影。原稿の執筆、報告書の作成。

平成25年 3月    報告書刊行をもって調査終了。

3.基本層序

古墳～平安時代の遺構は、第Ⅳ層の上面で確認された。第Ⅳ層。第V層の上部は、縄文時代の遺物を

包含する。調査区の北東部は、第 I層直下が遺構確認面であつた。第Ⅵ層の上部 5～ 1 0cmは黄褐色土

以下にぶい黄褐色土さらに堅く締まるにぶい褐色土がみられた。

4.検出遺構・遺物の概要

遺構 堅穴住居址25軒 (縄文時代中期後半・後期前半、弥生時代後期、古墳～平安時代)

円形周溝墓 3基、土坑87基、清状遺構 8条、ピット202基

遺物 縄文中期後半・後期前半土器、弥生後期土器、土師器、須恵器、土製品 (円 盤・土偶等)

鉄製品 (紡錘車・刀子等)、 石製品 (打製石斧・磨製石斧 。打製石鏃・石棒・凹み石等)

5.竪穴住居址

(1)Hl号住居址

I区東端い・う-3・ 4 Grに あり、 P86～ 38、 P63、 P69～ 74、 P77～ 83に切られ、 P159を 切る。

炉は主柱六Plの東脇と住居址中央に、 2基ある。炉 1は地床炉で10cm程度掘りこまれ、炉 2は明確な

掘り込みはない。ピットは 8個検出され、 Pl～ P3の主柱穴と棟持柱 P4、 さらにP6か ら五平状柱痕

が確認された。 P7・ P8は床面下から確認され、旧い出入口施設で南側への住居拡張も考えられる。
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西近津遺跡Ⅷ調査範囲(1:1,000)
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P97号ピット

9

図(1:200)

土層図(1:20)
1層  黒褐色土 (10YR2/3)耕作土
I'層 黒褐色土 (10YR2/3)ビ ニール片等含む撹乱層 (Bト レ牙西側に偏左)

Ⅱ層 黒禍色土 (10YR3/2)ガ 円ヽ礫少量
Ⅲ層 黒褐色土 (10YR2/2)粒子細かく粘性やや有 り
Ⅳ層 黒褐色土 (10YR2/1)粘性やや有 り。黄橙色 (10YR3/6)の 軽石少量。
V層  黒褐色土 (7 5YR3/2)灰 自色 (10YR8/2)の 軽石多量。黄橙色 (10YR3/6)の 軽石少量
Ⅵ層 黄褐色土 (10YR5/6)灰 白色 (10YR3/2)の 軽石多量。黄橙色 (10YR8/6)の 軽石少量

黄褐色土は5～10cm以下にぶい貢橙色土(10YR6/4)さ らに
にぶい褐色土(7 5YR5/4)と なる。

第 3図 西近津遺跡Ⅷ調査範囲図(1:1,000)。 調査全体図(1つ 00)・ 土層図 (1認 0)
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床は堅く平坦。覆±3層 は人為的埋土。遺物は赤彩の壺・甕・無彩の鉢・赤彩の蓋・土製円板(赤彩の壷

転用)等 の弥生土器、本址に伴わない縄文時代中期末～後期土器・ミニチュア土器・土製円板(深鉢等の転

用)がある。多数出土した石器の時期は明確でない。本址は弥生時代後期箱清水期に位置づけられる。

1層  黒褐色土 (10YR2/3)

2層 暗褐色土 (10YR3/3)
黒褐色土 (10YR2/2)・ (10YR2/3)・
褐色土(7 5YR4/6)の プロック
多量。人為的埋土。

3層 暗褐色土 (10m3/4)

4層 黒褐色土 (10YR2/3)
締ま りない。柱痕。

5層 褐色土 (7 5YR4/3)
締ま りない。柱痕。

6層 極暗褐色土 (7 5YR2/3)
締ま りない。青粉含む。

7層 にぶい褐色土 (7 5YR5/4)
灰 。骨粉含む。

8層 黒褐色土 (loYR2/2)
炭の粒子合む。

9層 明赤褐色土 (5YR5/6)

焼土。

10層 極暗赤褐色土 (5YR2/3)

11層 にぶい赤褐色土 (5YR4/4)

12層  褐色土 (7 5YR4/4)と
黒褐色土 (10YR2/2)の 互層。
床。

13層 褐色土 (7 5YR4/6)

14層  黒掲色土 (10YR2/2)
柱痕。

15層 褐色土 (7 5VR4/3)
柱痕。

16層 橙色土 (7 5YR6/6)
床下埋土。
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第 7図  Hl号住居址 (4)

(2)H2号住居址

142   (1:6)15cn

0139～ 141・ 143～ 140(1:4)10cn

I区お。か-3・ 4 Grに あり、H3・ H7・ H24・ D25・ P190。 P195を切る。カマ ドは東壁中央に、粘

土と面取軽石。安山岩・熔結凝灰岩等で構築されている。ピットは、柱痕が確認されたPl～ P4の 主柱

穴等 5個検出された。床は堅く平坦。南壁中央～西壁下を壁溝が巡る。覆± 2層は人為的埋土。遺物

は、土師器・須恵器・鉄器、本址に伴わない縄文時代中期末～後期土器・弥生時代後期土器がある。多数

出土した石器の時期は明確でない。底部すべてヘラ成形・調整痕ある須恵器杯(2～ 6)。 高台杯(9・ 10)、

日径と胴部最大径がほぽ等しい武蔵甕(14・ 16・ 23)、 鉄器は刀子(19)、 鏃身平面形斧箭で造込は平の鉄

鏃がある(20)。 本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)奈良。平安時代Ⅱ期-8世紀前半 (第

2四半期)に位置づけられる。

ン                                  、
  1

―

畷

―

画 1術 (E)146

く`三ミこ::≧三≡ま≡舌≡舌手房
″
′

6

7

1～ 17(1:4)10Clll
18～20(1:3)7.5clll

‐

―

‐Ｅ
‐Ｂ‐

第 8図  H2号住居址 (1)
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鶴 1 1。 へ
Ｌ

＾
』

1層  黒褐色土 (10YR2/3)砂 質土多量。締ま りない。 自然堆積。
2層 黒掲色土 (10YR2/3)黒 褐色土 (10YR2/2)。 黄褐色土(10YR5/6)の 小ブ

ロック多量。30～40cm大 の熔結凝灰岩・安山岩
7個含む。人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR3/2)粘 性やや有 り。
4層 暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土(10VR5/6)ブ ロック含む。
5層 暗褐色土 (10YR3/4)責 褐色土(10YR5/6)ブ ロック多量。
6層 黒褐色土 (10YR2/2)黄掲色土(10YR5/6)の 小プロック多量。
7層  明赤褐色土 (5YR5/8)焼土。火床。
8層 黒褐色土 (5YR3/1) 褐灰色 (7 5YR4/1)の 粘土少量含む。

氷

標
電Yむ〔∫

n 2m

第 9図 H2号 住居址 (2)

空式

蛹
|

ヽ
伽

』

　

Ｇ
一

標高70650m
(1,40)

9層 黒褐色土 (7 5YR3/1)褐 灰色(7 5YR4/1)の 粘上が主で黒褐色土 (10YR3/2)
が含まれる。

10層 黒褐色土 (10YR2/2)締 ま りない。
H層  黒褐色土 (10YR2/2)締 ま りない。柱痕。
12層 黒褐色土 (10vR2/3)☆ 褐色土(10YR5/6)と 黒褐色土(10YR2/3)が 互層 と

なる部分がある。堅 く締まる床。
13層 暗褐色土 (10YR3/3)明 褐色土 (7 5YR5/6)・ 黒褐色土  (10YR2/2)の 小ブロック

多量。締ま りない。 ピッ トの埋土。
14層 暗褐色土 (10YR3/3)明 褐色土 (7 5YR5/6)・ 黒褐色土(10YR2/3)の 大ブロック

多量。締ま りない。
15層 明褐色土 (7 5YR5/6)。 暗褐色土 (10YR3/3)床 下の埋土。

G G

(1:4) 10cm
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第10図 H2号住居址 (3)
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H3
1層  黒褐色土 (10YR2/3)
2層 黒褐色土 (10VR2/3)褐 色土 (10YR4/6)・

黒褐色土 (10YR2/2)の 小ブロック多量。
人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR3/2)黒 褐色土 (10YR2/2)・

褐色土 (7 5YR4/6)の 小ブロック少量。
人為的堆積。

4層  黒褐色土 (10YR2/2)黒 褐色土 (10YR2/2)

褐色土(7 5YR4/6)の 小ブロック少量。
人為的堆積。

5層 黒褐色土(10YR2/2)
6層 暗褐色土 (7 5YR3/3)褐 色土 (10YR4/6)。

焼土・粘上の小ブロック多量。
7層 暗褐色土 (10YR3/4)締 ま りない。黒褐

色土 (10YR2/2)・ にぶい黄褐色土 (10YR5/4)
プロック多量。

8層 黒褐色土 (10YR2/3)締 ま りない。柱痕。
9層  暗褐色土 (7 5YR3/3)黒 褐色土 (10YR2/2)・

焼土・粘上の小ブロック多量
10層 赤褐色土 (5YR4/6)燒土 。12層 が被熱

したもの。火床。

11層  極暗褐色土 (7 5YR2/3)粘 土。
12層  黒褐色土 (5VR3/1)焼土ブロック少量。
13層  黒色土 (10YR2/1)H7の 覆土。カマ ド

袖部の基部。
14層  黒褐色土 (10YR2/3)堅 く締まる。床。
15層  黒褐色土 (10YR2/3)具 褐色土 (10YR2/2)・

にぶい黄褐色土(7 5YR5/4)の ブロック多量。
16層  黒褐色土 (10YR2/3)黒 褐色土 (10YR2/2)

橙色土(10YR6/6)の 小プロック少量。
床下埋土。

17層  暗褐色土 (10YR3/4)柔 らかく締ま りない。
18層  暗赤褐色土 (5YR3/2)灰・焼土粒子。

q3

(3)H3号住居址

I区え。お-3・ 4 Grに あり、H2・ H4・ P65C P

75に切られH24を切る。カマ ドは北壁中央に、粘

土と面取軽石・安山岩等で構築される。ピットは、

柱痕が確認されたPl～ P4の主柱穴等 5個検出さ

れた。 P5は、入 り口施設と見 られる。床は堅 く

平坦。東壁中央から南壁下に壁高が巡る。覆± 2

～ 4層は人為的埋土。遺物は、土師器・須恵器・鉄

器、本址に伴わない縄文時代中期末～後期土器・土

旧ド
　
　
　
　
ト
部
　
　
　
』〕
´

ヽ へ
』

臨
|

?標Ⅳ
I幾
ポ
m l科
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第11図  H3号 住居址 (1)
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第12図 H3号住居址 (2)

製品、弥生時代後期土器がある。多数出土した石器の時期は明確でない。ガラス小玉は弥生時代後期

であろう。土師器にはtTh・ 高tTN・ 武蔵甕・甕・甑・壺・鉢が、須恵器には杯・蓋・甕がある。鉄器(32)は紡錘車

である。須恵器邦(12・ 13)は底部ヘラ成形・調整痕、武蔵甕(19・ 22)は 「く」字状口縁部に最大径がある。

本址は、これらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)奈良。平安時代 I期-8世紀前半 (第 1四半期)に

位置づけられる。
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(4)H4号住居址

I区お・か 4・ 5 Grにあり、H3・ H24・ D19・ P148を 切る。四隅が角張る正方形でカマ ドは北壁中

央に粘土等で構築された袖部・火床が残存する。ピットは、柱痕が確認されたPl～ P4の主柱穴等 8個

検出された。 P5。 P6は入り口施設と見られP7は壁柱六である。床は堅く平坦。覆± 2・ 3層は人為的

埋土。遺物は、土師器・須恵器、本址に伴わない縄文時代中期末～後期土器・土製品、弥生時代後期土

器がある。多数出土した石器の時期は明確でない。土師器は邦・武蔵甕・甕。ロクロ甕が、須恵器には杯

・鉢。甕・甑がある。底部にヘラ成形・調整痕がある土師器lTN(1)。 須恵器郷(3～ 6)、 回転糸切 りを見せる

須恵器杯 (7)、 日径と胴部最大径がほぼ等しい武蔵甕(11・ 12)が ある。本址はこれらの遺物より小林員

寿の編年(2005聖原)奈良・平安時代Ⅲ期-8世紀後半(第 3四半期)に位置づけられる。

I

〇|

Oi

F        F'

∞
標
見TMOm 2.m

黒褐色土 (10YR3/2)砂 質土。 自然堆積。
黒褐色土 (10YR2/3)黄 褐色土 (10YR5/6)・

黒褐色土 (10YR2/2)。 砂質上の小ブロック多
量。人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR2/3)黄 褐色土 (10VR5/6)・
粘上の小プロック少畳。黒褐色土 (10YR2/2)
の小プロック多量。人為的堆積。

4層 黒褐色土 (10YR2/1)粘 土ブロック多量。
焼土小ブロック少亀

5層 暗褐色土 (lllYR3/3)黄 褐色土小ブロック
多量。

6層  明赤褐色土 (5YR5/6)燒 土。焼け込み。

7層  黒褐色土 (10YR2/2)粘 土。カマ ド構築上。
8層 黒褐色土 (10YR2/2)カ マ ド構築土。

にぶい黄褐色土(10YR5/4)の 小ブロック含む。
9層 褐色土 (7 5YR4/4)焼 土粒子・粘土・灰・

黒褐色土(10YR2/2)の 小ブロック含む。
カマ ド構築土。

10層  黒褐色土 (10YR2/3)締 ま りない。柱痕。
H層 黒褐色土 (10YR2/2)床 。
12層  黒褐色土 (10YR2/3)P5'P6の 埋土。
13層  褐色土 (7 5YR4/4)Plに 黒褐色土 (10YR2/3)

の小ブロック含む。Pl～ P4の埋土。

第18図 H4号 住居址 (2)

lm

14層  褐色土 (7 5YR4/4)P】 が主。Pl～P4の埋土。
15層 褐色土 (7 5YR4/4)Plが 主。
16層 黒褐色土 (10YR2/2)黄 褐色土(10YR5/6)の

小ブロック少量。
17層 黒褐色土 (10YR2/3)
18層 褐色土 (10YR4/4)黒 褐色土 (10YR2/3)・

黄褐色土(10YR5/6)の ブロック多量。床下埋土。
19層 褐色の (7 5YR4/4)Plが 主。黒褐色土

(10YR2/3)の 小ブロック少量。床下埋土。

標高70650m
(1:40)

４
層

層

Ｈ

ｌ
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空
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第19図  H4号 住居址 (3)
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第20図  H4号 住居址 (4)

(5)H5号住居址

I区き。く 5・ 6 Grに あり、H6・ D22・ D27を切る。南壁が少し膨らむ方形でカマ ドは北壁中央に粘

土等で構築された袖部・火床が残存する。ピットは、柱痕が確認されたPl～ P4の主柱穴等 7個検出さ

れた。 P5は入り口施設と見 られ P6・ P7は床面下から検出された。床は堅く平坦。覆± 1層は人為的

埋土。遺物は、土師器・須恵器 。滑石製の自玉、本址に伴わない縄文時代後期土器・土製品、弥生時
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H5
1層  黒褐色土 (10YR2/3)

黄褐色土 (10YR5/6)・

黒褐色土 (10YR2/2)・

にぶい黄褐色土(7 5YR5/4)の

Q7輯 否

路;´⌒
q416層 暗褐色土 (10YR3/3)

締ま りない。柱痕。

7層 黒褐色土 (10YR2/2)

黄褐色土 (10YR5/6)・

にぶい褐色土(7 5YR5/4)の
ブロック多量。
床。
堅く締まる。

8層 黒褐色土 (10YR2/3)

カマ ド構築土。

9層  暗褐色上 (5YR3/2)

粘土。
カマ ド構築土。

10層  褐色土(7 5YR4/3)

黄褐色土 (10YR5/6)の
粒子多量。

調
査

区
域
外

11層  にぶい黄褐色土(10YR4/3)

黒褐色土 (10VR2/3)・ にぶい

褐色土 (7 5YR5/4)の 小ブロッ
ク多量。 ピット埋土。

12層  黒IB色土 (10YR2/3)

堅く締まる。柱の当た り痕。

13層  極暗褐色土(7 5YR2/3)

黄褐色土 (1叫R5/6)・ 黒褐色土 (10YR2/2)・ 黒褐色土 (10YR2/3)・

にぶい褐色土(7 5YR5/4)の 小ブロック多量。床下埋土。

14層  黒褐色土 (10YR2/2)

にぶい褐色土(7 5YR5/4)ブ ロックを帯状に含む。床下埋土。

15層  にぶい褐色土 (7 5YR5/4)
床下埋土。

16層  褐色土 (10YR4/6)

褐色土(10YR4/6)が 主。黒褐色土(10YR2/3)の 小ブロック少量。

代後期土器、古墳時代後期土器がある。

多数出土した石器の時期は明確でない。

土師器は杯 。武蔵甕・小型甕・甑が、須

恵器には不。有台杯・蓋・甕がある。

底部にヘラ成形・調整痕がある土師器

杯(2・ 3)・ 須恵器杯(4～ 7)、 皿状のつま

みを有す蓋(16・ 17)、 日径と胴部最大径が

ほぼ等しい武蔵甕(11)が ある。

ｍ
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０
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標高70640m
(1:40)
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第21図  H5号 住居址 (1)

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)奈良。平安時代Ⅱ期-8世紀前半(第 2四半期)に位

置づけられる。
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(6)H6号住居址

I区 き-5・ 6 Grに あ

り、H5。 P168,P169
に切 られ、壁溝が北 。

東壁下を巡る。 Plは、

柱痕が確認 された。床

は堅 く平坦。覆± 1層

は人為的埋土。遺物は、

土師器 lTA・ 甕、須恵器

甕、本址に伴わない縄

文時代後期土器がある。

多数出土 した石器の時

期は明確でない。底部

ヘラケズ リされる須恵

器郭は、 Plか ら出土 し

た。本址の時期は、 8
世紀前半(第 2四半期)以

前である。

黒褐色土 (10YR2/3)黒 褐色土 (10YR2/2)。 褐色土

(10YR4/6)の ブロック多量。人為的堆積。

暗褐色土 (10YR3/4)締 ま りない。
暗褐色土 (10YR3/4)締 ま りない。
にぶい褐色土(7 5YR5/4)
暗褐色土 (10YR3/3)締 ま りない。柱痕。
にぶい褐色土(7 5YR5/4)
暗褐色土 (10YR3/4)床 。
暗褐色土 (10YR3/4)に ぶい褐色土 (7 5YR5/4)の

ブロック多量。

甥
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第25図  H6号 住居址

(7)H7号住居址

I区え・お-2。 3 Grに ある。H2・ H3に切られ、D25,D26を切る。壺底部(2)を 用いた土器埋設炉

が主柱穴間中央にある。ピットは、柱痕が確認されたPl～ P4の 主柱穴 4個が検出された。床は堅く

平坦である。覆± 1層 は人為的埋土。遺物は弥生時代後期土器・炉から焼骨片、本址に伴わない縄文時

代後期土器、多数出土した石器の時期は明確でない。 1。 2は赤彩の壺、 3～ 8は櫛描波状文・簾状文

の甕、 9は鉢、 10は高杯、11は鉢か高イ、どれも内外面赤彩。本址は弥生時代後期箱清水期に位置づ

けられる。

32

1～ 22・ 27～ 33(1
24～ 26(1

0      23(1

Ｂ
一H5号 住居址
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H7
1層  黒禍色土 (10YR2/3)

2層 黒褐色土 (10YR3/1)

3層 黒褐色土(10YR2/2)

4層 黒褐色土 (10YR2/2)

褐色土 (10YR4/6)・ 黒褐色土(10YR2/2)の 小ブロック

多量。人為的堆積。
褐色土 (10YR4/6)の ブロック少量。堅 く締まる。

人為的堆積。
炭・褐色土(10YR4/6)の ブロック少量。

人為的堆積。
締ま りない。柱痕。

標
耳糾亀評

m
2m

標高70630m
(1:30) 09m

5層
6層
7層
8層
9層
10層

土 (10YR3/4)締 ま りない。柱痕。
色土 (5YR3/2)焼 土粒子多量。
土 (1042/3)炭 の粒子含む。
土 (10YR3/3)褐 色土 (10YR4/6)多 量。壁 くずれ。
土 (10YR2/2)堅 く締まる。床。

褐色土 (7 5YR4/4)

� 7 案 乙

第26図 H7号 住居址 (1)

|

-24-

10cn



軽Z3藉寛4渤25

畜ウ鍋

琴 砂′ 31

鷲VL
―綿華フ田

攀760

熱フ56暉零V~滞為

昌脱2°多く

野可
二
===三

:こと
`チ

チチ
チ
|:|

｀
＼{_」 二χ 2 

｀
＼   | こ<ゴ宅:

＼  |:留
′
私   ＼_ヽ」==/′ 巧

五  iノ
蕪発轄η

L劃 _― 一
―

‐
―‐

・
 一塾  ―

辞 80韓馴苺82癬 483

〓
徹辮角

第27図  H7号 住居址 (2)

-25-



―

章

―

:::I:::::::     二葺 二

―ゞ箭苺i軽 “ ri    ・`■■

r Ξ燕 ″

88     1r
,

Lプ

―
(t〔ξ:,,)―

f4_

静
●́   92

―の軽―∞――⑩―
い 1創 0102( )1031  1

104

′ヵ
μ
ク

】
ゞ
が

声
塾

．．・
　

　

Ｒ

り

門

ｕ

ｏ６

み
込

ツ
‐‐
鰯
蜘

_二とと
`イ

ア/ノ

Ａ

船

‐―‐

‐十‐

キー‐

‐―‐

Ｖ

・ヽ
・・

９９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐１０

―

61セ 全  1憎

駕

‐‐９

励¶
昼

―

�

C」 >121

-  118

■
」
　

　

　

　

口
Ｈ
Ｕ

ｌ００

′

８９‐―　
‐縁
‐

→→

Ｊ
凸
∩
醐
○

Ｗ

沿

　

／

８

５
９
盛

り

§
∩

２７
υ
Ω

螂
∩

絢
∩

191 (1:6) 15cm
85～ 107119■ 22～ 130 (1:4) 10clll

120■ 21(1:3)7 5clll
■8(1:2)5cm

o    108～ 117 (1:1)2 5cm

第28図  H7号 住居址 (3)

(8)H8号住居址

I区あ。い-8 Grに ある。Dll・ P7に切 られる。南。東側の調査区域外と北側の未調査区に伸びる。

柱痕が確認された主柱穴 Plと西南角に 1個のピットが検出された。床は堅く平坦。遺物は小片で図示

できなかったが、土師器内面黒色処理される邦、外稜を持つ土師器杯がある。他に本址に伴わない縄

文時代後期土器、弥生時代後期土器、石錐・肖U器・台石は混入遺物であろう。本址の時期は明確でない。

江 ら 117

／
隠
マ
＼

-26-



黒褐色土 (10YR3/2)に ざい黄褐色土(10YR5/4)ブ ロック少量。
褐色土 (10YR4/6)黒 褐色土 (10YR3/2)を レンズ状・ブロック

状に多量に含む。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黒 色土ブロック多量。
黒褐色土 (10YR3/2)

灰黄褐色土 (10YR4/2)
にぶい責橙色土(10VR6/4)
にどい黄褐色土(10YR4/3)
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黒 褐色土(10YR2/2)の 小ブロック

斑状に含む。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)柱 痕。
にぶい黄橙色土 (10vR6/4)暗 褐色土(10YR3/3)の 粒子を多 く
含む。

浅責橙色 (10YR8/3)黒 色土 (10YR2/1)の 小プロック・粒子多
量。床。

14  (1:6)  15cm
l～■  (1:4) 10clll

0  12■3 (1〔 2) 5cm
I     I     I

第29図 H8号住居址

(9)H9号住居址

I区お・か-9 Grにある。H13を切る。北側の未調査区に伸びる。床は平坦。遺物は、底部回転糸切

りを見せる須恵器杯、土師器武蔵甕底部がある。他に本址に伴わない縄文時代後期土器、弥生時代後

期土器、分厚い土師器甕がある。本址の時期は、 9世紀代であろう。

神'‖3鋼碑4義轟

C     c'

加 3層
4層
5層
6層
7層
8層

標
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m 2m

第30図 H9号住居址 (1)
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(10)H10号住居址

I区 こ-3・ 4 Grに ある。D4に切 られる。東壁下端

は西側の調査区域外に伸びるため、床等詳細は不明。

遺物は、底部手持ちヘラケズリの須恵器杯、砥石が

ある。他に本址に伴わない縄文時代後期土器がある。

本址の時期は、 8世紀代であろう。

囮□邑2

9  
標亀臀朋

柿  21
H9
1層  嗜褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土(10YR5/6)ブ ロック少量、

粘土プロック微量含む。
2層 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黄 褐色土(10YR5/6)ブ ロック・

粒子多量。粘土ブロック微量。

3層 にぶい責褐色土 (10YR5/3)黄 褐色土(10YR5/6)粒 子多量、

4層 に壕緑鋼 電

`†

龍

'筆

量

感君色土 QOYRνつプロック・

粒子を含む。上端が床面。

第31図 H9号住居址 (2)

標高70720m
(1:80)  2m

ml

Hll
l層  黒褐色土 (10VR2/2)
2層 黒褐色土 (10YR2/3)Ⅳ・Ⅵ層のブロック多量。

人為的堆積
3層 黒褐色土 (10YR2/2)Ⅵ 層のブロンク少量。
4層  暗褐色土 (10YR3/3)Ⅵ 層のブロック多量。
5層 黒褐色土 (10YR2/2)柱 痕。
6層 黒褐色土 (10YR2/3)Ⅵ 層の小ブロック多畳。
7層 黒褐色土 (10YR2/2)粘 質有 り。
8層 黒褐色土 (10YR2/3)黒 褐色土 (10YR2/2)・ 黄褐

色土(10YR5/6)の ブロック多量。
上端が床面。床下の埋土。

一
Ｉ

2m
７０高

Ｑ
標

／

ト

ナ

封
ヽ
舶
Ⅷ
ゾ

・幾

孔

Ｖ

勺
ヽ

ヽ
ホい

「
―

ロ
一にＷ・

詢
仲

由

H10
1層 黒褐色土 (10YR2/2)全 体層序Ⅲ層。
2層 黒褐色土 (10YR3/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)黒 褐色土 (10YR3/2)

プロック含む。
0   (1:4)  10cm
l     l     l

第32図  H10号住居址

(11)Hll号 住居址

I区 こ-3・ 4 Grに ある。H12・ P2と を切 り、 Pと 9・ P202に 切られる。大半が調査区域外にある。柱

痕が確認されたPlは、主柱六であろう。床は堅く平坦。覆± 2層は人為的埋土。遺物は小片で図示で

きなかったが、古墳時代後期の上師器内面黒色処理される杯、須恵器蓋等がある。他に縄文時代後期

土器・土器片円板、弥生時代後期土器が出上した。本址の時期は明確でないが古墳時代以降であろう。

饗驀 聾曇可
~穀

8

琴 710

第33図 Hll号住居址
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(12)H12号住居址

I区け-3・ 4、 こ4 Grに あり、Hllに切られる。敷石住居であるが大半が未調査区域外にある。壁

際のピット4個は、敷石下端面から検出された。敷石は鉄平石を主に安山岩の平らな面を用いている。

小礫で隙間を埋めていたようである。礫下面を掘方の黒色土に入れ平坦を形成している。炉は調査範

囲では確認できなかった。遺物は縄文時代中期末葉 。後期前葉の上器少量、磨石・台石がある。粗製

深鉢 1は胴部以上が欠損し文様構成不明、底部には木葉痕がつけられている。他に小片の縄文時代中

期後葉 2～ 5、 後期称名寺式 6・ 7、 後期堀之内 1式 8、 堀之内 2式 9、 後期前半10～ 14がある。15

は 1面に磨 り面ある磨石、 16・ 17は台石で、16の 中央には広めの敲打痕が窺える。

本址の時期は、縄文時代後期前半であろうか。

標高70660m
(1:80)  2m

及
ォ手|千::|

こ婁す

′
′

た

H12
1層  黒褐色土 (10YR2/3)
2層 黒色土 (10YR2/1)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒色土 (10YR2/1)
5層 黒色土 (10YR2/1)

ブロック多量。
6層 黒褐色土 (10YR2/3)
7層 黒色土 (10YR2/1)

ブロック含む。

震藝75

にぶい黄褐色土(10YR5/4)の

にぶい黄褐色土(10YR5/4)の

層

ｏ

■
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第34図 H12号住居址
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(13)H13号 住居址

I区お～き-9 Grに ありH9に切られる。大半が南側調査区域外に伸びる。カマ ドは北壁中央に地山

暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土 (10YR5/6)・ 黒褐色
土 (10YR2/3)の 小ブロック多量。 (人 為的堆積 )

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)粘 土の大小ブロンク

多量。 (人為的堆積 )

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR2/3)締 まりない。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)灰 ・炭。
褐色土 (7 6YR4/6)灰 。
にぶい赤褐色土 (5YR4/4)焼 土。
にぶい黄橙色土 (10VR6/4)灰 ・炭。
褐色土 (7 5YR4/4)カ マ ド構築土。
暗褐色土 (10YR3/3)粘 土。カマ ド構築土。
暗褐色土 (10YR3/4)床 。
褐色土 (7 5YR4/3)1こ ぶい褐色土 (7 5YR5/4)。

黒褐色土(10YR2/3)の 小ブロック多量。
暗褐色土 (10YR3/4)黒 褐色土 (10YR2/3)・ にぶい

褐色土 (7 5YR5/4)・ 黒褐色土 (10YR2/2)・ 黄褐色
土(10YR5/6)の ブロック多量。床下の埋土。
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第35図  H13号住居址

を掘り残し粘土・褐色土等で構築されている。ピットは、床下よ

り2個検出された。床は堅く平坦。覆± 1・ 2層は人為的埋土。

遺物は、外稜持つ杯(1)、 分厚い外面縦長にヘラケズ リされる甕

(2)・ 胴部に最大径ある甕(4)等 の土師器、本址に伴わない縄文時

代後期土器が出土した。

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)古墳時代Ⅲ

期-6世紀中葉～ 7世紀初頭に位置づけられる。

(14)H14号 住居址

Ⅱ区さ～す 12～ 14Grに ありH18・ H19・ D10・ P92・ P104・ P146・ P147。OT2を切る。西壁の南

半分は撹乱で破壊されていた。カマ ドは北壁中央に、粘土と安山岩等で構築されている。ピッ トは柱

C'

|

塊

寵細 国齋 煮
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暗褐色土 (10YR3/3)

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/2)

暗褐色土 (10YR3/4)

褐色土 (10YR4/4) 責褐色土 (10YR5/6)の 小ブロック多量。

黒褐色土 (10YR2/2)床 面直上の粘質土。
黒褐色土 (10YR3/2)締 ま りない。柱痕。
黒褐色土 (10YR2/2)堅 く締まる。床。
明赤褐色土 (5YR5/8)カ マ ド構築が被熱 したもの。 (焼け込み )

黒褐色土 (10YR3/2)粘 土。カマ ド構築土。

暗赤褐色土 (5YR3/2)粘 土多量。カマ ド構築土。

暗赤褐色土 (5YR2/3)焼 土粒子・黄褐色土(10VR5/6)の
/1ヽ ブロック多量。

黒褐色土 (10YR2/3)粘 土・焼土ブロック。

暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土 (10YR5/6)・ 黒褐色土(10YR2/3)の

ブロック多量。
暗褐色土 (10YR3/3)黄 褐色土 (10YR5/6)・ 黒褐色土(10VR2/3)の

ブロック多量。床下の埋土。
褐色土 (10YR4/6) 黒褐色土 (10YR2/3)の ブロック含む。

黄褐色土 (10YR5/6)・ 黒褐色土(10YR2/3)の
小プロック多量。
黒褐色土(10YR2/3)の 帯状ブロンク含む。

)劇《5

第36図 H14号住居址 (1)
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痕が確認されたPl～ P4の主柱穴等 5個検出された。 P5は入り口施設と見 られる。床は堅く平坦。カ

マ ドからP5にかけてと西壁中央に壁溝が巡る。遺物は、土師器・須恵器・土製品、石器、本址に伴わな

い縄文時代中期。後期土器、弥生時代後期土器が出上した。土師器には畿内系暗紋lTh l・ 半球状の杯 2、

くの字の日縁部に最大径がある武蔵甕20・ 22・ 23・ 25・ 26・ 27、 高lTN 5。 6がある。須恵器には底部ヘラ

ケズリ調整の必 8～ 10、 有台杯11～ 15、 皿 16、 擬宝珠つまみの杯蓋 17・ 18、 長頸壺28・ 30、 甕29。 30

がある。32は底部ヘラケズリ内面黒色処理される土師器lTNを 転用した円板。 3の土師器邦、19の須恵

器 lTh、 25。 26の器厚厚く口辺部に最大径のある土師器甕は、本址北西壁あた りで重複する古墳時代後

期住居址H18と の関連が考 られる。多量にある石器で磨石。敲石・軽石製品は本址に帰属する可能性が

あるが、他は伴わない。

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)奈良。平安時代Ⅱ期-8世紀前半(第 1四半期)に位

置づけられる。

(15)H15号住居址

Ⅱ区け。こ 10～ 12Grにあり、 H23・ D13・ Ml・ P52・ P53・ P55。 P62に切 られ、 H25。 D29・ P40

H15
1層  にぶい黄褐色土

(10YR4/3)

小礫を多量に含む。

人為的堆積。

2層 暗褐色土 (10YR3/4)

小礫 を多量に含む。

人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR3/1)

黒掲色土 (10YR2/3)と

褐灰色土 (10YR4/1)の

粘土ブロック含む。

人為的堆積。

4層 黒褐色土 (10YR2/3)

人為的堆積。

5層 黒褐色土 (10YR2/2)

灰黄褐色土 (10YR5/2)
のブロック多量。

人為的堆積。

6層 黒褐色土 (10YR2/3)

7層  黒褐七土 (10VR3/1)

にぶい黄橙色土 (10

YR6/4)を少量含む。

8層  にぶい黄褐色上

(10YR4/3)

9層 黒褐色土 (10YR3/1)

柱痕。

18層  黒褐色土 (10YR3/2)

にぶい黄褐色土 (10

YR5/4)のブロック多

♀  
標見#器

Om 21m

量に含む。
歩末。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

明黄褐色土 (10YR6/6)。 にぶい黄褐色土

(10YR5/4)の ブロック含む。

褐灰色土 (10YR4/1)黒 色土(10YR2/1)の

小プロック・粒子を含む。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

黒色土(10YR2/1)の ブロック、にぶい黄橙

色土 (10YR7/4)を 少量含む。

暗褐色土 (10YR3/3)イこぶい黄橙色土

(10YR6/4)を 少量含む。

層

　

　

層

影
塀

劉ヽ
第39図  H15号住居址 (1)
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bl隔|■
l

標高70600れ
0    (1:40)   lm

H15
10層  明赤褐色土 (5YR5/8)焼け込み。
11層  黒褐色土 (10YR2/3)炭 化物微量。焼土粒子・

にぶい赤褐色 (5YR5/3)の粒子ブロック少量含む。
12層 黒褐色土 (10YR3/2)炭 化物・焼土ブロック少

量含む。
13層  黒褐色土 (10YR2/3)灰 黄褐色土(10YR5/2)の粘

土プロック多量。焼土少量

褐灰色土 (7 5YR5/1)粘 土。
黒褐色土 (7 5YR3/2)褐 灰色 (7 5YR5/1)の 粘土

プロック少量含 む。
灰黄褐色土 (10YR4/2)に ぶい責橙色土 (10YR7/4)

ブロック・黒褐色土(10YR3/2)を 含む。
黒褐色土 (10YR3/2)

層
層
　

層
　
層

bl餡I LI

/.

10clll

11  ::3冒

且冒:且冒冒3宮曽官::'イ

ア

12

第40図  H15号住居址 (2)

を切る。東壁が調査区域外にある。カマ ドは北壁中央に、粘土

と鉄平石。熔結凝灰岩・安山岩等で構築されている。火床端から

長い煙道部が壁外に伸びる。火床に支脚石が残る。ピットは柱

痕が確認されたPl～ P3の主柱穴等 4個検出された。 P4は入

り口施設と見 られる。床は堅く平坦。壁下に壁溝が巡る。覆土

1～ 5層 は人為的埋土。13と 16の 甕がカマ ド東脇床面に正位

に埋め込まれていた。
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第41図 H15号住居址 (3)

遺物は、土師器・石製品、本址に伴わない縄文時代中期後葉・後期土器、弥生時代後期土器、他に多

量の石器があるが磨石・敲石は本址に帰属するかと思われるが、石鏃。打製石斧等は伴わない。土師器

には須恵器tTh蓋模倣の稜を持つtTh l～ 5、 半球状のlTh 6～ 9、 イ部内面黒色処理の高tTh10。 11、 鉢 12・

17、 日縁部に最大径があり胴が長い甕 13・ 16、 胴部丸みを持つ甕23、 単孔の甑18がある。20は滑石製

の紡錘草である。

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)古墳時代Ⅳ期-7世紀に位置づけられる。
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覆± 1層は人為的埋め

土、検出された範囲の床

面は平坦で堅い。遺物は内面黒色処理される土師器杯 1～ 3、 須

恵器杯 4、 土師器甕、縄文時代後期堀之内式鉢転用の土製円板

♀   マ|そ
ド
m  21

H16
1層  黒褐色土 (10YR2/3)黄 褐色土(10YR5/6)の ブロッ

ク多量。人為的堆積。
2層 黒褐色土 (10YR2/3)
3層 褐色土 (10YR4/4) 黄褐色土(10YR5/6)の ブロック

多量。
4層  黒褐色土 (10YR2/3)炭 ・粘土少量。
5層 黒褐色土 (5YR2/2) 粘土。

第43図  H16号住居址 (1)

黒褐色土 (10YR2/3)粘 質上。
暗褐色土 (10YR3/4)

暗褐色土 (7 5YR3/3)明 褐色土 (7 5YR5/6)の プロッ
ク多量。

暗赤褐色土 (5YR3/4)焼 土。
暗褐色土 (10YR3/4)床 。
褐色土 (10YR4/6) 黒褐色土 (10VR2/3)の プロック

少量。床下の埋土。

層
層

層
　
層
層
層

６

７

８

　

９

１０

ｍ
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(17)H17号住居址

Ⅱ区け。こ-10～ 12Grに ある。Mlに切られ、OTl・ P106・ P126を切る。Ⅲ区に床面に達する撹舌L

がある。カマ ドは北壁中央に、地山を掘り残し黒色の粘土で構築されている。袖部先端と焚き口天丼

部には芯材に安山岩を用いている。火床中央には支脚石が残る。ピットは柱痕が確認されたPl～ P4
の主柱穴等 5個検出された。 P5は入り口施設、P6は深く貯蔵穴であろう。床は堅く平坦で、北西角

5

第45図 H17号住居址 (1)
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暗褐色土 (10YR3/3)
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)少 量含む。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
にぶい黄橙色土 (10Y鼠 6/4)多 量に含む。
人為的堆積。

黒褐色土 (10YR2/8)

灰黄褐色土 (10YR4/2)

黒褐色土(10YR3/2)の ブロック含む。
黒褐色土 (10YR2/3)

にぶい黄褐色土(10YR5/4)ブ ロック少量。
黄褐色土 (10VR5/6)

黒褐色土(10YR3/1)ブ ロック含む。
人為的堆積。

黒褐色上 (10YR2/3)
にぶい黄褐色土(10VR4/3)少 量含む。
柱痕。

灰責褐色土 (10YR4/2)

褐色土 (10YR4/6)少 量含む。
柱痕。

9層 黒褐色土 (10YR3/1)

10層  にぶい赤褐色土 (5YR4/4)

焼土。
H層  にぶい橙色土 (5YR6/4)

焼土粒子多量。黒褐色 (10YR3/1・ 5YR3/1)と

にぶい橙色 (5YR6/4)の粘土ブロック含む。
にぶい黄橙色土 (10YR7/3)

にぶい黄橙色土 (10Y鼠 7/3)が 主体。
黒褐色 (10YR3/2)の プロック含む。

黒褐色土 (10YR3/1)
にぶい黄橙色土(10YR6/4)微 量。

黒褐色土 (5YR3/1)
にぶい黄橙色土(10YR7/4)の ブロック・焼土

紅子微量。
黒褐色土 (10YR2/3)

黒色土 (10VR2/1)小 ブロック・灰黄褐色土
(10YR4/2)粒 子含む。

黒褐色土 (7 5YR3/1)
黒色粘上が主体。灰褐色粘土 (7 5YR6/2)
ブロック含む。内側は熱 を受けて暗褐色
土に変化 している。

黒褐色土 (10YR2/3)

黄褐色土 (10YR5/6)・ 黒褐色土 (10YR2/3)ブ ロック含む。
床。

褐色土(10YR4/4)
明黄褐色土 (10YR6/6)・ 黒褐色土 (10Y黒 2/3)ブ ロック多量。

灰黄褐色土 (10YR4/2)
黄褐色土 (10YR5/6)・ 褐色土 (10YR4/6)・ 黒褐色土 (10YR2/8)
プロック多量。床下埋土。

褐色土 (10YR4/4)
床下埋土。

標嘉T身80m  lμ

判

H17号住居址 (2)

を除き壁溝が巡る。覆土は 2層は人為的埋土であった。

遺物は、土師器杯・高邦・鉢・甕・甑、須恵器杯蓋、臼玉、石器、本址に伴わない縄文時代中期・後期土

器、弥生時代後期土器が出土した。 6・ 12・ 14がカマ ド内、 16。 18が カマ ド内と周辺出土片接合、 9・

13が P5内、 17・ 19が北東壁下に寄 りかかって正位で、カマ ド西床面から11に 21が乗る状態で、 1・ 2

・5・ 7・ 8がカマ ド周辺床面直上ないしは 5側ほど浮いて、 4が南東角床面 5側上、などカマ ド内やカ

１

層

　

層

Ｈ

ｌ

　

２

3層
4層

5層

6層

7層

8層

15層

♀ 
標弓叫ζ80m21m16層

層

　
　

層
　

層

　
　

層

:ぶ 彊
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第47図 H17号住居址 (3)

0   23
(1:4)    10Cm
(1:1) 2.5clll

マ ド周辺から多くが出土した。

1～ 4は須恵器杯蓋模倣の稜を持つ

杯で、 1・ 2は内面黒色処理される。

5～ 7は須恵器杯蓋模倣の郷を杯部

に乗せたような短脚の高イ、内外面

共に黒色処理される。 8～ 14は鉢と

したが器形が様々である。 11～ 13は

球形の胴部を持つ。 8～ 9は内面黒

色処理され、 8は外面ヘラケズリ、9

。10は 内外面よくミガかれる。 14は

甑の形態によく似る。 16は 口縁部に

最大径がある甕。 17～ 20は 日径と胴

部最大径が等しい甕で、いづれも長胴である。 17はハケメ調整、他は縦長のヘラケズリ調整である。

21は 1穴の甑で内面黒色処理される。23は滑石製の臼玉。22の砥石以外の石器は、本址に帰属するか

不明である。

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)古墳時代Ⅳ期-7世紀に位置づけられる。
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第48図 H17号住居址 (4)

(18)H18号住居址

Ⅱ区す 12・ 13Grに ある。H14・ Ml・ P91に 切られ、H19,P85,P97・ P107を 切る。西側半分は、

西近津遺跡Ⅳ(平成20年度)H52号住居址として調査されている。ピットは柱痕が確認された Pl・ P2の

主柱六が 2個検出された。堅く平坦な床が 2面検出された。各壁が15～25cm程度拡張されている。

¢ 、餌

∠ 二 溢 ＼ 74

店

、て【
`!::::::;)一

キ
(:'す

画

穏
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カマ ドは、未調査区の排水溝下であろうか。覆± 2～ 6層 は人為的埋土。遺物は、須恵器杯蓋模倣の

杯(1)・ 須恵器杯身模倣のFTN(2)・ 半球状で回縁部短く外反する杯(3)・ 半球状の邦(4・ 5)。 内面黒色処理

される鉢(6・ 7)・ 胴部に最大径を持つ分厚い甕(9)・ 甑 ?(11)等の上師器、土師器甕胴部片を加工した

円板(13)、 長頸棘状関平造片刃状式の鉄鏃(15)、 紡錘車(12)、 臼玉(14)、 石器、本址に伴わない縄文時

代 中期 。後期土器、弥

生時代後期土器が出土

した。臼玉・敲石(47・ 50

・51)・ が P2周辺、鉢。鉄

鏃が Plの周辺の床面か

ら、紡錘車はPl西床面

1 0cm上 よ り出上 した。

本址は これ らの遺物よ

り小林員寿の編年(2005

聖原)古墳時代Ⅳ期-7世

紀に位置づけられる。

H18
1層  にぶい黄褐色土 (10YR3/4)  一 ― ~~  

―
―~

2層 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)に ぶい黄橙色土(10YR6/4)を 多量
に含む。人為的堆積。

3層 暗褐色土 (10YR3/4)1こ ぶい黄橙色土(10YR6/4)の ブロック合
む。人為的堆積。

4層  黒褐色土 (10VR3/2)人 為的堆積。
5層 黒褐色土 (10YR3/1)1こ ぶい黄褐色土(10YR4/3)を 少量含む。

人為的堆積。
6層 褐色土 (7 5YR4/4)黒 褐色土 (10YR3/1)・ 明褐色土 (10YR5/6)

のブロック含む。人為的堆積。
7層 黒褐色土 (10YR3/2)柱 痕。
8層 灰黄褐色土 (10YR4/2)柱 痕。
9層 黒褐色土 (10YR3/2)と にぶい黄橙色土(10YR6/4)を 縞状に含む。

堅 く締まる。床。
10層 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)に ぶい黄橙色土(10YR7/4)ブ ロッ

クを含む。
11層  褐色土 (10VR4/4)イこぶい黄橙色土 (10YR6/4)・ 黒褐色土(10YR

2/3)を プロック状に含む。
最終床面下の埋土。

12層  灰黄褐色土 (10YR4/2)黒 褐色土 (10YR3/2)・ にぶい黄褐色土

(10YR6/4)の ブロックを多量に含む。
12層 の上端が最初の床。
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1～ 11・ 15～ 20(114)10Cm
14  (113)7 5clll
12  (1〔 2) 5cm

0       13 (1:1)2 5cnl
I        I        I

第49図  H18号住居址 (1)
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フr下屯鍵▽硬要霊奪

22～ 41・ 47～ 52(1:4)10cn
46(1:3)7 5clll

43～ 45(1:2)5clll
0     42(lil)2 5clll

第50図  H18号住居址 (2)

(19)H19号住居址

Ⅱ区す 18Grに ある。H14・ H18に切 られる。西壁は

未調査区内にあるとみられ、西近津遺跡Ⅳ(平成20年度)

調査区まで本址は伸びていない。床は平坦で堅く締まる。

遺物は、 1の胴部に最大径を持ち縦長にヘラケズリされる分厚い甕、 3の須恵器甕 2の滑石製の紡

錘車、本址に伴わない縄文時代中期 。後期、石器が出土した。本址はこれらの遺物と7世紀のH18号
住居址に切 られることから、 7世紀代としたい。

４６

26

予翠Ⅲ

欝`＼、制
フ
一

峰伊

く1  豊

H19
1層  黒褐色土(10YR3/1)

褐色土 (10YR4/6)の プロック
少量含む。

2層 に
sぢ暮写β喪1磐騨ツク・

  ♀  標耳臀亀評
m  2j

第51図  H19号住居址 (1)
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第52図  H19号住居址 (2)

(20)H20号住居址

Ⅱ区す-13・ 14Grにある。H14・ Mlに切られ、OT3・ P138を切る。西側半分は、西近津遺跡Ⅳ(平

成20年度)H49号住居址として調査され、北壁にカマ ドがある。主柱穴等は確認されていない。堅く平

坦な床である。遺物は土師器の杯・武蔵甕や須恵器杯・甕小片が少量ある。図示した縄文時代後期土器、

石器は本址に伴わない。西近津遺跡Ⅳ(平成20年度)H49号住居址では、底部手持ちヘラケズリされる

須恵器邦等が出土し、古墳時代後期のH50号住居址を切っている。このような状況から、本址は 8世

紀前半に位置づけられよう。

f緯

第53図 H20号住居址

(21)H21号 住居址

Ⅱ区す。せ-9。 10Grに ある。H22を切る。西側と東側一部分が未調査区と調査区域外にある。カマ

ドが北壁中央にある。ピットは南壁下から2個検出された。床は堅く平坦で、床下の掘方は認められ

なかった。覆± 1～ 8層は人為的埋土。遺物は、土師器の杯 1～ 3、 4・ 5杯 ?、 碗 7、 碗 ?6、 皿 8、

甕 11～ 14、 須恵器の有台イ 9、 杯 10、 甕 15、 本址に伴わない縄文時代中期 。後期出土した。 1～ 3・

7・ 10は回転糸切 り、 1～ 4・ 6・ 7は内面黒色処理される。 「コ」字口縁の武蔵甕 11・ 14は、胴部に最

::°三
:3言
常喜喜1拿ひ筈9ク  モこ息3:ヨ
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4層  暗褐色土 (10YR3/3)

及
―‐，
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幻
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3～ 14■6(1:4)  10Cm
0     1517 (1:3)  7.5cm
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彰
ミミミ

H21
1層
2層

3層
4層

5層

ユ¬

凹

/必

IIn

暗褐色土 (10YR3/3)人 為的堆積。
褐色土 (10YR4/4)明 黄褐色土(10YR7/6)ブ ロック・

にぶい責橙色土 (10YR6/4)を 含む。人為的堆積。
褐色土 (10YR4/6)人 為的堆積。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)に ぶい黄橙色土 (10YR

6/4)を 含む。
暗赤褐色土 (5YR3/3)にぶい赤褐色土(5YR5/4)の

焼土・灰褐色土 (5YR5/2)の 粘土ブロック少量。
黒褐色土 (10YR3/2)炭 化物微量含む。
にぶい黄褐色土 (10YR5/4)1こ ぶい黄橙色土 (10YR

7/4)・ 焼土粒子・炭化物少量含む。
褐灰色土 (10YR4/1)焼 土粒子少量含む。
灰黄褐色土 (10YR5/2)粘 上が主体。
黒褐色土 (10YR3/1)に ぶい黄褐色土 (10YR5/4)・

焼土ブロック微量。

。  標弓評亀ポm  2m
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(22)H22号住居址

Ⅱ区す。せ-9・ 10Grにある。H21に 切 られる。西側大部分は、西近津遺跡Ⅳ(平成20年度)H10号住

居址として調査され、北壁にカマ ドがある。本調査では柱痕が確認された主柱穴と見 られるPlか ら柱

痕が確認された。堅く平坦な床である。覆± 1～ 3層 は人為的埋土。遺物は土師器の須恵器杯蓋模倣

／
／／

　
／

＼
／

第54図 H21号住居址

大径がある。

本址はこれらの遺物より小林員寿の編年(2005聖原)奈良
。平安時代V期-9世紀前半に位置づけられる。
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の杯や分厚い甕小片が少量ある。西近津遺跡Ⅳ(平成20年度)H
る長胴の甕等、古墳時代後期の遺物が出土している。 このよ

(2005聖原)古墳時代Ⅳ期-7世紀に位置づけられる。

10号住居址では、日縁部に最大径があ

うな状況か ら、本址は小林員寿の編年

尋掃宣言整響
州是象よ豊懸普曇免鼻挽)少書リケ暮h

黒褐色土 (10YR3/1)
黒褐色土 (10YR3/1)
黒褐色土 (10YR2/2)に ぶい黄橙色土(10YR7/4)少 量含む。床。
褐色土 (10YR4/4)黒 褐色土 (10YR2/3)微 量。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)

にぶ士凄糧雹圭iII寺ミ,チ3 員票亀圭∫
10YR3/0少量含む。床下埋土。

第55図 H22号住居址

(23)H23号 住居址

Ⅱ区け。こ 10。 1lGrに ある。D13に切られ、H25を切る重複関係のため確認は困難を極めた。西壁

および床下掘方は、不明瞭であった。北壁中央のカマ ドは、粘土と灰黄褐色土で構築された一部の袖

部と火床が残る。床面は明確でない。物は、土師器のtTh l、 2～ 4イ・碗 ?、 碗 5、 甕 6・ 7、 須恵器

壺 8、 布目瓦、本址に伴わない縄文時代の石器、伴うか不明確な石器が多く出土した。1は回転糸切 り、

1・ 2・ 4・ 5は内面黒色処理される。 6は 「コ」字口縁の武蔵甕、 7はロクロ甕である。

本址はこれらの遺物より、小林員寿の編年(2005聖原)奈 良・平安時代V期-9世紀前半に位置づけら

れる。
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H23
1層 黒褐色土 (10YR3/2)イ 礫ヽ多量、

砂質土。
2層  橙色土 (5YR6/8)焼 土。
3層  黒褐色土 (10YR3/2)焼 土ブロ

ック・灰・褐灰色 (10YR4/1)
の粘土ブロック少量含む。

4層  褐灰色土 (10YR5/1)粘 土。
5層 灰黄褐色土 (10YR4/2)褐 灰色

(10YR5/1)の 粘土プロック・

黒褐色土(10YR3/2)を 含む。
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標耳f粋ド

m  21m

Ｂ
一

♀  
標見叫ζttm  ttm

第56図 H23号住居址 (1)
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第58図  H24号住居址(1)

⊂ 三 ご ゝ 19

《 正 三 !)22

第57図  H23号住居址 (2)

(24)H24号 住居址

I区え。お-3・ 4 Grに ある。H2～ H4に切 られる。H3のカマ ド・主柱穴と本址のそれらと相似形

にあり、本址がH3の規模に拡張されたとみられる。カマ ドは北壁中央で火床の支脚石、袖部芯材を

埋め込んだピットがみられる。ピットは柱痕が確認されたPl～ P4の主柱穴が検出された。堅く平坦

な床である。遺物は 1の土師器甕、 2の須恵器高lTNか 高盤、本址に伴わない縄文時代後期土器。土製品

・石器が出土した。本址は、H3の遺物より8世紀前半(第 1四半期)以前に位置づけられる。

す磐 鞘
|1静
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層

層

層

層

標高70610m
(1:40) 2m

H24
1層 にぶい赤褐色上 (5YR4/4)焼 土。 3層が被熱 したもの。
2層 暗赤褐色土 (5YR3/2)粘 土・焼土ブロック多量。
3層 黒褐色土 (7 5YR2/2)明 責褐色土(10YR7/6)の 小ブロック多量。
4層 暗褐色土 (lllYR3/3)黒 褐色土 (10VR2/2)。 褐色土 (10YR4/6)の

小プロック多畳。
柱痕。

5層 暗褐色土 (10YR3/3)黒 褐色土 (10YR2/2)・ 褐色土 (10YR4/6)の

小プロック多量。
柱痕。

褐色土 (10YR4/4)黒 褐色土 (10YR2/2)。 1こ ぶい褐色土

(7 5YR5/4)の 帯状プロック含む。竪く締まる。床。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黒 褐色土 (10YR2/2)・

褐色土 (10YR4/6)・ 責褐色土(10YR5/6)の 小プロンク多量。
黒褐色土 (10YR2/3)明 褐色土 (7 5YR5/6)・ 黒褐色土

(10釈 2/2)の 大プロック多量。
にぶい褐色土 (7 5YR5/4)黒 褐色土 (10YR2/2)・ 黒褐色土

(10YR2/3)の 小ブロック少量。

-
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第59図 H24号住居址 (2)
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(25)H25号 住居址

Ⅱ区け。こ 11～ 13Grに ある。H15・ H23。 Ml・ D13・ P40～ P45。 P51～ 56・ P62・ P119～ 123・

P125に切られ、D29を切る。炉は主柱穴P卜 P2間 と住居址中央に、 2基ある。炉 1は 7の壺底部を

用いた土器埋設炉で、 10cm程度掘 りこまれている。壺底部内部に灰の堆積が認められた。炉 2は地床

炉で、 3 cmほ どの焼土の堆積がある。ピットは 9個検出され、 Pl～ P4の主柱穴から五平状柱痕が確

認された。 P7は棟持柱、 P8。 P9は 出入口施設、 P6は貯蔵穴と考えられる。敲き床の床面は堅く平

坦で、覆土 l～ 5層 は人為的埋土である。遺物は赤彩の壺・甕・赤彩の高イ・無彩の蓋等の弥生土器、柄

l①

子
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1必

二
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餅
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Ｄ
一
　

Ｐ

,     1

P6

拗

ヂ

郵

♀
標弓叫亀糾

m21m

1層 黒褐色土 (10YR3/1)に ぶい黄橙色土(10YR6/4)を 含む。人為的堆積。
2層 黒色土 (10YR2/1)
3層 にぶい黄橙色土 (10YR7/4)黒 褐色土 (10YR3/1)ブ ロック含む。

人為的増積。
4層 褐灰色土 (10YR4/1)1こ ぶい黄橙色土 (10YR7/4)プ ロック・にぶい黄

橙色土(10YR6/4)を 多量に含む。人為的堆積。
5層 にぶい黄橙色土 (10YR6/3)人 為的堆積。
6層 黒褐色土 (10YR3/2)焼 土粒子・ 炭化粒子含む。
7層 黒褐色土 (10YR2/3)

層
層
層
層
層
層
　
層

８

９

１０

■

１２

‐３

　

‐４

暗赤褐色土 (5YR3/3)焼土粒子・焼土ブロック少量含む。
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)桂 痕。柔 らかい。
責橙色土 (10YR7/4)暗 褐色土 (10YR3/3)を 少量合む。
にぶい黄橙色土 (10YR7/2)灰 が主。炭化物微量。
明赤褐色土 (5YR5/8)焼土。
浅黄橙色土 (7 5YR8/3)黄 橙色土(7 5YR7/8)を 多量に含み、少量の

焼土を含む。
にぶい橙色土 (7 5YR6/4)焼 上微量含む。

第60図 H25号住居址 (1)

ΦI

,

標高70490m
(1:30)   0,9m
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部に木質残る刀子 ?、 本址に伴わない縄文時代中期末～後期土器・土製円板(深鉢等の転用)がある。Pl
・炉周辺の床から 1・ 3・ 8。 16が、 P4周辺の床から 2・ 5・ 7・ 15が多数出土した。石器の時期は明確で

ない。本址は弥生時代後期箱清水期に位置づけられる。
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第61図  H25号住居址 (2)
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第62図 H25号住居址実測図 (3)

6.土坑

合計で37基 の土坑が検出された。遺構掘 り下げ時にピットの名称を付した中に土坑として扱うべき

遺構もある(P97・ P98)。 D4・ D5を のぞき35基から縄文。弥生・古墳時代の遺物が出土 した。ほとん

ど縄文時代後期初頭から前葉の土器である。縄文時代後期前葉H12号住居址周辺に濃く分布している。

土坑底面にピット2個があり落とし穴とみられるD32号土坑。

袋状の貯蔵穴とみられるD6・ D21・ D22・ D29土坑。D22号土坑からは、堀之内 1式の注目土器(第

68図 138)・ 深鉢・石皿(第95図 -164)。 打製石斧。石錐・台石などが出土した。

土壌リン酸分析を実施していないため断定できないが、Dl～ D3号土坑・P97・ P98は墓址とみら

れる。く4グ リッドのDl号土坑は、後期前葉の粗製深鉢胴部(第 63図 -4)が正位に埋設されていた。

胴部内面は黒色に変化し、薄い黒色の付着物が見える。他に深鉢の木葉痕を持つ底部と網代底の深鉢

・粗製深鉢胴部が出土している。き-4グ リッドのD2号土坑は、径35cm深さ2 5cmの掘 り込みに後期

前葉堀之内 1式の深鉢(第64図 -18)を 正位に埋設し、底部から8 cm上 に熔結凝灰岩の丸み帯びた礫と鉄

平石、その上部に有頭大型石棒を納めている。石棒は残存長29.5cm最 大径11.2cmで、頭部一部と基部

を欠く。基部は欠損か分割かは不明。いずれにしても深鉢にほどよく収まる長さである。深鉢から20

cm離れて16の陽形土製品が出土した。周辺の深鉢小片が18と 接合しており、本遺構との関連性をあな

がち否定はできない。き-4グ リッドのD3号土坑は、後期前葉の粗製深鉢胴部から底部が正位に併置

埋設されていた(第63図 -5・ 8)。 さらに、 8の底部に接して13の 円形の磨石が納められていた。
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Dl号土坑

生
杉ケ)サ

'ラ

サウラタ珍チ
生'        ＼＼＼`~_____」

1層 黒褐色土 (10YR2/2)

。  標
見評Lド

脳 o5m

ジ
畿

＼

D3号土坑

。  標見評L♂
m

((〔

::::::::::::::::::::::)13

第63図 Dl・ D3号土坑

‐
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D2号土坑
ヽ
▽

1層  黒褐色土 (10YR2/3)

締ま りない。
2層 黒褐色上 (10YR2/2)

堅 く締まる。
3層 黒褐色土 (10YR2/3)

やや締まっている。
4層  黒褐色土 (10YR2/2)

標高70640m

七_ (1120) 015m

ｄ

‐ ６

襦
Ⅷ

Ⅷ

甥

Ｏ

ヽ
▽

馬

層

層

41  く|

量梱色圭[群彫謝Ⅵ層償褐色D
のロームブロック多量。

。  標
見解名糾

m  15m

1層  黒褐色土 (10YR2/2)
2層 褐色土 (10YR4/4)

♀  
標マ子粋糾

m  li5m

く|

1層  黒褐色土 (10YR2/3)
Ⅳ層 (黒色土)のプロック
少量。

2層 褐色土 (10YR4/6)
Ⅵ層が主。人為的堆積。

3層 暗褐色土 (10YR3/4)
にぶい褐色土 (7 5YR5/4)と
にぶい橙色土 (7 5YR6/4)の
ブロック多量。
人為的堆積。

。 標
耳評名漑 15m

似
囀
玲
口
Ｙ

日

出

日

日

Ｈ

日

――
く

uノ
聾相

¶′20

D5号土坑

_∞_―巖―期
〔 )14 Cも  15

14・ 16～21(114)10Clll
0    15(1:2)5clll
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第64図 D2号・D4号・D5号・D6号土坑
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D7号土坑

9  標
見評名伊

m l cm

1層  暗褐色土 (10YR3/3)黄 褐色土 (10YR5/6)
小ブロック少量。

2層 暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土 (10YR5/6)

小ブロック多量。人為的堆積。
3層 褐色土 (10YR4/6)Ⅵ 層が主。

人為的堆積。

D8号土坑

A                            A'

演
9   

標
原子!%誤

m   15m

0左

① 28

1層 黒褐色土(10VR2/3)
黄褐色土 (10YR5/6)
の小プロック少量。

D10号土坑

憲乙6

A                   A'

/
。  標見評宅評

m  15m 22～ 36(1
0     97(1

層
層
層

釦
ｍ

1層 黒褐色土 (10YR3/2)

D13号土坑

＼
Ｐ
Ｒ
＼
Ｐ
＼
べ
Σ

爾
 

『
24

螺班

雛 29

D9号土坑

9   
標見弔そ評

n  lFm

暗褐色土 (10YR3/3)砂 質土。
全円 吾序Ⅳ層。
暗褐色土 (10YR3/4)

黄褐色土(10YR5/6)と
黒褐色土(10YR2/3)の
ブロック多量。人為的堆積。

≦ヽQ≫
33

ヽア/

(― ◎

-5

Ψ  36

第65図  D7号・D8号・D9号・D10号・D ll号・D13号土坑

A                                   A'

。 標見Tそ絆  15m

Ⅷ 醒ヽ皮1

-に―
r  孔 32

1層  黒褐色土 (10YR2/3)砂 質土。
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D14号土坑

? 標昇弔亀糾
m l15m

l層  黒褐色土(10YR2/2)
2層 暗褐色土 (10YR3/4)責 褐色土 (10YR5/6)を

3層 に慾言宴宿色全亀開誌売; にぶい黄橙色土
(10YR6/4)を 含む。人為的堆積。

D15号土坑

9  標見T器硫

1層  黒褐色土 (10YR2/2)
2層  にぶい黄橙色土 (10YR6/4)

堺督ザ夢暮急声
(10YR7/4))の

ぱ域通濫

肘沈・第∩
猛

鑽3

璃
蜘
縄

一

Ｍ
日

Ｘ

市鶏管蟻一▼

施

勒

５５

］琥

轟
『
沈

義鉾
諄Ⅲ プ
=‐    56

O②
―

   
刊

丞 “〇発

唖
鵞

88～ 6973～ 85(1:4)10cm
72  (1:3)7 5cm
71(1〔 2)5clll
70  (1:1)2.5cm

~72

D16号土坑

く I

9  標見Tぞ誤
n

1層  黒色土(10YR2/1)
2層  黒褐色土(10YR2/3)

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)少 量。

鰤
084

餞 )“

刀
く
上
下

は

輛

　ヽ́́
一寸一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「オコヽ

♯η呼ソ8

ヨ  汗r

第66図  D14号・D15号・D16号土坑

070
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D16号土坑

1識雛謙義礁

鞠

D17号土坑

D18号土坑

? 
標マ

1盈
評
m l,m

D19号土坑

キ
△

△    く|

?  
標
VIζttm  li5m

と層 黒褐色土 (10VR2/2)

黄褐色土(10YR5/6)小 ブロック少量。

層

　

層
層

‐

Xヽ

標
亀臀器

Om l,.5m

黒色土 (10VR2/1)黒 褐色土(10YR2/3)
ブロック含む。

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/3)堅 く締まる。
黄褐色土 (10YR5/6)・ 黒掲色土 (10YR2/2)
のプロック多量。人為的堆積。

■
ェ韓

D21号土坑

1生

A
~三

=E=三
二Iテク

/ 1

墓
"|

95      1

′ 著

ケ

 |・
―

概 81

-③―
|

孟
側l

第67図

_《量)_層
 ヽ 1126  3層

o  標町覧評m l.5m

黒褐色土(10YR2/2)
人為的堆積。

褐色土(10YR4/6)
黄褐色 ロームが主。
人為的堆積。

黒褐色土 (10YR2/3)
褐色土 (10YR4/6)の 小プ ロンク
多畳。人為的堆積。

。86～ 8890～
1:61::31:器

珍比翼露サ靱

脚 鞄
D16号・D17号・D18号・D19号。D21号土坑
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D20号上坑 D22号土坑

△  く

9  標マ!脇¥m 15m

褐
褐
色
褐
褐

黒
黒
褐
暗
黄

層

層
層

層
層

1層  黒褐色土 (10YR2/2)

Ｋ
機

′′μ

咽

ハ

‐――

‐――

‐――

ソ

- 132 164(1:6)15c皿
姥7～ 1飩 1協

Ii:ち (1:0 10cll

。  1591:】 ::::ti:i;ち ::器
1     1     1

騨

疹庄“
ヽ

(              影

′

鵬
弯I

‐ ６０

―
(を

lζす;)

Ｒ

‐ ５９

―
|(:::I子

と

D162

第68図 D20号・D22号土坑

‐
十

円

Ｈ

用

‐
‐

Ⅷ

■,埒
|.  f
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D23号土坑D22号土坑

D26号土坑

Ξョこと

'′

劉

標高70650m
(1:60)

４比
盤

守

〆
然

だ
く

|

15m 15cコ

10cD
7 5cm

(1:6)

(1:4)

(1:3)1層  黒褐色 土 (10VR2/2)

D25号土坑

標
夏

`!6Ь`!m  15m1層  黒褐色土 (10YR2/3)褐 色土
(10YR4/6)。 暗褐色土 (10YR3/3)の
プロック多量。

2層 暗褐色土 (10YR3/3)

D28号土坑

1 5m

７０

ｄ
哄
ぃ
口
Ｈ
日
周
″

′′
‐７‐

＞
ケ
刀
ω
榊
繊

。

Ｈ
塾

鍵
靴

権
熾

一鳩
帯

籍雑空一一】Ｗ２０２

一

く^

A   く

♀  標写子粋♂
m  li5m

l層  黒褐色土(10YR2/3)
黄褐色土 (10YR5/6)の 小プロック多量。
人為的堆積。

2層 暗褐色土(10YR3/4)
褐色土 (10YR4/4)の ブロンク多量。

ぃ
Ｈ

Ｗ

′

′′

７４

鋒
餓

ｉ謂
８２０９

熟
鶴

爾

２０７

ヒ Lヽ免

可 η卿
第69図 D22号・D23号・D25号・D26号 ・D27号・D28・ D29号土坑

割　（答誉い］］〕））　∃「標高７０６５０ｍぐ‐‥６０，

蠅

lFコ 1層 黒褐色土 (10YR3/1)

う

幕
構|

1ヽ1
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第70図  D30号・D31号・D32号・D33号・D34号土坑

D32号土坑

郵

♀  
標尾ィを30m l,m

l層 黒色土 (10YR2/1)

D30号土坑

く|

く|      く
|

。  標
見評名評

m

1層  黒色土 (10YR2/1)
2層 暗褐色土 (10YR3/4)

D31号土坑

♀   
標
頁fl牝評

m  lim

l層 黒色土 (10YR2/1)

シ

D34号土坑
V/

鑢 駐相吼

期上13

観‖郷

「
―

‐‐

湖

標
原f!牝評

m  l,m

、Ы
蘭
用

Ｈ
２‐６

く

刀
川
半
ヰ
ー

轟  |

217

にぶい黄褐色土 (10YR5/3)
明黄掲色土 (10YR7/6)ブ ロック・粒子含む。
人為的堆積。

黒褐色土 (10YR7/6)ブ ロック含む。人為的堆積。

|こぶヤキ墓信色圭tiIと二:チ4;人
為的堆積。

に漆萬蜜亀巷里!と;阜 (なケ舗含
む。人為的堆積。

堤√:23

-D―

金 228

牛

248

2■～245 (1:4)10C皿
249(1:3)7 5cn
248(1:2)5clll

0   946・ 247(1:1)2 5cm
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D34号土坑

２５０

２ ５‐

D36号土坑

キ
~~:‖ 252

252 (1:6) 15cm
253～264(114) 10cm

0   250251(1:3)7 5cm
l      l      l

D35号土坑

黒色土 (10YR2/1)
の

1層
     (10YR4/6)能土ク多基

《【,IA
プロツ

堆積。人為的 i

親 打2R舗
1馬

1群‖射韓(郷

?  
標見審亀∬

n lFm

l層 黒褐色圭(10VR2/2)
褐色土(10YR4/6)と
暗褐色土(10YR3/3)の
ブロック多量。
人為的堆積。

黒褐色土(10YR2/3)
褐色土(10YR4/6)の
プロック多畳。
人為的堆積。

幹
｀
Ⅲ258

D37号土坑

|≦○ぐ

甥
9 標耳瑶亀評

m l15m

ヨヽ

／／

川

卜

す

だ
一

弾
催
子葉‐
軟

雌鞘却
・Ｄ３６号
印銅雑

５号．‐　
辮
鼈
臨

鴎
報
賦
釦

漱

持

Ю

２６０
　
　
　
　
号

ほ

＝
憮
―Ｉ
Ｖ
”
　
　
　
　
１

が

鯉ヽ鶴催】イ‐……・

勧

覗

控
劉

２５９
翡
勿
刀
欲

が

江

‐―日
日
杓
・Ｄ３

潮
勒
窓

縦1酔♂
:!〔

:     II Z・ 9       ｀`

第71図  D34号・

8の胴部内面は黒色に変化し、平

P97イます-11グ リッドで縄文 |

遺構に切 られる。残存高61.5cm

える。

土坑、M
粗製深鉢

位に埋設されていた。

ある程度時期が想定できる土坑は、次のとお りである。

・縄文時代中期後半～後期前葉の土器が出土。 D14・ D30
・縄文時代後期初頭～前葉の土器が出土。 D15・ D18・ D21～ D23・

D27・ D33・ D37
縄文時代後期前葉の土器が出土。Dl～ D3・ D6～ D10・ D15～
D17・ D19。 D21・ D25・ D26・ D28・ D29・ D31・ D34・ D35。 P97
弥生時代中期栗林式が出土。D86
古墳時代後期 と縄文時代後期前葉の土偶等が出土 している。D13

土坑は、け。こ-11・ 12グ リッ ドで弥生後期 。古墳時代後期・平安
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時代のH15・ H23・ H25を

切る。古墳時代後期の上

師器と縄文時代後期前葉

の土偶と土製匙が出土し

た。土偶は両腕と足を欠

損する。中期の板状土偶

の伝統を残し、体部側面

形は扁平で頭部が肩の真

上に付かず、体部上端の

前面についている。前面

には乳房を突起、正中線

を沈線で、細長い刺六で

つり上がった日、隆帯で眉

と鼻を表現している。頭部

の一条の沈線はかぶり物

の表現か ?背面に渦巻き

状沈線、頭頂部に垂直な

盲孔と円形沈線を施す。

7.円形周溝墓

黒褐色土 (10YR3/1)

灰黄褐色土 (10YR4/2)黒 褐色土(10YR3/1)少 量。
にぶい黄褐色土 (10YR5/4)黄 褐色土 (10YR5/6)・

黒褐色土(10YR3/1)ブ ロックを含む。

層

層
層

OTl号 円形周溝

)別

‐山円
日
日
明
‐‐
２７

蝶
ロー

出導ヽ

ヽ
す■
‘ヽ
ヽ
一
ト
ド

Ｔ
，

１
“
暑
４3基の円形 。方形周溝が検

出された。主体部が検出され

ないが、形状 。遺構重複関係

や80m東方長野県埋蔵文化財

センターの西近津遺跡群の調

査で弥生時代の周清墓が17基

調査されており周溝墓として

大過ないであろう。

(1)OTl号円形周溝

し。す11グ リッドで、H17
・Ⅲ[1・ P84・ P86イこ切 らオ■、

P98・ P137・ P143・ P144を

切 る。径は溝外側で4.6m、

幅 0。40～ 0.56m深 さ0.27m前

後、南西で溝が切れる。

遺物は縄文時代中期後・後期初頭・後期前葉の土器、

石斧が出土した。

(2)OT2号円形周溝

中葉の土器、敲石が出土した。

(3)OT3号方形周溝墓

し14・ す14グ リッドで、H14・ P108に切られる。 l辺推

定 4m以上、幅0.5～ 0。7m深さ0.23m前後。出土遺物はない。

1層 暗褐色土 (10YR3/4)黒 褐色土(10YR3/1)を

少量含む。
2層  にぶい黄橙色土 (10YR6/4)に ぶい黄橙色土

(10YR7/4)を 含む。

第73図 OT2号 円形周溝

打製

＞
　
　
　
　
　
　
＞

開
＼Ｈ・４幅０．５帥

ドで、７ｍ、制

し

は

遺

径

標高70590m
(1:sO)   2m

1層 暗褐色土 (10YR3/4)

第74図 OT3号 方形周溝

努
ネ

い

///

?留 亀評m2評
||‖

li‖
II‖

i

―第72図
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8.溝状遺構

(1)Ml号溝状遺構

か～す-8～ 12グ リッドで、 H15・ H17・ H18・ OTl・ D29・ P91・ P105。 P142を切る。H15号住居

址カマ ド煙道部で途切れ、西側は西近津遺跡Ⅳで検出された溝に続きさらに西に延び、東は未調査区

域 に延びる。 H17・ H18重複部分で溝底が把握できず、清西側部分ではテ ラスを持つ断面形 とU字状

靡′
  284

、鞄疵6鞠班7

♀
A―だ

否Fttf"∽
2.m

層
層
層
層

黒褐色土 (10YR3/2)砂 質土。小礫少量。
黒褐色土 (10YR3/1)

褐色土 (10YR4/4)
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

にぶい黄褐色土(10YR5/4)を 含む。

“〃
〃
＝
＝
題
押
「
００

静甲

義
―

籾

316

□ ∪卸
繁

一一
っ
マ　
　
　
　
，
渉

ウｒＪ口日日口印イ′３０４

□―毛
軸 制

盛∬朗攀3“員09

i三 三 三 生 :/ シ

ン 還
|     /́ク ″

′

:

311          ′f瓦＼

―

④

―

0

と:::::::,) 320

♀ (1:,60 4P

第75図 Ml号溝状遺構

314
279～ 280・

:二予定:】:(1:4)10C皿
281(1:3)7.5cll
316(1:2) 5clll

ヽ

＼

，４
為

′
オ
〓
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瑚 279  標7!ζttm 2m

1/    。 (1,20) 0写 m

1層  黒色土 (10YR2/1)
2層 黒色土(10YR2/1)が 主で、

黄褐色土(10YR6/5)大
ブロック・暗褐色土
(10YR3/3)プ ロック含む。
人為的堆積。

3層 暗褐色土 (10YR3/3)
明褐色上 (7 5YR5/8)。
黒色土 (10YR2/1)・ 黒
褐色土(10YR2/3)小 ブ
ロック多量。
人為的堆積。

劾
Ｉ ‐

ヽ

{'評73笠

艤

屁 4

&、 ③ た・
338         

イ
ー
ユイ々40

碁  
倖

′λ 
離讐
く
t打譲とと
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の断面形で(掘下げ時のM2で欠番とする。)

東側はテラスを持つ。H15東側は断面U字形であり、同一の溝で新旧関

係があつたのかもしれない。東端と低い西端で20cmの高低差がある。溝

底は堅くない。遺物は須恵器甕・土師器杯・刀子の他縄文時代中期後葉。

後期初頭・後期前葉。後期中葉の上器、石器が出土した。

本址は、住居址との重複関係から古墳時代後期以降の所産であろう。

(2)M3号溝状遺構

き・く-3・ 4グ リッドで、D31・ P89。 P188を 切る。くの字形の平面

形で南北長7.26m上端最大幅1.34m最深度 0。95m、 断面は逆梯子形。

覆土は 2・ 3層が人為的な埋土、 3層上面か ら341の縄文土器片を敷き

330の弥生後期甕が置かれた状態が確認された。遺物は弥生時代後期箱清水式の壺・甕・台付甕・鉢・片口

鉢・高杯、縄文時代後期初頭・後期前菜・後期中葉の土器・不明土製品、石器が出土した。

本址は、弥生時代後期箱清水式の所産である。

9.ピット

黙い』一一３７６Ｐ２８

υ
拶Ω

_∴

|

⑩

Ｑ
圏
胡

Ｐ財嘲判財Ψ３７９，２８　　す癬〉す
８４

， ３８

孔
3瀦

ぉ111
.イ

|

ё 認 7

370・ 371373～ 386(1:4)10C皿

８５

Ｐ３５

，Ｈ

山

第78図  ピット出土遺物実測図 (1)

―②―
＼ ___」  ==∠ ″ 354

洋~引  え55ヒノLク
′

:蠅
:璽〕 G357

~      360     ←~~~→

a42～ 868・ 361(1:4) 10Cm
360 (1:2)  5cal

0    350(1:1)2 5cm

埒
Ｏ
ｏ
あ
‐Ｉ
�
賜

６５

Й

旺▽
楡
靴
測

３６９

Ｐ‐３

，サ‐田円‐‐‐川映

-65-

3戯   。



０４
限

‐ ‐

昂

′韓叩

載０５
醐

稿
――
平惚

ぜ
『

34題

毯
398

葦
―‖
409

ギげ
414

tFIjμ
415

辮 半塾
438

-鰯 ―

移

$  縄1

〔利中舶硼硼帥帥岬山山］））
４０８閣

‐臓
日
同
口
阿
【

４０７
嚇

′ ′

庇

鱗

勲

′４３７
卵

一一一一一，

．
一一
コ一
ィ
Ｉ
　

Ｌ

４４６

Ｐ・‐４

い
う

的

∴ヽ
，

オ

……‐．・一・̈“
．■
一４４５

距

い枷

騨

．開
出
日
阿
中４３‐

，ｌｏ７

Ｑ

４ ４ ４

Ｐ‐‐１

44つ 443・ 445～450(1:4)10cll
408・ 444(1:3)7 5cll

0       441(1:2) 5cm

第79図 ピット出土遺物実測図 (2)

扇
醐

代

ぃ４４２
Ｐ‐‐ｏ
一

-66-



軋
Ｐ‐‐６囃
鞠
伸挨
４５７機
芹

輩
ス
移

緯

ヽ

触

Ⅷ 《、駕Ⅷ

輩 み モεほ

%亀
Ⅷ 脂

禄
江 ]1鶴

７‐

１３０

Ｈ

‐‐

４５

的

饉

ゞ
473

瑚
477

鹸蛭韻常480

は
し_奪n盤

ピット出土遺物実測図 (3)

妙 凸 1駕

８

１３

４

ヽ

ヾ ８４

‐９８

い恥

‐

鰯黙
酷
晩

コ
為蟻

４８７
Ｐ・４３
　
　
図

中田
日
日
門
ィ　
　
　
８０第

鶏

ヽ

沼
．，

―ガ
489 451～47Ⅲ 473～ 489(1:4) 10clll

0      472(1:3)7 5clll翻 観紳鬼

-67-



495

９２

・４４

′

ぐ

彰

９３

‐４４

鳴
サ

馨聯 ∩
Ｈ
Ｈ
＝

――
四
Ｗ

５００
Ｐ‐４４

”，

４
Ｐ

耽

岬

拶韓晴中」

司迦
′

口

鷺

４９６

Ｐ‐４４

Ｙ簿導や

盟
中伽照
中　
章
騨

齋

侯
　
　
一

讐ヽ
　
一
］慨

式

Ｃ

鍮
０３．５２４ぐ瑠

Ⅲ

州

川

判

Ⅶ

閑

Ｍ

円

彰

　

５ ３ ３

Ｐ‐６４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

］

］

　

５‐

０

！′た
が
４
Ｐ‐５３

霧

碑鵜
】

向

聯
札

趨
↓ 第81図 ピット出土遺物実測図 (4)

-68-



，

　『

山地

輛
嘲

寵

４７

“

、込
れ
鶴
聰
ィ

548

出
Ｈ

日

日

＝

一
・・イ一“
一
ザ

一
　

．一
・

　

・

主

、

1鱒,

５７

‐８３

‐
、

Ｈ

，

ゑ

鶴
協
一軒

綾―
r ~h 559

558

―

:饂

ω
蝕
Ｃｍ

ｌ

盈

第82図  ピット出土遺物実測図 (5)

ピットは201基が検出され、A地区 2地点、 B地区の 3地点に集中している。

A調査区H3(8世紀前半)と Hl(弥生時代後期)周辺では、Hlと新旧の重複が多くH2～ 4と の重

複が少ない。この地点のピットの時期はHl以前の縄文時代後期初頭から前棄、H2～H4の 8世紀

代が考えられよう。H12・ 土坑群(縄文時代後期)の周辺では、H5(8世紀後半)・ H12と の重複がなく、

土坑群(縄文時代後期)と の新旧の重複が多い。

A地区のPl・ P28・ P38・ P153・ P155。 P169か らは、縄文時代後期初頭～前葉の土器が多く

出土している。 P4か らは、縄文時代後期初頭～前葉の土器と平安時代の須恵器長頸壺が出上している。

B地区ほぼ全体で検出されたが、H23(9世紀前半)と D13よ り新しいものは確認されていない。H
15。 H17(古墳時代後期)と の新旧重複、H25(弥生時代後期)よ り新しく、H14(8世紀前半)よ り旧い傾

向がある。

B ttEttσ 9 P 49・ P97・ P99・ P109・ P l15・ P l16・ P129・ P132・ P138・ P144・ P164か

らは、縄文時代後期初頭～前葉の土器が多く出土している。

P97は、人骨の出土は確認されていないが第80図 451の粗製深鉢がほぼ正位の状態で置かれており

土器棺墓の可能性がある。

10.遺構外出土遺物

縄文時代早期 。中期後半・後期初頭 。前葉 。中葉・後葉、弥生時代中期・後期、土師器・須恵器、

石器、鉄器、縄文時代石製品、縄文時代土製品が出土した。

縄文時代早期田土下層式であろう深鉢片がA地区く4グ リッドから出土した。

縄文時代後期初頭上器は、A地区のH12号住居址周辺に集中している。縄文時代後期前葉土器は、

土坑群の周辺とD34周辺、東側に密集するピット群周辺に集中している。
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第95図  D22号土坑及び遺構外(B地区)出土遺物実測図 (4)

B地区でも縄文時代中期後半・後期初頭 。前葉 。中葉・後葉、縄文時代石器、石製品が出土した。

P49。 D15・ D16・ P138周 辺より比較的多く出土した。

416の小型石棒と391の丸い磨石が近接してえ-5グ リッド遺構確認面より出土。329の土偶脚部片

はえ-1グ リッドD26近辺、328の土偶脚部片はBト レンチ、327の土偶顔面 。頭部はD2土坑東、い

ずれも遺構確認面より出土した。327の土偶頭部は仮面のようにも見えるが、斜め上方に顔を突き出し

た形でY字流体で眉と鼻を、日は透かし孔で日は沈線で表現する。顔と頭部境の隆帯は帽子をかぶっ

たような形である。突起状頭頂部から貫通孔、孔を起点の平行沈線内に小円形刺突のX字文が施され

る。後頭部に 2条の沈線が巡る。堀之内 1式の土偶の特徴を備えている。 B地区し13グ リッドから出

土したの筒形土偶とみられる第94図 137は、D13号土坑出上の板状の土偶の顔面表現と酷似する。

4.ま とめ

遺構は、周辺で数多く検出されている弥生時代後期・古墳時代・奈良時代 。平安時代の竪穴住居址 。

土坑 。溝状遺構等であったが、西近津遺跡群内で初見の縄文時代後期前半の敷石住居址が 1軒確認さ

れた。また、他の調査地点では数少ない縄文時代の遺構と遺物が多量に検出された。竪穴住居址は 1

軒であるが、墓坑とみられる土坑群が存在し、 」R小海線中佐都駅の北方にある鷺林城跡から東方に

展開する縄文時代集落の東端を確認できた。

(A地区D22号土坑出土)
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検出位置
平面形 主軸方位

(長 軸方位 )

カマ ド

(炉 )

柱 穴 規 模

長径 × 短径 × 深さ

備考

重複・時期 等L壁長1南壁長1東壁長1西壁長1壁高

Hl
しヽ3・ 4

う3・ 4・ 5

N
北の主柱穴問

副炉あり

P160× 30× 69柱lR有32X20 P246× 30× 67柱痕有32× 16
P3(80)X24× 66柱痕有 P444× (20〉 ×75 P542× 38× 34
P640× 20× 70  P752X〈 40〉 ×62 P844× 38X67 33に切 られ,159を切る

(200) ‐ | ―
 |(750〉 86

H2 お 。か 3・ 4 N70°  E 東  中夷
P162× 50× 67柱痕有 P220× 22× 53柱反石 P346X34× 45穫反石
P4102× 98× 80柱痕有 P5〈 66〉 ×60× 19

H3 え。お 3・ 4 N8° ―W 北 中央 P484X63× 70柱痕有 P576× (42)× 11

H4 お ,か 4・ 5
方形

N20° ―W 北 中央
P498× 70× 68柱痕有 P546X34× 27柱痕有 P633X30× 26桂痕有

H5 き・く5,6
方形

N32° ―W 北 中央
P446× 40× 62柱痕有 P590× 74× 72 P648× 36× 70
P794× 80× 73柱 痕 10～ 12cm

(330(230〉 14001 ‐ 165

き 5・ 6
P160× 56X55柱痕38

え。お 2・ 3 N8° ―都′ 北の主柱穴問
P140× 34× 54柱痕有 P2く 28〉 ×〈8〉 X31柱痕有
P342× 36× 68柱虐有 P434X32× 53柱雇有 D25 D26を切る

あ。い 8

お ,か 9

こ 4・ 5

こ 3・ 4 P145X24× 55柱痕有

ヤす-3・ 4

こ-4

円形

直径 |[320]|

■ お・か。き 9 N-21°  ―WV 】ヒ 中央

1lZ

さ・し,す 13

ン・す 12し 1ィ

方 形

N8° ―W 】ヒ 中央

P184×40X59柱痕有 P250× 42× 71柱痕有 P366X48× 63柱痕有
P460 X SO× 49柱痕有 P548× 42X21 104・ 146・ 147を切る

476 1 446 1 444 1 490 1  62

け。こ■0・ 11

・12

方 形

N31° ―W 北 中央

P150× 50× 75柱痕有 P280× 66X89柱痕有 P374× 66× 80柱痕有
P52 P55に 切 られる
H25,D29を切る

(530)(312) ― 15241 48

N17° ―W

1 さ し 10・ 11 N24° ―W 北 中央
P150× 40× 65柱痕有 P244× 34X8と 柱痕有 P340X40× 03柱反石 Mlに 切 られOTl P106

P126を切る

1 す■2・ 13 N-23° ―W
P138× 28X48柱痕有 P244× 40X32柱 痕有

P85P91'97 Pi07に 切
られ る 西近津遺跡ⅣH52同
一住居

す 12・ 13

す■3・ 14
Pユ 38を 切る 西近津遺跡IVの
H49と 同一住居

す 。せ 9・ N25° 一W 北 中央 ?
Pl〈 82〉 ×24X33 P242× 30× 26

す 。せ 9
P173× 54× 51柱痕 有 H21に 切 られ る 西近津遺動

ⅣのH10と 同一住居

け ,こ  10・ 11 N35° ―W 北 中央

え ,お 3・ 4 N13° 一�V 北 中央
P144× 26X48柱痕 石  P250× 40X67柱涙 石
P334× 26X65柱】言右  ,444X34× 31汗渡 有

ナ'こ■1・ ユ

・13

長方形
N ll° ―�V

P170× 40× 61柱痕有 P260× 46X72柱痕有 P360X44× 78柱痕有
P4  60× 46× 76柱痕有 P5  46X36X21 P6  44× 38× 24 P7
54X40×44 P850× 20× 26 P964× 26× 31 PI0 24× 16× 12 Pl19～ P123 P125に 切ら

れ、D29を 切る

土坑

第 1表 竪穴住居址・土坑 一覧表 (残存)く検出部〉 [推定](cm)

(検 出部)く残存部〉

検出位置 平面形
長軸長

(cm)

短軸長

(cm)

深 さ

(cm)

備考

重複関係
検出位置 平面形

長軸長

(cm)

短軸長

(cm)

さ

ｍ，

深

くｃ

備考

重複関係

Dl く4 円形 11 D17に 切られる 後期前半 円形 称名寺 堀之内1

き4 円形 き 。く 3 円 形 P200を 切る 断面フラスコ状 称名寺

D〔 き4 不整形 堀之内1 堀之内2 く-4・ 5 不整形
ラスコ状 称名寺1 堀之内 1

D4 こ-4・ 5 き 3 楕円形 堀之内2

け 6 (84) 断面フラスコ状 欠番

け・ こ-6 堀之内 1 お 3 円 形 H2 ■7に切 られる 加曽不!EⅣ

D7 け 7 堀之内 1 え 2・ 3 円 形 H7に 切 られる 堀之内

イナー6  7 円形 後期前半 く-4・ 5 楕円形 H5に 切 られる 称名寺 堀之内

Vす 7 D8に切 られる 堀之内 き 3・ 4 円形 P180P186を 切る 堀之内1 堀之内2

さ し■3・ 14 P99と H14に 切 られる 堀之内 こ11
H25に切 られている
断面フラスコ状 観才内1 婦才丙2

あ 8 (52) き4 5 楕円形 中期後半 堀之内 I

欠番 き4 楕円形 M31こ 切られ、D33を切る 称名寺 堀之内

け。こ-1112 楕 円形
H15H23H25を 切る 土偶 古頂後
期

精円形 P185に 切 られる

す11 精 円形 く128〉 と48 P97を 切り、P84と P98に 切られる
中期後半 称名寺 堀之内1

き・く4 円形
D31に切ら4■、D22と D35を 切る 称
名寺 堀之内1

し10 楕 円形 三十稲葉 称名寺 fv之 内 1・ 堀之内2 え 5 楕円形 堀之内1 堀之内2

し10 楕円形 く74〉 中期後半 称名寺 堀之内 1・ 堀之内2 き4・ 5 長方形 D33に切 られる 堀之内

楕 円形 122 Dlを切る 堀之内1 堪之内2 き2・ 3 不整形 P192に 切 られる 弥生栗林

さ13 楕 円形
OT2と Pl14に 切 られる 称名予 狙
之内1 堀之内2

き4 楕円形 P179を切る 称名寺 堀之内

か 4・ 5 円形 尾之内 1
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検出位置 長径 X深さ 備 考 検出位置 長径 × 深さ 備 検出位置 長径 ×深さ 備 考

10YR3/3 10YR4/4

堀之内 1縄文後期前半

10YR3/4

す11
柱痕020cm、 OTI P86に 切られP144を

切る、10YR6/4 10YR3/1 10YRγ 310YR3/3 10YR3/1 H3を切る 10YR2/36

う8う 9
10YR3/3 10YR3/1
テラスあり 柱痕0 20cm

う4 HI P78を 切る、堀之内 2 10YR2/3
す13

H20に 切 られる

堀之内、堀之内 12、 加曽利 B
ゝう4

iOYR2/3

テラスあり、P77に 切られHI P79を 切るテ ラスあり、堀之内 1、 平安 (須恵器 )

磨石 10YR3/4 10YR2/3 う 4 10YR2/1

Hl PSl P82を切る 10YR2/3 く73× 35〉 Mlの底の凹面

う9え 9 テラスあり、P80P82に切られHlを切る Ml・ P105に 切られる

H8を 切る 10YRワ /3 10YR3/4
ヤゝ う4

IOYR2/3

テラスあり、P80に 切られHⅢ P81を 切そ
す11

10YR2/2 0Tlに 切られる

称名寺、縄支後期前半 凹石か 9

テラスあり Hlを 切る

すユユ

10散 R″ 3 111YR3た ■0ヽRyIO、 OTl、 P98

P137に切られる、称名寺、堀之内 1

縄文中期後菜、縄文後期前半、縄文後刺、

打製石斧

10YR3/4 D14P98 0Tlを 切る、柱痕02Sc肛 林名青

堀之内 1、 縄文後期 (ミ ニュテュア土器 )

10YR3/3 10YR5/4(10YR7μ 多含 )

10YR2/3 10YR5/6の ローム多量

テラスあり

10YR2/2
す11 12 〈70× 56〉

Ml ■18に切られる、加曽利 B2

打製石斧  10YR3/2 10YR2/3
10YR2/1と 10YR5/6を多含

10YR3だ 10Ⅵ鵡μ lll■ R5/3、 1∞R62多含

さ12

10YR5/3 10YR7/4 10YR6/4多 含

H14 0T2に 切 られる

縄文後刺
すユ0 11

P137 0Tlを 切る、打製石斧、10YR3/3

10YR3/4 10YR5/3、 10YR6/4多含10YR3/4、 10YR5/6を多含

け 6 テラスあり 10YR2/3 10YR3/3
す11

Mlに切 られる、林名寺、10YR3/3

10YR3た  10YR5/3、 10Yミ 6/4多合

し12 く55× 60〉 H14に 切 られる、堀之内 2

ヤナ5
テラスあり、縄文中期後菜

10YR2/3 10ヽR2/″ 10VR5/6を 多含

iOYR2/2 10YR2/3、 10YR5/6含む

テラスあり、重4に 切られる、

堀之丙 2、 磨 敲石
し,Iオ 10

テラスあり、10YR3/3 10YR3/4
10YR5/3、 10YR6/4多含堀之内 1 10YR2/1・ 10YR2/2

10YR5/6多含 す11 LOYRワ /3、 10YR5/6多含、テラス

10YR2/3 10YR5/6多 含 し11

テラスあり ■11を切る

10YR2/3 10YR5/6多 含

10YR2/3、 10YR5/6含 む

P29,30に切られる、敵石
さ し12

H14に切られる 10YR3/3、 10YR2/1

10YR5/4少含10YR2/2 10YR2/3、 10Yミ 5/6ψ力含 10YR2/3、 ユOYR5/6含 む

P30に 切られる、称名寺、堀之内 1

縄文後期 (■板 )、 敲石、景1片
テラスあり Hllに 切られる

し オヽ11
Mlに切られる、10YR3/3、 10YR2/1

10Yミ 5/4少含
け 6

tOYR2/3、 10YR5/6少含

テラスあり D8に切られる、剥片 う え3 10YR2/3、 テラスあり

う3 84× 87

10WR2お 10YR3れ、10YR「o610W黒 2″ 多含

柱痕 0 22cm、 Hlに 切られる、称名寺、

堀之内 1 2、 縄文後期、打製石斧

1,7 10Yミ2/3
す1011

ll痕 030cm、称名寺 堀之内 1、 llyYR3/2

10YR5/3、 10YR5/4 iOYR3/1含 むけ5こ 5 10YR2/3、 10YR5/6多含

す11

D14に 切 られる、縄文後刺・中期後葉

称名寺、堀之内 12、 1∞R2/Ⅲ 10YR2/3

10YR4/2(10YR5/4,10YR2/ユ 含む )

う え34
10YR2/3 10YR2/2多 含、

テラスあり、堀之内10YR3/4、 10YR5/6 10YR2/3多 含

P26に 切られる 一え 10YR2/3 10YR2/2多 含、テラスあり

う 2

10YR3/3、 75YR 10YR2/2多 含

柱痕 030cm称名寺、堀之内 12堀 之内

縄文後期 (注口土器 )、 磨石

す11
10YR3/2 10YR2/1(焼 土少含 ,

P34 0Tlに 切られ、D14P144を 切る

10YR9/3 10YR2/2、 10YR5/6少含

テラスあり、P159を切る

称名寺、堀之内(注 回土器 )D10を 切る 称名寺、堀之内、堀之内 1

加曽利 B3、 安行 3a、 10YR3/4テラスあり、P152を 切る 10YR2/3
10YR4/4、 10YR5/6の ローム少含

柱痕0 20cm

う4

100 さ13 〈48× 52〉 テラスあり、10YR9/3 10YR2/3、 テラスあり、颯之内 ユ

さ13 縄文後翔 (円 板 )、 10YR2/S 堀之内 2

P152 P153を 切る 10YR2/2 さ13 10YR2/1

10YR2/2 さiO 10YR3/4、 堀之内 2

10YR2/3、 10YR5/6多含 H14に 切られる 堀之内 1、 10YR2/1 10YR3た、堀之内 1、 石鏃、剰片

う3え 3
10YR2/3 10YR5/6少 含

テラスあり、称名寺 堀之内 1、 石鏃
す 12

10YR2/1

Mlに 切られ P142を切る、堀之内 ユ え 3

10WR〃3 10ЧRV4、 ll■R5/610散 R〃2多含

P35を 切る 柱痕ゆ20 cm

縄支中期後葉、敲石10YR2/3 10YR4/4、 10Yミ 5/6少含

テラスあり、柱痕 0 15 cm
し10 11

10YR2/1
H17に 切 られ る 古 靖 後 期 (■ 師 器 ) 10YR2/3、 テラスあり

10YR2/3、 砂 10YR2/2多含

P165を 切る
す12

10YR4/3、 10YR3/3含む

H18 Mlに切られる、堀之内、弥生後期

50X23 10YR2/3、 D2つ を切る、堀之内ユ

き 5
テラスあり、H6に 切られ P199を切る

称名寺、縄文後期テラスあり Hlを切る 10Yミ2/3 テラスあり、OT3に切られる、

縄文中剰後葉、10YR2/1テラスあり 10YR2/3 テラスあり、H6を切る

堀之ぬ 1堀之内2(注 口土器 )

さ12

10YR2/3少含

称名寺、堀之内 1縄文後期前半、

lVS支 後期 勲片 10YR2/3 10YR5/4、

打製石斧

H15を 切る 10YR2/3、 砂 月ヽ礫多含

H15を 切る 10YR2/3 テラスあり P174を切る

け12 H25を 切る 10VR2/3 百核、こOYR2/1 く4 P173に 切 られる、縄文後期

ナ12こ 1

10YR2/3
H25を 切る 古塔後期 (上師器)

テラスあり、10YR2/3
く4

10YR2/1 10YR2/3

し12 Mlに切られる 10YR2/1

H25を 切る 10YR2/3
さ13

D18 Pl15,P145を切る

称名寺 堀之内、10YR2/1

10YR2/3、 テラスあり、P177を切る

H25を 切る 10YR2/3 テラスあり P176に切 られる

10YR2/3
さ13 く48× 61〉

Pl14 1こ切られる

称名寺、堀之内 2、 縄文後期

tOYR2/1、 称名寺

テラスあり 10YR2/3 〈40× 26〉 10YR2/3、 D37に 切 られる 称名青

iOYR2/3
し12

10YR2/1

称名寺、堀之内、堀之内 1、

加曽利 B2～ B3、 縄文後刺、弥生後期

180
10YR2/1、 D2D28に 切られる、人為的

称 名寺 綴 支径 割 前 半テラスあり、堀之内 10YR2/3

け12

テラスありH25を 切る iOYR3/4 さ12 テラスあり、10YR3/4 10YR2/3、 票J片

テラスありH25を 切る ユOYR2/3 118 10YR2/1堀 之内 1

イナ12 H25を切る 10Yミ3/4 10YR2/1

H25を 切る 10YR3/4 H25を 切る、10YR2/3 力ヽ き5 10Y烹2/1、 D32を 切る、堀之内 2

け1ワ H25を 切る 10YR2/3 テラスあり、H25を 切る

力H曽 不lB2～ B3、 10YR2/3
〈55× 16〉

10YR2/1

D28に切られる、編支後期 (円 板 )

テラスあり、H25を 切る、10YR3/4

10YR2/3 10YR2/1、 M3に切 られる、打製石斧

P60に 切 られる 10YR2/3 さ12
き く3

10YR2/1、 M3に切 られる、

称名寺、堀之内 ユP59を 切る 10YR2/3

ナ12こ と H25を切る 10YR2/3 H17に 切られる、10YR2/1 10YR2/1、 H2に 切 られる

▼工う3 Hl P69を 切る 10YR2/3 さ11 テラスあり 10YR2/1 欠番

う4え4
縄文後期、砥石 10YR2/3 10YR2/2、

10YR5/6の ローム少含

こ さ12 テラスあり、堀之内 1、 10YR2/1

こ さ12
Pl18に 切 られる、称名寺、堀之内

10YR2/3、 10YR5/6の ローム少含

H3に 切られる 堀之内、堀之内 2

10YR3解、テラスあり

さ12 10YR2/1、 Hに切 られる

10YR2/1 10YR3μ、堀之内 1、 打製石斧 35× 21 10YR2/J

う 3 ユOYR2/1
き12

P135を 切る、10YR3/4

称名寺 堀之内 1、 縄文後期前半

10YR3/4

う2

さ12 35× 31 10YR2/1 テラスあり
'168に

切られる

P69に 切られHlを 切る 10YR2/3 134 さ12 P135を 切る、堀之内、堀之内 1、 10YR2/1

テラスあり Hlを切る 10YR2/3
さ12

P57P132P134に 切られる、柱痕ゆ3生 m、

堀才内 堀之内 1 10YR3/2 10YR6/4ヤゝ4・ う4 Hユ を切る 10YR2/3 Hllを 切る

第 2表 ピット計測表 欠番61・ 76・ 150・ 171       (caュ )
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出土遺物観察表

ケロ→ミガキ 底部ナデ

内面ナデ 外面ミガキ→赤色塗彩

浪状口縁 口線におう平行沈線Hiに刺突文

口縁部 内外醐 巴厚する

口唇部平 内外面ナデ所謂 lfl製 土器

コ縁部外側にやや肥厚する

口縁部端部は平 所語れ製土器

内面ミガキ→赤色塗彩

外面ミガキ→赤色塗彩

ヘラ格41t文 沈線

刻み付す横位隆常 隆帯に沿って沈線

沈線区画内に縄� R充填 口唇部内折

橋状把手 隆格に沿う沈線の交互に

刺突文 脇に連縄斎1矢文

回縁部2条の開立沈線

体部沈線区画内に縦位縄文LR充填

外面円形刺突文と横位沈線

内面円形則突文口縁端部短く内折し短く外反 網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

小波状日縁 4ヽ突起から斜位刻み隆線

小突起に短沈線 篠位沈線

小波状口縁 突起に沈線で円形文

孤状文 刺突文

小波状口縁 小突起内外面に同形刺突文

外面回線に沿って刻み細隆線

側面に円形貼付文 底面に突起?

はわSInた 痕あり網代底 2本越1本音り

Il区  検出百 Nol I区床
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第 4表 H2・ 3号住居址出土遺物観察表
成形 itB整  文糠

種別 器種 外  面 備  考

ヘラナデ
土師器 甕 阿部ヘラケズリ 底部ヘラケズリ 回転実測

〈215〉 口縁部横ナデ→胴部ヘラナデ
壷 ロクロナデ

口縁部横ナデ→胴～底部ヘラナデ 工 Ⅳ区 カマド

タタキロ→横ナデ
く145〉 田区 Ⅳ区床 No2 Ⅲ″リット

胴部タタキロ 底部ナデ
(114〉

口縁部横ナデ→胴部ヘラケズリ

み の欄ヨ売線 嘱之内 1

簡猶斜走文

縄文上器 深鉢 地文 縄kRL沈 線

“

剰後半～
電文土器 鉢

縦位の刻み隆狩 両脇に矩形の2条沈線

区画内に縄文LR充填
堀之内1

縄文土器 深鉢
口縁部肥厚する 外面ナデ

内面ミガキ 所 flq粗 製土器
後期前半

縄文土器 深鉢 沈線区画内に縄文RLA填
中剰後 半^
修卸初頭

電文土群 鉢
対の円形オIttr・Hに矩形の2条沈線

縄文LR充填
堀之内1

縄文土器 深鉢 櫛歯工具による山練

電文土轟 鉢 局巻状沈線区画内に縄文L戦填
縄文土斜 深鉢

滉線上に小円形刺突文
堀之内2

縄文土器 深鉢 波状回縁 隆起帯下に縄文LR

称名寺
蠅文土器 深 鉢

口を部押圧 口縁部機位刻み隆常

2条の沈線区画 内面2条の沈線
堀之内2

嘱之内

縄文土器 深鉢 縄文土器 鉢

回縁部下に横位押圧隆帝 称名寺
電文土器 深 鉢

HIt刻み隆警に8字貼付文

沈練区画内に縄文LR充鎮
堀之内2

絹ltt 2本 越1本潜り績条間隔あり素材細い 後期

電文土器 鉢
小突起底に盲孔に沈線が巡る

その協〔盲孔そこから積引き沈線
堀之内 1

縄文土器 深鉢

電文土碁 深鉢
横位の2条の刻み隆線

堀之内2 縄文土器 深鉢
別の編物度を切っている 素財細い

後 期

小突部に外面沈線 内面盲■ 堀之内 I 隠支土器
健文土器 深鉢 後 期

電文土尋 鉢
小突起部に内外面円形刺突

脇に縦位沈線一方は横位沈線
堀之内 1

C形沈練内に横位沈線 堀之内2

後期

篭文土器 鉢 対面2条の積位沈線 堀之内2 堕 網代底 2本越1本潜り横剰幻馬あり素財細い
|

網 縄文土器 深 鉢
橋状把手 口縁部下沈線区画内

に縄文LR充填
後対前半

後期

型

縄文土器 深鉢
線沈部

一『］
堀之内 1

後期前半

深 鉢 杓外画ミガキ 所謂粗製土器 後剣前半 皿

所 見

く13〉

〈808〉 両端欠損 Ⅱ区2層

鉄 鏃 く125)

側に二次加工痕

チャート
面にすり面 I区ホリカ

磨 石 輝石安山岩

(1516〉 側欠損 全体 にす り フク
=ヒ

台石 輝石安山岩

成形 調整 文粽

器種 外  面 備  考

著文→黒色処理

土師器 不 完全実測

ナデ→口縁部横ナデ
土師器 不 (132) 口縁部横ナデ→体部ヘラナデ 回転実割 内外面口縁部に嫌付着

ミガキ

土師器 イ 口縁部横ナデ→体部ヘラケズリ 破片実測

ミガキ→黒色処理

第 ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ 回転実測 酸化焔焼成

く119〉 不部ミガキ→黒色処理 脚部ヘラナデ

高不
「ナデ→ヘラケズリ→ミガキ 脚部ナデ→ヘラケズリ 完全実測 内外面に煤付着

くOO〉 ヘラナデ Ⅳ区 Ⅳ区床 Ⅳ鴎〕方 3.グ ,,ト

イ ロクロナデ→底部回転ヘラ切り後ナデ→ヘラ記号
ロクロナデ I区 Ⅳ区床 NoXl動

ロクロナデ→天丼部回転ヘラケズリ

く22) ロクロナデ
ロクロナデ→天丼部回転ヘラケズリ→つまみ貼付

No5(Ⅱ 区)

口縁部横ナデ→胴～底部ハケロ
く319〉

口縁部横ナデ→胴部ヘラケズリ
(191〉

□縁部機ナデ→胴部ヘラナデ 口縁部検ナデ→胴郡ヘラケズリ
〈75〉 I tt I区ホリ方

回縁部積ナデ→ミガキ→胴部ヘラナデ 口縁部績ナデ→頸部～胴部ヘラケズL

実 測

日縁部機ナデ→胴部ヘラケズリ→ミガキ
文様 調整

コ縁部に横位押圧隆袢 後期前半
縄文土器 鉢

さらに反対方向の弧状沈線 ミガキ
猛之内 1

劃
深鉢 三十稲場

鉢 堀之内 1須恵器 甕

詞
電文土器

電文土器

縄文土斜 外画制立沈線端から創イ立の

刻み隆線 ミガキ鉢 嘱之内

尾文土番 深鉢 山形押型文

鉢 円文の上部に両端持つ沈線

内外画ミガキ 円形刺突

堀之内 1

縄文土器 鉢
痣●tよ りと下する刻み隆線

勺面円形束J突より積位沈線
堀之内1

電文土器 深鉢 短沈線
縄文土器 鉢

小波状口縁 日縁に沿う1条の沈続

斜位の刻み隆線 積ミガキ
堀之内1

電文土器 鉢
短い制立沈線と円形剣突文 前側に透し孔

堀之内 1

電文土野 深鉢 櫛歯状工具による縦位条線
縄文土器 鉢

波状口縁 円形貼付文から横位沈線

に伴う微隆帯 斜位の微陰帯 ミガキ
堀之内1

電文土器 鉢 堀之内 1

電文土器 深 鉢
小波状口縁 沈練区画内に

磨消縄文 ミガキ
称名寺

口縁端部開

“

腺  内面孔|

日心円状の3条の弧状沈線
縄文土料 鉢

内外面両端に円形刺突付す

横位沈線
lT之 内1

電文土器 深 鉢 J字文内に縄却 充填
鉢

内面口縁に沿い沈線
称名寺

鉢 口唇部日形刺突が並ぷ域ミガキ

縄文土器 鉢
口縁部下沈線 縄文LR積ナデ

堀之内1

電文土器 深鉢 沈線内に刺突 篠ナデ
鉢

内面円形刺突 積泣沈線 内外面ミガキ
堀之内1

電文土器 深鉢 沈線 積ミガキ

鉢 RIt沈練 内面円形刑突から

横位沈線 回唇部内折 ミガキ

堀之内 ]

縄文上科 鉢
口縁部沿サ」こ横位隆をと沈線

横ミガキ
堀之内 1

縄文土器 深 鉢 口縁部に横位押圧隆符 後婦前半 711縄文土器 | 鉢 内面2条の欄立沈線 ミガキ    1堀 之内 1

電文土轟 鉢
突起部に円形刺突文と同心円状の

弧状沈線 ミガキ
堀之内1

縄文上器 深 鉢 口縁部に積位押圧隆帯 後期前半 |

-85-



第 5表 H 4号住居址出土遺物観察表
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第 6表 H4・ 5住居址出土遺物観察表
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第 7表 H5 7住居址出土遺

刻み隆線を路ぐ8字状貼社文 内面1条0脚立

沈森 内外面ミガキ 口唇部内側に肥厚する口唇部に束J突

外面ナデ 内面ミガキ堀之内1

H441と
回縁部横位刻み隆驚 沈線区画内

縄文LRl斜社)充填

口緑部内折 回縁部横位洸練間に刻み

隆帯 沈線区画内に縄坤

口唇部斜めに平 口唇部刻み

内面微隆帯 沈線内に連続刺突

無文 胴部片 径28cm厚 さα7cm

無文 胴部片 径2ten厚 さ09cn

欠損 有茎 と思われる

ロクロナデ 火だす

積位沈線間に隆帝 磨消縄kLR
内面ミガキ

櫛描波状文→櫛描簾状文→ヘラミガキ

小宍起から望下する刻み隆帯と

弧猟か刻み隆帝お線 する山画盲■と同心円文

その鵬に弧状の沈線 口唇部に短い沈線

口縁部内折 口縁部に沿った沈稼下

創行沈線
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第 8表 H7・ 8・ 9。 10・ 11住居址出土遺物観察表
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第 9表 H12・ 13・ 14号住居址出土 物観察表

外面ミガキ所調粗製土器

正面と右側が使用面 中央に敲打痕

イ部ヘラミガキ→黒色処理 脚部ナデ

ロクロナデ 底部ヘラケズリ

ロクロナデ 切離し後高台貼付

ロクロナデ→回転ヘ

ロクロナデ 切離し

ロクロナデ→天丼部回転ヘラケズリ→つま

デ 胴部ヘラケズリ

胴部ヘラケズ リ

胴部ヘラケズリ

胴部ヘラケズリ

ロクロナデ

胴部片 敲打 票呻壊 径alcln厚 き

く』れ部の液位刻み隆線に3字状貼付文

そこから対弧状の集合沈線垂下

正裏 とも素材の面が残る

と裏面の被熱による則離)正 面にす り面

下部欠損  正裏・ 両側がす り面 正裏に蔽打痕

-90-



H14 16・ 址出土遺

口縁部模ナデ 底部ヘ ラケズリ→ ミガキ

国縁部横ナデー底部ヘラケズリ

口縁部横ナデ→底部ヘラケズリ

回転実測

完全実測(図上で復元した)

口縁部内折 8字状貼付文下の

積位隆帯の両端なぞる沈線 その

下に横位沈線 内面2条のtl「沈縁

突起部に4個 の円孔 円▼tつつから

横位沈線 突起から主下する

網代底 月同部片 厳打 則離痕 研磨痕

径 3おcn厚さ1∝m

網代底 胴部片 敲打 票1離痕 研磨痕

径25cn厚 さ00cm

ヘラミガキ→黒色処理

ヘラケズリ→ヘラ

No 9(■ 区 )

Ⅳ 区  No 12(IV区 )

績ナデ→脚柱部ヘラナヌ→黒色処理)

債ナデ→脚柱部ヘラナデ(→黒色処理)

胴部ヘラケズリ 底部ヘラケズリ→口縁部横ナデ

胴言[ヘ ラナデ→ 口縁部ヨコナ

デー胴部ハケロ→胴下半部ベラケズリ底部木葉填
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第 11表  H17・ 18・ 19号住居址出土遺物観察表
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第12表  H19・ 20。 21・ 23・ 24・ 25号住居址出土遺物観察表
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第13表 ■25号住居址・土坑出土遺物観察表

H25 法 量 成形・調整・文様 推定値()残存値〈〉丸底●

No 種別 器 種 日径(長 ) 底径 (幅 ) 器高 (厚 ) 内 面 外 面 備 考 出土遺物

弥生土器 壺 ハケロ→ヘラナデ ヘラミガキ→沐色塗彩
完全実測 外面から焼成

後1穴

弥生土器 壺 〈139〉 ハケ ロ→ヘラミガキ→赤色塗彩 ヘラ猫横線文→ヘラ梢斜線文→ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測

弥生土器 壺 (312) ヘ ラミガキ→沐色塗彩 ヘラミガキ→赤色塗彩 回転実測

小生土器 蓋 (196) ヘラミガキ ヘラミガキ 完全実測

小生土器 高」IT ITN部ヘラミガキ→赤色塗彩 脚部ヘラナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測

小生土番 高 イ ケヽ ロ→横ナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 破片実測

No 種 別 器 種 文様・調整 備  考 No 種別 器 種 文様・調整 備  浩 hlo 種別 器種 文様・調整 備 考

甕 櫛措波状文 簾状文 後剤箱清水 電文上野 鉢 横位集合沈線 弧状の集合沈線 堀之内 1

鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

底部縁際に別の2種類の編物痕あり

後 刺

小生上器 甕 櫛描斜走文 後期箱清水 電文上尋 鉢 集合沈線区画内に縄kLR充 填 堀之内ユ

弥生土器 甕 櫛描波状文 後期箱清水 電文土器 鉢 集合沈線区画内に縄文LRttI_q 堀之内 1

鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

別の編物痕あり

後 期

弥生土器 斐 樹猫斜状文 後剣箱清水

縄文土器 鉢

口縁部内折 波状回縁

口縁部に沿つて沈線

堀之内 1

弥生土器 甕 櫛描波状文 簾状文 後期箱清水

縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜り 積条 縦条

間隔あり 別の編物痕あり

後 期

縄文土器 深鉢

垂下する沈線

沈線区画内に縄文LR充填

中期後半

縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具により弧状沈線 堀之内 1

縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具により弧状沈線 堀之内 1

縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い

堀之内

縄文土器 深鉢 横位微隆起帯 中期末”榊 縄 文 深 鉢

櫛歯状I具により弧状沈線

小波状口縁 横位沈線に乗る

堀之内ユ

縄文土器 深鉢 横位微隆起帯
中期末～

後期初頭
縄文土器 深 鉢

網代底 2本越ユ本潜り横条間隔あり

素材細い 別の編物痕あり

堀之内

電文土器 深 鉢 沈線区画内に縄文LR充填 称名寺

縄 文 深鉢

8字状貼付文 口辱部横位沈線

内面円形束」突文

堀之内2

電文土器 深 鉢 沈線区画内に縄増 填 称名寺

縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い

堀之内

縄文土器 深 鉢

回縁部内折

沈線区画内に縄文LR充填

称名寺

縄 文 深鉢 沈線区画内に縄文LR充填 堀之内2

縄 文 深鉢 沈線区画内に縄文LR充填 堀之内2 縄文土器 深 鉢 網伺ミ 3本越3本潜り密 素材細い 後期

縄文上器 鉢 環状突起 内面栗状突起から隆帯 堀之内 1 縄 文 深鉢 沈線区画内に縄kLR充 填 堀之内2

縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜り 素材細い

別の編物痕あり

後期

縄文土器

口縁部内折 口縁積位沈線

沈線区画内に縄文LR充填

堀之内1
縄 文 深 鉢 沈線区画内に縄蛹 填 堀之内2

縄 文 深 鉢

焼成後刻線

一部亥J線区画内に斜行刻線

堀之内2

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り 素材細い 後期

隠文土器 深 鉢

日縁部内折 口縁部断面菱形

内面ミガキ

堀之内 I

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り 素材細い 後 期

縄 文
=口

土科 環状把手にC字状沈線もつ貼付文 堀之内ワ 縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜り 素材細い 後 刺

尾文土器 鉢

口縁部内折 小突起中央の

縦位沈線両脇に円形刺突

円形束1突から横位沈繰

堀之内 1

網 文 深 鉢

口縁部やや内折 内面ミガキ

所謂粗製土器

後期前半 縄文土器

口唇部平坦 接位沈線 弧状沈線

内面横位沈線

カロ曽不JBl

縄 文 深 鉢 内外面ナデ所謂粗製土器 後対前半 電文土掛 庄口土器 沈線区画内に縄文昧 充 j.H 力Π曽不IBI

鉢

波状口縁 口縁部に沿つて沈線

斜行沈線

堀之内 1 縄 文 鉢

網代底 2本越1本潜り横条間幅あり

底部縁際に別の編物痕あり

後 期 土製品

土器片

円板

胴部片 沈線区画内縄kLR

黒J離 研磨痕 径5 6cm厚さ0■m
堀之内2

hTo 器 種 素 材 最大長 最大幅 最大厚 重 量 所 見 所 見

刀子? 金属製品 〈70〉 く08〉 〈07〉 (387〉 木質付着(裏面の火損部分にも木質あ り)

石 鏃 灰色チャー ト 〈12) 先端欠損 フク土

録1片 褐色チャー ト 自然面の残る剥片 N区

二次加工のある則岸 硬質砂岩 両側に二次加工痕(横置きにすると石匙未製品?)

則 片 灰色チャー ト 両側折れ面の票1片 N区

硬質砂岩 正面に自然面残る 下辺が刃部と思われる N区

打製石斧
安山岩

(その他の安山岩)

〈20〉 〈15740〉 欠損 基部 刃部欠損 正裏とも素材の面が残る

打斧欠損品 硬質砂岩 く60〉 〈64〉 〈13〉 く4992〉 刃部の一部を残し欠損

打製石斧 輝石安山岩 く3962〉 上部欠損

打製石斧 硬質砂岩 〈97〉 〈48〉 く13〉 〈7063〉 完 刃部一部欠損 刃部に使用痕残る

磨 石 軽 石 全体 にす り

敲 石 凝灰岩 上下端部に蔽打JR N区

磨 敲石 輝石安山岩 正裏にすり面 下部に敲打痕

敲 石
安山岩

(その41の安山岩)
〈92〉 く97〉 (30〉 〈29686〉 欠損 被熱あ り(全体に黒褐色化)下 部欠損 上端 右側 に敲打痕 N区

磨 石 輝石安山岩 正面 。左側 右下部にす り面

磨 敲石 輝石安山岩 被熱あ り?(被 熱割れ?)正面 両側 下側にす り面 正面 と右狽1に敲打痕 N区

台 石 輝石安山岩 〈104〉 被熱あ りК正面黒化)正 裏 とも使用画と思われる 周囲は欠損?
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No 種別 器種 文様・調整 備考 lj上位置 No 種 別 器 種 文様・調整 備考 J上位檀

ユ 縄文土器 鉢
網代底 2本越1本潜 り

横条間隔あ り
後期前半 Dl 縄文土器 深 鉄

口縁部肥厚する波状 日縁

沈線区画内に縄文LR 称名寺 D14

2 縄文土器 鉢 木葉痕 後期前半 Dl 縄文土器 深 91 険位押圧隆帯 後期前半 D 4

3 縄文土器 深 鉢 内面横ナデ 後期前半 Dl 縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 D 4

4 縄文土器 深 鎌 内面横ナデ 黒色 に変化 陵期前半 Dl 縄文土器 深 錬 横位刻み隆帯 後期前半 D 4

5 縄文土器 深 鉢
網代底 2本 越1本潜 り

険条間隔あり
後期 前半 D3

縄文土器 深 鉢 斜行刻み隆帯 称 名寺 D 4

縄文土器 鉢 横位沈線 堀之内 1 D 4

6 縄文土器 鉢 国縁部横位沈線 堀之内 1 D3

縄文土器 深鉢

口縁部突起にC宇状沈線。両脇円形

刺突文か ら横位沈線。 くびれ部円形

貼付文か ら横位沈線。J字状沈線

区画外に縄文LR

堀之 内 1 D14
7 縄文土器 深 鉢 先線 区画 内に縄文 LR充 填 堀之 内 1 D3

8 縄文土器 深鉢

内面黒色に変化 網代底 2本越

1本潜 り横条間隔あり 男けの2つ の

編物2本越1本潜 りが重なる

陵鋼前半 D3

縄文土器 深鉢

口縁部内折。 日縁部押圧隆帯。

くびれ部刻み隆帯に沿う沈線。

刻み隆帯上の円形刺突から太い

集合沈線で縦位に区画する。

さらに円形刺突を起点に斜行

集合沈線で三角形に区画する。

区画内に縄文LR充填

堀之 内 1 D14

9 縄文土器 深鉢
黄位刻み隆線 沈線区画内に

縄文LR充填
堀之内2 D3

0 縄文土器 鉢 先線区画 磨消縄文とR 堀之 内2 D3

縄文土器 鉢 寵位集合沈線 堀之内 1 D3

縄文石器 打斧 硬質砂岩 自然面残る 995422105 D3

3 縄文石器 磨 石 暉石安 山岩 正面す り面 159151572080 D3

土製品 土器 片 円板 陸期前半 D2

縄文土器 深 鉢

日縁部横位沈線 2対の円形刺す突か ら

縄文LR充 填するU字状沈線で縦位 に

4区画する 区画に平行沈線で

三角形を描 く 三角形内縄文LR充填

日径(176)器高(111)

堀之内 1 D14
5 縄文石器 二次加工のある永」片 1黒曜石 181607185 陵期前半 D2

16 健文土製品
陽形

土製品

有頭 基郡欠損

(80〉 〈24〉 (21〉 〈3502〉
螢期前半 D2

17 縄文石製品 大型石棒 赤鉄片岩有頭 (295〉 〈112〉 〈92〉 〈4860州 後期前封 D2

縄文土器 深鉢

くびれ部8字状貼付文を起点とする

重5J状・紡錘形の集合沈線で

縦位に大きく3区画する。

さらに縦1対 の円形刺突文を起点

とする重弧状・紡錘形の集合沈線

を配する。それ らの間に十字状

集合沈線が描かれ斜行する

集合沈線で結ばれる。

8字状貼付文か らV字状に亥」み

隆線が日縁にのびる。

日縁部横位沈線

堀之内 1 D2

縄文土器 深鉢

波状口縁。 日唇頂部に円形刺突。

その下から日縁に沿う沈線。 さらに

円形刺突か ら横位 と垂下する刻み隆帯

内面に円形刺突。

堀之内 1 D14

縄文土器 鉢
環状突起。 日唇頂部の円形刺突

から弧状沈線。
堀之内 1 D14

縄文土器 鉢
突起部円形貼付文間に沈線。

内面円形貼付文
堀之内 1 D14

縄文土器 深 鉢 弧状の沈線区画。縄文LR 堀之内ユ D14

縄文土器
模位沈線間細長い刺突

沈線区画内に縄文LR充填
堀之内ユ D14

19 縄文土器 深鉢? 粗製土器 後期 D6 縄文土器 日縁部 内折 堀之 内ユ D 4

縄文土器 鉢 横位・斜行沈線 区画内磨消縄文LR 堀之 内 1 D6 縄文土器 弧状沈線 堀之 内 1 D 4

21 縄文土器 深鉢?
押圧文両脇か ら沈繰もった隆帯

口縁部内側に肥厚する 網代底
堀之内 D6

縄文土器 日縁部内折 横位・垂下・弧状沈線 堀之内ユ D 4

縄文土器 日縁部微隆帯 所謂粗製土器 後期前半 D 4

縄文土器 浅 鉢
2本越 1本潜 り 横条間隔あり

底径よりlcmほど小さい編物
堀之 内 D7

縄文土器 内外面横ナデ所謂粗製土器 後期前半 D 4

縄文土器 深鉢 底径(110)器 高く115〉 後期前半 D 4

縄文土器 鉢 縦位 の集合沈練 IFT之内 1 D7 縄文土器 注 目? 日縁部内側 に突 き出る 後期前半 D

縄文土器 鉢
国縁部横位沈線

くびれ部に8字状貼付文
堀之 内 1 D7

縄文土器 ミニュチュア 氏径(44)器高く33〉 後期前半 D 4

縄文土器 冊代底 2本越1本潜 り 縦位沈線 堀之内 1 D

縄文土器 鉢 沈線区画内に縄文LR充填 堀之内 1 D7
土製品

土器片

円板

突起部片 手1離・研磨痕

径46厚さ09 後期前半 D14
縄文土器 鉢 弧状・斜行沈線 堀之 内 1 D7

縄文土器 深鉢 横位隆帯 後期前半 D8
土製品

土器片

円板

胴部片 敲打・剥離痕

径32厚 さ07 後期 D14
石 器 凹 石

輝石安山岩 正裏と周囲に敲打痕・す り

74695733017
D8

縄文石器 石 鎚 黒灰色チ ャー ト 33■407387 後期前半 D 4

縄文土器 鉢 縦位沈線 区画内に縄文LR充填 IFH之内 D9 縄文石器 二次加工のある泉1片 1灰 色チャート302506521 後期前半 D 4

縄文土器 深 鉢 小波状 口縁か? 後期前半 D 0 縄文石器 打斧 1安 山岩 刃部磨滅 く44〉 く49〉 (11〉 (3264) 陵期前半 D

31 縄文土器 鉢 縦位沈線 堀之内 1 D 0 縄文石器 磨石 花南岩 全体にす り 4440317710 後 期前半 D 4

土製品 上器片円板 深鎌?を 加工 後 期 D 0 縄文土器 際鉢 縄文LR 中期後半 D 5

土師器 鉢 内外面ミガキ 黒色処理 古墳後期 D 3 縄文土器 深 鉢 橋状把手 声1突状の短沈線文 三十稲場 D 5

土師器 鉢 内外面ミガキ 黒色処理 古墳後期 D 3 縄文土器 深鉢 爪状の連続束」突文 三十稲場 D 5

土師器 イ 内面 ミガキ 古墳後期 D 3 縄文土器 釈 鉢 爪状の連続刺突文 三十稲場 D 5

縄文土製品 匙
柄部欠損 柄基部盲孔より1条の沈線が

1周する (54〉 〈25)(17)
堀之内 D13

縄文土器 深鉢 連続刺突文 三十稲場 D 5

縄文土器 深 鉢 渦巻状の微隆起線文 垂下する沈線 称名寺 D 5

縄文土製品 土 偶

腕 と足を欠損する板状土偶。前面には

子L房を突起。正中線を沈線。

細長い刺突で目尻のつ り上がった眼。

眉か ら鼻にかけては隆帯で表現

している。頭部に1条の沈線がめぐり

かぶ り物の表現か?頭の側面に腕が

つき頭部が胸に入った位置にある。

背面に渦巻状の沈線。頭頂部に

盲孔 と円形沈線。(54〉 〈49)(22〉

堀之内 1 D13

縄文土器 深鉢 弧状の櫛描条線 堀之 内ユ D 5

縄文土器 深 鉢
横位刻み隆線 沈線区画内に

縄文LR充填
堀之内2 D15

縄文土器 深鉢 桟位沈線 内面2条 の横位沈線 嘱之内2 D 5

縄文土器 深 鉢 網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あ り 後期 D 5

縄文土器 深鉢 橋状把手 条線 中期後半 D

縄文土器 深 鉢 縦位・横位 の刺突状沈線 称名寺 D

縄文土器 深 91s 沈線区画内に縄文LR 後期前半 D

縄文土器 深鉢 口唇部平坦 後期前半 D16
縄文土器 深鉢 沈線区画内に縄文LR 中期後半 D14 縄文土器 深 鉢 沈線区画内に縄文LR充填 称名寺 D16
縄文土器 深 鉢 沈線区画内に縄文 LR充填 中期後半 D14 縄文石器 磨製石斧 蛇紋岩 両端に刃部 280804196 D16
縄文土器 深鉢 沈線区画内に鱗状短沈線文 中期後半 D14 縄文土器 深 鉢 日縁部緩 く内折。 日縁部横位沈線 堀之 内 1 D17

縄文土器 深鉢
波状口縁 隆帯に沿う沈線

区画内に縄文LR充填
中期後半 D14 縄文土器 深 鉢

波状口縁 頂部の縦位沈線か ら

弧状にさがる刻み隆線
堀之 内 1 D17

縄文土器 深鉢
波状日縁 日縁に沿つて沈線隆帯

微隆起線と沈線区画内に縄文LR充填
中期後半 D14 縄文土器 深 鉢

日縁部内折 横位刻み隆線

沈線区画内に縄文LR充填
堀之 内2 D17

縄文土器 ミニュチュア 縦位沈線 底径(42)器 高く25〉 中期後半 D14 縄文土器 深 鉢 日縁部内折 沈線区画内に縄文LR充填 堀之 内2 D17
縄文土器 深91N 狐状隆帯 称名寺 D14

第 14表 土坑出土遺物観察表 残存 〈〉石器 最大長 最大幅 最大厚 重量 (cm g)
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第 15表 土坑出土遺物観察表 室

No 種 別 器 穫 文様 ・調整 備考 」上位遷 No 種 別 器種 文様・調整 備考 」土位遣

縄文土器 深鉢 くびれ部下はやや丸味をおびる 所謂粗製土器 後期前半 D17
147 縄文土器 鉢

小突起部上下対の円形貼付文から

横位沈線
堀之内 1 D22

縄文土器 深 鉢 くびれて外反 所謂粗製土器 後期前半 D17

縄文土器 深鉢 くびれて外反 所謂粗製土器 後期前半 D17
縄文土器 鉢

小突起部頂部に円形押圧。直下の

円形透 し孔か ら横位沈線。
堀之内 1 D22

縄文土器 鉢
網代底 2本 1組で2組越え2組潜 り

素材細い 98と 同一個体
後期 D17

縄文土器 91

小突起部口唇部か ら内面に縦位沈線

内面円形刺突か ら横位沈線
lFL之内 1 D22

縄文土器 鉢 97と 同一個体 後期 D17

土製品
土器片

円板

胴部片 剥離・研磨痕

径25厚 さ06
後期 D17

縄文土器 深 鉢 日縁部内折  日縁部沿つて横位沈線 堀之内 1 D22

縄文土器 深 鉢
日縁部外側に肥厚する

日唇部に円形刺突
堀之内1 D22

縄文土器 漠 錬
波状日縁 斜行隆帯脇に連続する

円形刺突文
後期前半 D18

152 縄文土器 深 鉢 小突起部内面渦巻文両脇に円形刺突 堀之内1 D22

縄文土器 深鉢 横位隆帯 後期前半 D18 縄文土器 深鉢 櫛歯状工具による弧状の条線 堀之内 1 D22

縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 D18

縄文土器 鉢

2条 の横位刻み隆線を跨 ぐ8字状

貼付文か ら垂下する連続円形の刺突

2条 の斜行沈線

堀之内 1 D22縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 D18

縄文土器 鉢 弧状沈線区画内に縄文LR充壊 堀之内 1 D

縄文土器 深鉢 弧状沈線区画内に縄文LR充填 称 名寺 D 8 155 縄文土器 鉢 弧状沈線 斜行沈線間に縄文LR充填 堀之内 D22

縄文土器 深 鉢 弧状沈線区画内に縄文LR充壊 称名寺 D 8 縄文土器 鉢 木柔痕 後期 D22

縄文土器 深鉢 微隆起線に沿う沈線 称名寺 D 8 縄文土器 深 鉢 後期 D22

縄文土器 深鉢
日縁部円文か ら横引沈線

口縁部内折
堀之内1 D18 縄文石器 石 錐

黒曜石 先端部欠損

(20〉 く12)く 06〉 く131〉
D22

縄文土器 深 鉢 日縁部内折 日縁部沿って横位沈線 堀之内 D 8 縄文石器 削器 硬質砂岩 下辺が刃部 719018904( D22

縄文土器 鉾 くびれ部に横位刻み隆帯 堀之内 1 D 8 縄又石器 打製石 斧 硬質砂岩 上下欠損 く69〉 く68〉 〈16〉 〈6731〉 D22

111 縄文土器 鉢 隈位刻み隆帯 横位沈線 堀之内 D 8
161 縄文石器 磨石

軽石 正面に条痕 全体にす り

403331
D22

縄文土器 鉢 斜行集合沈線 縄文LR 堀之内 D 8

縄文土器 鉢 集合沈線 堀之内 D 8
縄文石器 敲 石

安山岩 下端部に敲打痕

〈48〉 〈33〉 (25)〈6121〉
D22

縄文土器 深 鉢 縦位の集合沈線 縄文LR 堀之内 D 8

115 縄文土器 鉢

縦位区画線の刻み隆線を起点に

対弧状・重弧状の集合沈線。重弧状

沈線から垂下する2条対の沈線。

堀之内ユ D18 縄文石器 打製石斧
安山岩 上部欠損 刃部磨滅

(127〉 115〈 23〉 〈39414〉
D22

164

165

縄文石器

縄文石器

台石

台石

輝石安山岩 正面に使用痕 132187913970
輝石安山岩 正裏に滑 らかな面 271295606050

D22
D22116 縄文土器 鉢 横位沈線 矩形状の沈線 堀之内2 D18

117 縄文土器 深鉢 縦位・斜行沈線 区画内縄文LR充填
jPH之内2 D18 縄文土器 深 鉢 沈線 区画 堀之内? D23

縄文土器
注 目

土器?

同心円状の沈線。その脇沈線区画内

沈線充填
堀之内2 D18 縄文土器 深鉢

横位刻み隆線上に貼付文 幾何学的

沈線区画内に縄文LR充填
堀之内2 D23

119 土製品
土器片

円板

胴部片 剥離・研磨痕

径 35厚 さ10
後期前半

縄文土器 深鉢 網代底 2本越1本潜 り? 後 期 D23

縄文土器 深鉢 微隆帯下縦位の縄文LR施文 中期末～後剤初頭 加営利EⅣ D25

縄文土器 深鉢 所謂粗製土器 後期前半 D 8 縄文土器 深 鉢 口唇部平 後期前半 D26

121 縄文土器 鉢 亀合沈線 縄文LR 堀之内 D19 縄文土器 鉢 2条 の弧状沈線  縄文LR 堀之内 D26

縄文土器 鉢 黄位刻み隆線から斜行集合沈線 堀之内 D 9 172 縄文土器 深 鉢 縦位・弧状集合沈線 堀之内 D27

123 縄文土器 鉢 R巻状の沈線 堀之内
縄文土器 深鉢

波状 口縁 口縁部外側へ突き出る

縄文RL施文後沈線で区画
称名寺 D27

縄文土器 鉢 lE形の沈線内に沈線 堀之内 D 9

縄文土器 深鉢
興状突起 上位 の沈線 区画内 に

鰻寸 TR芥道
称名寺 D21

174 縄文土器 注目土器 沈線による同心円文 堀之内2 D27

175 縄文土器 深 鉢 縦位の沈線 称名寺? D27

土製品
土器片

円板

胴部片 ユ】離・研磨痕

径21厚 さ10
陵期 D21

176 縄文土器 深鉢 斜行刻み隆帯 称名寺? D28

177 縄文土器 深 鉢 縦位・弧状沈線 堀之内 D28

127 縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 D20 縄文土器 深 鉢 縦位・弧状集合沈線 堀之内 D28

縄文土器 深 鉢 孤状沈練 称名寺 D20 縄文土器 深鉢 櫛歯工具による弧状条繰 堀之内 D28

縄文土器 深鉢 櫛歯状工具 311状 条線 堀之内 1 D20 縄文土器 深 鉢 日縁部横位沈線 堀之内 D28

縄文土器 鉢
横位2条の沈線上8字状貼付文か ら

垂下・対弧状の集合沈線
堀之内 1 D20

縄文土器 深鉢 波状日縁 内面円形刺突 堀之内 D28

縄文土器 深 鉢

日縁部内折 波状口縁 上下2個 の

8字状貼付文か ら日縁部に沿つた

5条 の亥」み隆線 幾何学的沈線

区画内に縄文LR充填

堀之内2 D28131 縄文土器 深鉢 口縁部 内折 所謂粗製土器 後期前半 D20

縄文石器 石 鏃 黒曜石 く24〉 1703(095〉 D20

縄文土器 深鉢 横位の押圧隆帯 後期前半 D22

縄文土器 深鉢
横位沈線 弧状沈線

沈線区画後に縄文LR 称名寺 D22
縄文土器 深鉢 口縁部内折 2条の横位刻み隆線 堀之内2 D28

縄文土器 深 鉢 口縁部内折 2条の横位刻み隆線 堀之内2 D28

縄文土器 深 鉢 弧状沈線後に縄文LR 称名寺 D22 縄文土器 深鉢 日縁部内折 対弧状沈線下に横位沈線 堀之内2 D28

縄文土器 深鉢 」字文を取 り入れた沈線区画 称名寺 D22 186 縄文土器 深 鉢 幾何学的沈線 堀之内2

縄文土器 深鉢 楕円状の沈線区画内に縄文LR充填 称名寺 D22 縄文土器 深鉢 弧状沈線区画内に縄文LR充壊 堀之内

縄文土器 注目土器?

沈線3条単位で文様を描き、上下端に

円形束U突ある橋状把手を有す。

渦巻文を中心に副渦巻文との間に

三角形状の縄文(LR)部を配する。

渦巻文の開放部にも縄文を配する。

堀之内 1 D22

縄文土器
注 目

土器 ?

刻み隆線 幾何学的沈線区画内に

縄文LR充填
堀之内2 D28

縄文土器 注 目土器 弧状沈線区画内に列点文 堀之内2 D28

縄文土器 注目土器? 斜行沈線・楕 円形状沈線外に縄文LR 堀之内2 D28

縄文土器 深鉢 日唇部に横位の沈線 所謂粗製土器 後期前半 D28

縄文土器 深 鉢 311状沈線 斜行沈線 堀之内ユ D22 縄文土器 深 鉢 所謂粗製土器 後期前半 D28

縄文土器 深鉢 弧状沈線 斜行沈線 堀之内ユ D22 縄文土器 鉢 網代底 2本 1組  1組越1組潜 り 後期 D28

縄文土器 鉢
日縁部突起に縦の透 し孔

内面円形刺突を結ぶ沈線
堀之内ユ D22 縄文土器 鉢

網代底 2本越1本潜 り

他に2種類の編物痕
後期 D28

縄文土器 深 鉢 橋状把手 微隆起帯     1中 期末～後期初頭 D22 縄文土器 深鉢 弧状沈線  縄文LR充填 称名寺? D29

縄文土器 鉢

口縁部内外面円形の透 し孔に沿う

C字状沈線の両脇に対の円形刺突

日唇部弧状沈線円形刺突

堀之内 1 D22
縄文土器 深 鉢 斜行押圧隆帯 堀之内1 D29

197 縄文土器 深鉢
日縁部内折 外側に肥厚

日縁に沿って横位沈線
堀之内ユ D29

縄文土器 鉢
円形刺突か ら横位沈線 小突起部に

円孔 内面円形刺突
堀之内 1 D22

縄文土器 深鉢 弧状集合沈線 堀之内 1 D29

縄文土器 深 鉢 縄文LR施文後縦位洗線 堀之内 D29

縄文土器 鉢
小突起部の弧状沈線か ら横位沈線

直下に連続刺突
堀之内 1 D22

縄文土器 深鉢

小波状日縁頂部8字状貼付文から

模位刻み隆線 横位沈線区画内に

縄文LR充填

堀之内2 D29

縄文土器 鉢 小突起部の渦巻文脇に弧状の沈線 堀之内 1 D22

-96-



第16表 土坑・円形周溝墓・溝状遺構出 表   残存 く〉 石器 最大長 最大幅 最大厚 重量 (cm g)

No 種 別 器 種 文様・調整 備考 」土位遷 No 種 別 器 種 文様 ・調整 備考 」上位檀

縄文土器 深 鉢

8字状貼付文か ら横位刻み隆線

8字状貼付文避ける横位沈線区画

内面日縁内折部に沈線

堀之内2 D29
縄文石器 削器 暉石安山岩 下部刃部?4961165732 D34

縄文石器 昏製石斧 陀紋岩 上部 欠損 〈51)(32〉 〈18〉 〈4920〉 D34

縄文石器 打製石斧 暉石安山岩 上部・刃部欠損 く110〉 く88〉 〈25〉 〈2664 D34

縄文 土器 深鉢
口唇部押圧のへこみ

内面3条 の検位沈線
堀之 内 2 D29

縄文石器 打製石斧 照石安山岩 両端に着柄痕 1505520 9501 D34

縄文石器 台 石
輝石安山岩使用面・裏面黒色化

〈303〉 〈146〉 〈35〉 〈2020〉
D34

縄文土器 深 鉢 瞭位沈線区画内に縄文LR充填 堀之内2 D29

縄文土器 深 鉢 所謂粗製土器 後期 前半 D29 縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 D35

縄文土器 深 鉢 網代底 2本越1本潜 り 後期 D29 縄文土器 鉢 環状突起 堀之内1? D35

縄文土器 深 鉢
網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
堀之内 D29

縄文土器 鉢 縦位・弧状集合沈 線 堀之内 D35

縄文土器 鉢 2条 の検位刻み隆線 堀之 内 D35

縄文土器 深鉢
網代底 2本 越1本潜 り 横条間隔あ り

素材細い
堀之内 D29

縄文土器 深 鉢 横位沈線下縄文RL D36

258 弥生土器 一霊 ヘラ構横走文・連弧文? 縄文RLを 施) 中期栗林 D36

縄文土器 深鉢
網代底 2本越1本潜 り横条間隔あり

素材細い
後期 D29

縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による縦位条線 称名寺 D37

縄文土器 鉢
横位刻み隆帯なぞる沈線

縦位の弧状沈線・斜行集合沈線
堀之内ユ D37

縄文土器 鉢
網代底 2本 1組で1組越 1組潜 り

横条間隔あり
後期 D29

縄文土器 深 鉢 弧状・斜行集合沈線 堀之内ユ D37

縄文石器 打製石斧
砂岩 上下欠損

く39〉 く48〉 〈17〉 く3963)

縄文土器 注目土器 弧状 斜行沈線 堀之内2 D37

縄文石器 磨・敲石
下部欠損 正裏にすり面 上端部に敲打痕

〈49〉 〈73〉 く36〉 く15246〉
D37

縄文土器 深鉢 微隆起帯文 縄文LR 中期後 半 D30

212 縄文土器 深 鉢
細い沈線区画内に刺突状の細い

短沈線充填
称名寺? 縄文石器

加工のあ

る石

輝石安山岩 正面 自然面 周囲加工痕

1261473376340
D37

縄文土器 深 鉢

束1突列もつ垂下する2条 の沈線脇に

渦巻状の沈線 沈線区画内に

縄文LR充 填

堀之内 1

縄文土器 深 鉢 隆帯後縄文RL施文 中期後半 OTl

縄文土器 深鉢 微隆帯の下をなぞる沈線 縄文LR施文 中期後半 OTl

縄文土器 深 鉢 横位押圧 隆帯 後期前半 OTl

縄文 土器 深鉢 節歯状工具による縦位弧状条線 堀之内 1 D30 縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による弧状条線 堀之内1 OTl

縄文土器 欽 lll状・斜行沈線後縄文LR充填 堀之内 D30
269 縄文土器 91

くびれ部円形貼付文か ら横位2条 の

沈線。貼付文下に渦巻沈線。その脇に

細長い三角形状の縄文部。縄文LR
堀之内 1 OTl縄文土器 鉢 渦巻状沈線 磨消縄文撚紋L 堀之 内 1 D31

17 縄文土器 深鉢 渦巻状(?)沈 線 磨消縄文LR 堀之 内 1 D31

318 縄文 土器 深 鉢
縄文LR横位に施文。撚組の末端が

うかがえる。内面浅い横位沈線
堀之内 D31 縄文土器

深 鉢 波状国縁 内面沈線区画内に

縄文LR充填
カロ曽不可Bll OTよ

縄文土器 深鉢 垂下する刻み隆帯 堀之内 D31 縄文土器 深鉢 波状日縁 所謂粗製土器 後期 OTl

縄文土器 鉢 横位集合沈線 堀 之内 D3よ
272 縄文石器 打製石斧

安山岩 上部欠損 刃部の磨滅顕著

〈80〉 〈54〉 (14〉 〈9277〉
OTユ

縄文土器 深 鉢

口縁下とくびれ部を巡る縄文LR充填

する2条 の沈線に4単位の文様。

8字状の円孔もつ4単位の突起部下

か ら縄文LR充填のペン先状沈線区画

が三角形沈線を貫 く主文が描かれ

その間に2条 の弧状沈線間に縄支

LRが充填される副文が配される。

堀 之内 2 D31

弥生土器 甕 櫛描波状文 充期箱清オ OT2

縄文土器 深鉢
2本 1組の縦位・斜行微隆起帯文下を

沈線でなぞる。縄文LR磨消
堀之内 1 OT2

275 縄文土器 深鉢 櫛歯状工具による弧状条線 堀之内 1 OT2

縄文土器 深鉢

縄文LR施文後4条 の横位沈線で

区画。クランク状の区切 り沈線。

内面三角形の突帯 と横位沈線。

カロ曽不可Bよ OT2

222 縄文土器 深 鉢
日縁部内折 横位刻み隆線

横位沈線区画内に縄文LR充填
堀之内2 D31

縄文土器 深 鉢
網代底 2本越2本潜 り 編み方密

底径 (94)器高 く41〉
後期 OT2

縄文土器 深 鉢 2条 の横位刻み隆線 堀之内2 D31

縄文 土器 深 鉢
網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
後期 D31 石 器 敲 石

輝石安山岩 下部欠損 縁辺に敲打痕

〈65〉 〈59〉 〈43〉 (19898〉
縄文 OT2

縄文土器
注 目 土

器?

網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あ り
後期 D31

須恵器 甕 内径 (250)器 高 く82〉 奈良 Ml

素材細い 土師器 邦 日径 (140)器 高 く49〉 奈 良 1ヽ1

縄文土器 深 鉢 絹代底 編み方不明 後期 D31
鉄器 刀 子

〈94) 13 (03)(1271〉

両端欠損
古墳～平安 1ヽ1

縄文土器 鉢 縦位沈線 堀之内 D31

縄文土製品 円板
肥部片 S字状貼付文

護打痕 径40厚 さ15
称名寺 D31

縄文土器 深 鉢 橋状把手 縄文LR 中期後半 M

縄文土器 深 鉢 横位微隆起帯 縄文LR充填  1中 期末～後期初頭 M

縄文土器 深鉢 l「 状沈線 縄文LR充 填 称名寺 D33 縄文土器 深鉢 横位隆帯下 縦位沈線 称名寺 M

縄文土器 深 鉢 日縁部内折 横位沈線 縄文LR充填 称名寺 D33 235 縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 M

縄文土器 深 鉢

lll状微隆帯下なぞる沈線

区画内縄文LR 称名寺
縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 M

縄文土器 深 鉢 斜行押圧 隆帯 後期前半 M

縄文土器 鉢 波状回縁 日縁部幅広の縦位短沈線 堀之 内 1 縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 M

縄文土器 鉢 日縁部外側に肥厚する 横位沈線 堀之内 1 D33 縄文土器 深 鉢 火の字状沈線 区画外縄文LR 称名寺 M

縄文土器 鉢 口縁部外側に肥厚する 堀之内 D33 縄文土器 深 鉢 Bll状から垂下する隆線 斜行隆線 称名寺 M

縄文土器 深鉢 斜行する平行な2条 の沈線 堀之内 D33
縄文土器 深 鉢

2条 1組の31K状沈線 区画内に

縄文LR充填
称名寺 Ml

縄文土器 深 鉢 斜行沈線 堀之 内 D33

縄文土器 鉢 底径 6 5cm 後期 D33 縄文土器 深鉢 日縁部内折 8字 ?状貼付文 堀之内 1 1ヽ1

縄文土器 鉢

内面か ら外面へ繋ぐ細長い楕円形状の

隆帯。両端に円形刺突。突起中央に

円孔。隆帯から横位の連続刺突

堀之 内 1 D34
縄文土器 深 鉢 内外面隆帯をなぞる沈線 堀之内1 〔ヽ1

縄文土器 深 鉢
突起部対の円形刺突か ら横位沈線

内面対の円形刺突か ら片側横位沈線
堀之内1 1ヽ1

縄文土器 鉢 突起部の円形刺突か ら横位沈線 堀之 内 1 D34 縄文土器 深 鉢 日縁部内折 横位沈線 堀之内 1 Ml

縄文土器 鉢
横位沈線下FII状沈線

三角形状の沈線区画内に縄文LR 堀之 内 1 D34 縄文土器 鉢
横位刻み隆線一部なぞる沈線

弧状沈線
堀之内 1 1ヽ1

縄文土器 鉢 傍鍾状の集合沈線 堀之内 1 D34
297 縄文土器 深鉢

くびれ部横位刻み隆帯上なぞる沈線

横位沈線か ら斜行沈繰
堀之内 1 1ヽ1

縄文土器 鉢 2条の沈線で区画 縄文LR充壊 堀之内ユ D34

縄文土器 深鉢 日縁部内折 堀之内 2 D34 縄文土器 深鉢 紡錘状の集合沈線 堀之内 1 〔ヽユ

縄文土器 深 鉢 掲代底 2本 1組で2組越2組潜 り密 後期 D34 縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による弧状沈線 堀之内 1 M〕

土 製品
土器片

円板

隔部片 縄文LR施文後沈線

剥離。研磨痕 径30厚 さ15
後期 D34 縄文土器 深 鉢

籠位の沈線脇に円形刺突

両脇に矩形の沈線
堀之内 1 1ヽ1

縄文石器 石 鏃 褐色チャー ト未製品?22160414 D34

縄文石器 石錐 灰色チ ャー ト 261605211 D34

溝状遺 土遺物観察
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残存 〈〉

No 種 別 器種 文様・調整 備考 」上位遣 No 種別 器種 文様・ 調整 備 考 出上位 遣

縄文土器 鉢
横位細い縄文部 縄文LR一部磨消

菱形上に2条 1組 の沈線
堀之内2 lvrl

縄文土器 鉢 網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あり 後期 (ヽ3

縄文土器 深 鉢
網代痕 2本 越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
儀期 1ヽ3

縄文土器 深鉢 内外面横ナデ 所謂粗製土器 後期前半 M

縄文土器 深鉢 日縁部小突起 内外面4条 の横位沈線 加 曽利 Bl Ml
縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
後期 M3

縄文土器 深 鉢 2条の沈線で縄文LR磨消 斜位条線 安行 3a式 M

縄文土器 鉢 網代痕 2本越1本潜 り 後期 M
縄文土器 深 鉢

田代痕 2本越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
後期 ふ江3

縄文土器 鉢
網代痕 2本越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
後期 1ヽ1

縄文土器 深鉢 底径 (120)器 高 く31〉 後期 M3

縄文土器 深 鉢
網代痕 2本 越1本潜 り 横条間隔あり

素材細い
堀之内 Ml 縄文土器 深 鉢

内面赤色の付着物

底径 (68)器高 く19〉
後期 M3

縄文土器 深鉢
網代痕 2本越1本潜 り 横条間隔あ り

素材細い
後 期 1ヽ1

356 縄文土器 深鉢 縦位の沈線 底径 110 器高 く22〉 堀之 内 1ヽ3

縄文土製品 土偶?
土偶の手か? 正面 と上面に

縄文LR施文。 下面に
後期? 心江3

縄文土器 深鉢
網代痕 2本越1本潜 り もう一つ別の

編物痕あ り 横条間隔あり
後期 h11

縄文土製品 不 明 下面丸味を帯びる 後期? M3

縄文土器 深鉢 網代痕 2本越1本潜 り 模条間隔あり 後 期 M 縄文石器 石 鏃 黒曜石 (13)(12〉 02〈 028〉 1ヽ3

311 縄文土器 鉢 網代痕 編み方不 明 後期 M
石 器 果1片

黒曜石 241402038
裏ポジ1面の黒J片

1ヽ3
縄文土器 鉢 やや開きなが ら立上 る 後 期 M

縄文土器 深 鉢 直立する 後 期 M
石器 磨・敲石

砂岩 表裏にす り面。上下端部に敲打痕

97 39 37 19785 1ヽ3

土製品
土器片

円板

胴部片 敲打・黒J雛痕

径45厚さ16 後期 Ml

縄文土器 鉢
貼付文

水平の張 り出し部に垂直の円孔
堀之内 1 Pl

弥生土器 一亜 赤色塗彩 ヘラ描鋸歯文内に刺突充填 後期 Ml

百器 劉片
黒曜石 2018065176
上側 と右側が折れ面

Ml
縄文土器 浅鉢 内弯気味 に外反 し立 上る 後期前半

縄文土器 深 鉢
網代底 2本越1本潜 り

横条間隔あリ ー120〈 25〉
後期前半 Pl

石 器 敲石 輝石安山岩 138715362175上 端部に敲打痕 M

石 器 敲 石 輝石安 山岩 敲打痕 13871536217 M
縄文土器 深鉢

円孔 を巡る沈線を持つ突起

その下 51F状の沈線
堀之内 1

石器 磨・敲石 輝石安山岩 す り面・敲打〈103〉〈82)(45〉〈48091) M

石 器 凹石 砂岩 敲打・条痕(57〉 く49〉〈23〉〈8171〉 M
須恵器 長頸壺

外面沈線2条  内外面自然釉付着

内外面 自然釉付着  (132)〈 97〉
平 安 P4:21 石器 凹 石 砂岩 欠損 敲打痕く57〉〈38〉〈24〉く6813〉 Ml

322 弥生土器 鉢
片 日鉢  国内外面赤色塗彩

日径 (226)器 高く84〉

後期

箱清水
M3

石 器 磨石 砂岩 全体にす り  271406409

石 器 磨石
輝石安山岩 正裏とも凸部分が磨滅

75 73 37 24313323 弥生土器 鉢 内外面ヘラミガキ 4期箱清オ av13

弥生土器 鉢
内外面赤色塗彩

日径 149 器高 く49〉
登期箱清刻 ふ江3 石 器 打製石斧

輝石安山岩 上下欠損 正裏ともに節理面残る

〈52〉 〈47)〈 10)(3663〉
弥生土器 高 ITN 内外面赤色塗彩 登期箱清刻 1ヽ3

縄文土器 深鉢
末の隆帯

寵羽状の結東 縄文LR
中期末～

後期初頭弥生土器 甕 乱れた櫛描波状文後簾状文施支 後期箱清ガ 1ヽ3

弥生土器 甕 乱れた櫛描波状文 後期箱清ガ M3

縄文土器 深 鉢

8字状貼付文か ら垂下する刺突

隆帯を紡錘形に囲む集合沈線

その内側の隆帯両脇に重弧状か ら

垂下する集合沈線 間に縄文LR

堀之内 1 P17
弥生土器 甕 櫛描無状文・波状文 後期箱清ガ 江ヽ3

弥生土器 甕 櫛描斜走文を縦羽状に施文 変期箱清オ M3

弥生土器 台付甕

底罫成形から台付甕 と思われる。

回縁部 と胴部の櫛描波状文後

簾状文施文

後期

箱清水
av13 剥 片 ffg石安山岩 裏ポジ1面の剥離 3841 0 1594 P22

373 縄文土器 深鉢 沈線間に刺突 弧状沈線 称名寺

弥生土器 士璽 外面赤色塗彩 櫛描T字文 陵期箱清オ 1ヽ3
縄文土器 深 鉢

SII状・横位沈線で区画

区画外に縄文LR充 填
称名寺縄文土器 深 鉢 辞行微 隆帯 称名寺 ふ江3

縄文土器 深鉢 lI状(乗状 )押圧 隆帯 称名寺 ar13 縄文土器 鉢 縦位・弧状沈線 堀之内

縄文土器 深鉢 黄位微隆帯         1中 期末～後期初頭 M3
縄文土器 鉢

口縁部内折 内孔円形刺突をもつ突起

突起頂部の両端に円形刺突の沈線
堀之 内 1 P28

縄文土器 深鉢
日縁部直線的に内折

窓枠状(?)沈 線区画内に縄文LR充壊
称名寺 M3

377 縄文土器 鉢

2個の円孔 円孔周囲にC字状と

弧状沈線摘 く突起 円孔か ら垂下する

隆線 内面円孔周囲にC字文

円形刺突か ら横位沈線

堀之内 1

縄文土器 深 鉢 貰位押圧 隆帯 中期前半 卜13

337 縄文土器 深 TVI 黄位押圧隆帯 中期前半 M3

縄文土器 深 鉢 民状突起 称名寺 M3

縄文土器 深鉢 働巻状沈線後に一部縄文LR施文 堀之内 1 1ヽ3 縄文土器 鉢 内面小突起か ら検位沈線 堀之内ユ

縄文土器 鉢
8字状の円形刺突から横位3条の

沈線 と縦位の集合沈線
堀之内 1 Ⅲ13

379 縄文土器 深 鉢 垂下する刻み隆帯 堀之内2

縄文土器 注 目土器 無文  注 日部 後期

縄文土器 深 鉢

検位2条沈線上の8字状貼付文か ら

半円形さらに縦位の互い違いの

封弧状文を集合沈線で描 く。

そ こへ横位沈線か らの斜行集合沈線が

伸びる。斜行沈線か らは縦位の集合

沈線。 この1単位を8単位描 く。

底径 (140)器 高 〈476〉

堀之内 1 卜13

石 器 磨 石
軽石 全体にす り 正面に

条痕2ヶ所  5241332938
P28

縄文土器 深 91A

口縁部内側に肥厚

」字状沈線区画内に縄文LR 称名寺

縄文土器 深 鉢 沈線区画内に縄文LR 称名寺 P33

縄文土器 深鉢 横位沈線 弧状沈線 堀之内 1

縄文土器 深 鉢 横位沈線 沈線 称名寺?

縄文土器 深 鉢
波状日縁 国内面沈線区画内に

縄文LR充填
堀之内2 1ヽ3

縄文土器 深鉢 横位沈線 堀之内 1

縄文石器 石 鏃 灰 色チ ャー ト 1413035063 P35

縄文土器 深鉢
2条の横位刻み隆線 横位沈線

内面横位沈線
堀之内2 av13 土師器 鉢

内外面ヘラミガキ

内面黒色処理  155-〈 63)
古墳後期 P43

縄文土器 深 鉢
日縁部内折 横位刻み隆線

横位沈線区画内に縄文LR充壊
堀之内2 M3 縄文土器 深 鉢

網代底 2本越1本潜 り 横条間隔あり

もう1種類の編物痕あり
後期

縄文土器 深鉢

日縁部突起 縄文LR施文後横位沈線

クランク状の区切 り線

内面4条の横位沈線

カロ曽禾可Bl M3

縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による弧上条線 堀之内 1 P49

縄文土器 鉢
横位連続竹管縦き 横位2条の

沈線上と斜行集合沈線上に縄文LR 堀之内

346 縄文土器
深鉢 日縁部内折 8条の横位沈線上に

8字状貼付文2個
力口曽不可Bl 1ヽ3 縄文土器 鉢

垂下する刻み隆帯脇の沈線区画内に

楕円形束」突
堀之内 P49

縄文土器 深鉢 lr状沈線で区画 細密条線充填 カロ曽不lBl M3
縄文土器 深鉢

佃代底 2本越1本潜りであるが

よくナデられていて不明瞭
後期縄文土器 主日土器 大 型 後期 1ヽ3

縄文土器 主口土器 県状の把手  3個の円形貼付文 後期 1ヽ3

第17表 溝状遺構・ピット出土遺物観察表

-98-



第 18表 ピット出土遺物観察表 残存 〈〉 石器 最大長 最大幅

No 種別 器種 文様 ・調整 備考 」上位置 No 種 別 器 種 文様・調整 備 考 」上位置

石 器 砥 石
輝石安山岩 上下・左側欠損 正裏に条痕

砥石として使用か?

縄文土器 ミニュチュア 渦巻状 の沈 線 堀之内 1 P109

縄文土器 深 鉢 日縁部 ごく内弯 所謂粗製土器 後期前半 P109

縄文土器 深 鉢

2本の条(縄文LR)を 用いた

単軸絡状体回転文
嘱之内

縄文土器 鉢 網代底 編み方不明 後期 P109

441 石器 剰 片 黒曜石  301309271 P109

縄文土器 深 鉢
日縁部内折 2条の刻み隆線

縄文LR施 文後沈線区画
堀之内2

442 縄文土器 鉢 横位・斜行集合沈線 堀之内 P 0

縄文土器 抹 日縁部内折 斜行刻み隆線 堀之内 P

縄文土器 深鉢
波状日縁 円形の連続束1突

以下縄文LR
称名寺

石 器 石核 輝石安山岩 正面に自然面残る 裏はポ 面 P 1

445 縄文土器 際鉢 2条 の弧状沈線 区画外に縄文RL充填 後期 P 14

石 器 不 明 砂岩 正裏に自然面残る 左側に剰離痕 P74 縄文土器 鉢 垂下の斜行集合沈線 堀之内 1 P 4

399 縄文土器 鉢 縄文LR後 矩形沈線区画 堀之内2 P77 縄文土器 深鉢 口縁部下に隆帯       1中 期末～後期初頭 P 5

縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 縄文土器 深鉢 瓜状・横位沈線 堀之内2 Pl15

縄文土器 深 鉢
波状回縁 2条 の沈線区画内に

縄文LR充 填
称名寺

縄文土器 鉢 底部肥厚 後期 Pl15

縄文土器 浅鉢? 内外面丁寧なナデ 底径(68)器高く26〉 後期 Pl15

縄文土器 深 鉢
日縁部内折

円形刺突文か ら検位沈線
堀之内 1 P84 縄文土器 深 鉢

底径 124器 高 く610〉 所謂粗製土器

網代底 編み方不明
後期

縄文土器 鉢
垂下集合沈線を紡錘形に

集合沈線が囲む
FH之内 1

縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 Pl16

縄文土器 深 鉢 わずか弧状気味の隆帯 称名寺? Pl16

縄文土器 鉢
2条の横位沈線間に精円形の

LH続刺突
堀之内ユ 縄文土器 鉢

日縁部内外面に跨る隆帯両側に

円孔もつ突起 内面円形剌突
堀之内 1 Pl16

縄文土器 鉢 lll状の集合沈線 堀之内 1

縄文土器 鉢
円形・横位の隆帯下を沈線がなぞる

縄文LR充填
堀之内 1 Pl16

縄文土器 手握状の調整・成形 後期

縄文土器 深鉢 計位の流線区画内に短い横位沈線 鱗状短沈線致 ■期後斗
縄文土器 鉢

2条の横位沈線間に円形刺突

その下位に縄文LR 堀之内 1 Pl16

石 器 打製石斧
輝石安山岩 上部欠損 刃部に磨滅 右側に潰れ状痕

(108〉 〈94〉 く30〉 く46612)
P86

縄文土器 鉢 日縁に沿 う2条の沈線か ら併行沈線 堀之内 Pl16

縄文土器 深 鉢
縄文LR施文後三角形の沈線区画

沈線脇が微隆起帯状に盛 り上がる
称名寺 P87 縄文土器 深 鉢

籠位の細い沈線区画内に短い

亥」み状の沈線 鱗状短沈線文
中期後半 Pl16

縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 P95 縄文土器 鉢 翻代底 編み方不明 後期 P 16

縄文土器 深 鉢 検位押圧隆帯 後期前半 P96 弥生土器 甕 節描斜走文 盗期箱清オ P

112 縄文土器 深 鉢

円形貼付文か ら横位沈線 胴部に

渦巻文を3条 の集合沈線で描 く

区画外へ縄文LR充填

堀之内 1

縄文土器 鉢 横位刻み隆帯 横位沈線 縄文LR充填 堀之内 1 P と

縄文土器 深鉢 2条 の弧上沈線 区画外に縄文RL充填 後期前半 P 14

縄文土器 深鉢 横位・ 斜行集合沈線 IFw之 内 P

縄文土器 深 鉢 微隆起帯区画内に縄文RL 中期後半 縄文土器 鉢 日唇部に円形の小突起 堀之内 1 P

414 縄文土器 深鉢 検位押圧隆帯 後期前半 縄文土器 深 鉢 横位刻み隆帯 後期前半 P129

縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による縦位条線 称名寺
46C 縄文土器 鉢

突起部に渦巻状沈線

その脇に弧状沈線
堀之内 1 P129

縄文土器 深鉢 先線区画内に縄文LR充填 称名寺? P97

縄文土器 深鉢
突起部に円孔 円形刺突

日縁部に沿つて連続円形刺突
堀之内 1 P97

縄文土器 鉢 各行集合沈線 堀之内 1 P129

縄文土器 深鉢
横位隆帯下 に櫛歯状工具による

弧状条線
堀之内 1 P129

縄文土器 深鉢 沈線と条線の 区画内に条線充填 堀之内2? P97

縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半
石 器 磨石

花筒岩 上部～右側欠損 全体に滑らか

〈42〉 (30〉 く18〉 〈3978〉
P129

縄文土器 深鉢 横位隆帯 後期前半

縄文土器 深 鉢 皮状口縁  日縁部内折 堀之内 1 P99 縄文土器 深鉢 沈線区画内に縄文LR 称名寺 P130

422 縄文土器 鉢 弧状の集合沈線区画内に縄文RL充填 堀之内 縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による弧状条線 堀之内〕 P130

縄支土器 鉢
口縁部沈線 微隆起帯区画内に

縄文LR充 填
堀之内 1 石 器 打製石谷

輝石安山岩 下部欠損 自然面残る

(68〉 〈63〉 〈15〉 〈8898)
P130

縄文土器 深 鉢 2条 の横位沈線区画内に縄文LR充填 力日曽利B3 縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 P132

縄文土器 深鉢

貼付微隆帯が垂下 2条の横位沈線

下に縄文LR施文後 精円状に沈線区画

内外面に赤色物の付着がみ られる

安行3a?

縄文土器 鉢 円形貼付文か ら横位沈線 堀之内1 P132

475 縄文土器 鉢

くびれ部に2条の横位沈線 その下

大きめの円文から渦巻文 隣に

小さめの円文から渦巻文 間に三角状の

区画 と舟行する沈線

堀之内1 P132
縄文土製品 土器片円板 1径2 2cm厚さ1 0Cm胴 部片 剥離・敲打痕 1後期? Plll

縄文土器 鉢
2個 の円形貼付文か ら貼付文へ沈線

円形貼付文か ら横位の隆帯がのびる
嘱之内 1 P104

縄文土器 鉢 くびれ部に2条の沈線 その下に沈線 堀之内1 P132

縄文土器 鉢 突起部の円文と弧状沈線か ら模位沈線 堀之内 1 P104 縄文土器 鉢 日縁部内側 に肥厚する 所謂粗製土器 後期前半 P132

縄文土器 深 鉢 波状日縁 日縁部内折 堀之内 1 P105
縄文土器 鉢

円文の脇 に弧状沈線配す小突起

円形刺突か ら横位沈線
堀之内 1 P134

土師器 一豆 内外面ヘラミガキ 器高 11 2cm 古墳後期 P106

生31 縄文土器 鉢
弧状と斜行集合沈線

区画以外に縄文LR充填
堀之内 1 P107 縄文土器 鉢

くびれ部8字状刺突か ら横位沈線

さらに垂下する沈線(?)
堀之内 P134

弥生土器 甕 櫛歯状工具による波状文 陵期箱清ガ P107 縄文土器 鉢 弧状の集合沈線 縄文LR 堀之内 P134

縄文土器 深鉢 微隆起帯文下に縄文LR 中期後半 P108
縄文土器 鉢

くびれ部の8字状貼付文から上方に

2条の隆帯のびる
堀之内 P135

縄文土器 深鉢
横位押圧隆帯

突起内外面に2個の円孔 と4個の円形
後期前半 P109

縄文土器 鉢 日縁部 内折  日縁 に沿 った沈線 堀之内ユ P135

縄文土器 鉢
刺突をもつ 内面弧状沈線が

円形刺突を結ぶ
堀之内 1 P109 縄文土器 深 鉢

蛇行沈線を弧状集合沈線

磨消縄文LR
jFH之内 1 P138

縄文土器 鉢

垂下する沈線か ら円形刺突 と弧状?

沈線 矩形と弧状を2条の沈線で描 く

磨消縄文LR
堀之内 1 P109

縄文土器 鉢 縦位 と斜行する集合沈線 堀之内 P138

縄文土器 深 鉢
口縁部内折  口縁部下に横位刻み隆線

横位の沈線区画に縄文LR充填
堀之内2 P138

縄文土器 鉢
口縁部に沿って沈線

波状日縁が突起?
堀之内 1 P109 縄文土器 深 鉢

横位沈線クランク状の区切 り

沈線脇に弧状の沈線 縄文充填
方口曽不可B P138
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9表 ノ 出土遺物観察表      残存〈〉
No 種 別 器 種 文様・ 調整 備考 当上位遣 No 種別 器種 文様・調整 備考 出土位遷

縄文土器 深鉢 J字文を取 り入れた沈線 称名寺 P143 縄文土 器 鉢 刻み隆帯が横位隆帯へ垂下する 堀之 内 P156
縄文土器 深 鉢 所謂粗製土器 後期前半 P143 縄文土器 深 鉢 横位押圧 隆帯 後期前半 P158

石器 凹石 ? 胚石製品 P143

縄文土器 注 目土器

口縁小波状日縁か? 日縁部短 く

外反する 短い縦位・弧状沈線から

検位沈線

堀之内 P158縄文土器 深 鉢 狐状沈線区画内磨消縄文LR 称名寺 P144

縄文土器 深 鉢
3字状橋状把手 把手下端から横位

斜行沈線 日縁下に楕円状沈線
称名寺 P144

縄文土器 鉢 楕円形状の沈線区画内に1条の沈線 堀之内 1 P160

縄文土器 深 鉢
沈線の弧状区画外へ縄文LR充填

三角形状の平行沈線区画内
称名寺 P144

縄文土器 鉢 横位・斜行集合沈線 堀之 内 ユ P160

縄文土器 鉢 横位・斜行集合沈線 磨消縄文LR 堀之内2 P161
縄文土器 深 鉢 隠文LR充填 称名寺 P144

縄文土器 深鉢

2条 の沈線 と充填縄文LRに よる

帯縄文で三角形文を描き文様の

下端も帯縄文で連結しているらしい

堀之 内 2 P163縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 P144

縄文土器 深 鉢 蹟位押圧隆帯 後期前半 P144

縄文土器 鉢

突起部円形貼付文・沈線 口唇部

外側張 り出し部分に垂直な円孔と

円形貼付文

堀之内 1 P144
縄文土器 鉢 被熱(全体 に黒化)上 端部に敲打痕 堀之内 ユ P153

石 器 石 鏃
黒曜石 下部欠損

(20〉  10 04 く067)
P164

縄文土器 深 鉢 3個 の円孔 もつ突起 口唇部押圧 堀之内 1 P144
石 器 剰 片

黒曜石 右側に二次加工か?

31 18 07 297 P164
縄文土器 鉢 口縁部2条の横位沈線 堀之内 1 P144

縄文土器 鉢
横位隆帯下辺をなぞる沈線 と2条 の

斜行沈線区画内に縄文LR充填
堀之内 1 P144

石 器 剥 片 黒曜石  282106329 P164

縄文土器 深 鉢
横位隆帯下に縄文RL
撚組の末端がみえる

中期 末 ～

後期初頭
P165

縄文土器 深鉢 折謂粗製土器 後期前半 P144

縄文土器 注 目
勺湾 し内傾する 平行 日縁下に

生日をもつ
後期前半 P144 石 器 敲 石

ホルンフェルス 上下端部に敲打痕

137 67 48 70855
P165

縄文土器 鉢 冊代底 2本越1本潜 り 後期 P144 縄文土器 鉢 日縁部内折 口縁に沿って1条の沈線 堀之内 1 P

石器 打製石斧
暉石安山岩 上部欠損 刃部付近磨滅

(68〉 く63〉 (15〉 〈8398〉
P144

縄文土器 深鉢 横位刻み隆帯 後期前半 P

縄文土器 深 鉢 底部木葉痕 底径(119)器 高 33 後期 P

縄文土器 深鉢 篭文RL 後期? P146
縄文土器 深 鉢

縄代底 2本越1本潜 り?

底径 99 器高 く189〉
後期 P168

縄文土器 深鉢

偏代底 2本越1本潜 り 他にもう一つの

偏み方不明の編物痕あり

ミ径 10 0cm 器高 く11 0cm〉

後 期 P146
542 縄文土器 鉢

垂下する刻み隆帯

紡錘形の集合沈線
堀之内 1 P169

縄文土器 深 鉢
碇位の平行沈線間に

安杉状沈線充填
堀之内2 P147 縄文土器 鉢

横位刻み隆帯の下辺を沈線がなぞる

その下Ell状 の集合沈線
堀之内 1

縄文土器 深 鉢 ll状 の刻み隆線 堀之内2 P148 縄文土 器 深 鉢 節歯状工具による短い弧状の条線 堀之内ユ P169

石 器 磨・敲石
輝石安山岩 被熱あ り(一部黒褐色化)正裏にす り面

下端部に敲打痕 (123〉 〈79〉 く60〉 く75770〉
P148

縄文土器 注 目土器

電文RLを 付 した円形刺突をもつ円形の

笙帯 その脇の方形沈線区画内に

電文RL充填

堀之内2 P169
石 器 敲石 障石安山岩 縁部に敲打痕 92754 32974 P152

縄文土器 深 鉢 横位押圧隆帯 後期前半 P153
石器 打製石斧

硬質砂岩 上下欠損 自然面残る

(60〉 〈46〉 (12〉 〈2715〉
P170

11 縄文土器 深 鉢
微隆起帯下 弧状沈線区画外

磨消縄文LR 称名寺 P153

縄文土器 鉢
網代底 2本越1本潜 り

模条間隔あり 素材細い
後期 P174

,12 縄文土器 深 鉢
弧状・縦位集合沈線を横位の

集合沈線で結ぶ
堀之内ユ P153

縄文土器 鉢
網代底 編み方不明

2種類の編物痕あり
後 期 P174

縄文土器 鉢 網代痕 2本越1本潜 り 横条間隔あり 後期 P153

儒文土製品
土器片

円板

木葉痕ある底部片を加工

径 4cm 厚み 1 2cm
後 期 P153

549 縄文土器 深 鉢 縄文LR           I中 期末～後期初頭 P

縄文土器 鉢 斜行する集合沈線 堀之内 P

15 石 器 敲 石
砂岩 被熱あり(全体に黒化 )

上端部に敲打痕
P153

縄文土器 深鉢 日縁部内折 沈線 称名寺 P

縄文土器 深 鉢 日縁下に横位隆帯 称名寺? P
16 石 器 刹 片 灰色チャー ト 自然面の残るユJ片 312ラ 06 294 P153

553 縄文土器 深鉢

微隆起帯をなぞる沈線 縄文LR施文後

沈線で区画 沈線脇が微隆帯状に

盛 り上がる

称名寺 P179縄文土器 深鉢 横位刻み隆帯 後期前半 P155

縄文土器 深 鉢
X宇状集合沈線の中心に2個の円形

刺突 そ こか ら左右に2条 の横位沈線
堀之内 1 P155

554 縄文土器 深鉢 口縁部内折 横位押圧隆帯 後 期前半 P180

縄文土器 鉢
くびれ部の円形貼付文か ら横位

隆帯をなぞる沈線
堀之内 1 P155 555 縄文土器 深 鉢

内外面よ り貫通を試みたのだろうか?

未貫通の円形盲孔あり
後期前半 P180

520 縄文土器 鉢
くびれ部2条 の検位沈線

その下縦位・弧状沈線
堀之内 1 P155

556 石 器 剥 片 叉色チャー トニ次加工か不明 382908732 P182

縄文土器 深鉢 節歯状工具による弧状条線 堀之 内 1 P183

縄文土器 鉢
横位・斜行沈線区画内に

縄文LR充填
堀之内 1 P155

558 縄文土器 鉢 勺面日縁部に沿って横位沈線 堀之内2 P185
559 縄文土製品 土器片円板 1胴部片 研磨痕 径40厚さ07 後期 P186

縄文土器 鉢

乗状突起 円孔を巡る沈線 脇に短い

弧状沈線 斜行刻み隆線

内面円孔を巡る沈線

堀之内2 P155 石 器 打製石斧
輝石安山岩 上部～右側欠損 刃部付近磨滅

〈57)〈66)(16〉 (7354)
P188

縄文土器 深鉢 弧状沈線区画内に細長い刺突 称 名寺 P189
縄文土器 鉢 底部木葉痕 後期 P155 縄文土器 深 鉢 櫛歯状工具による弧状条線 堀之内 1 P189

石 器 打製石斧
輝石安山岩 上部欠損 刃部に磨滅

(74〉 く77〉 く14〉 〈10950〉
P155
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区

第20表 A地区遺構外出土遺物観察表

A地
種別 器種 文標 調整 偏 考 巴上位置 種別 器種 文様 調整 備考 出上位暦 種別 器種 文様 調整 備考 出上位置

縄文土器 深鉢

Ч立の2条の平行沈線間に員設腹縁

ゆ圧痕 下方の2条 の沈線に

斗位の貝殻圧痕

早期国戸

下層式?

縄文土器 鉢

喬状突起 円孔下の刺突から

黄位沈線
堀之内1 6トレンチ 縄文土器

紹立刻み睦薪なぞる沈線

t線区画内磨消縄文LR
堀之内〕

縄文土器 鉢

1個 の円孔もつ突起 円了[周 囲の

花線が一部内面にのびる
堀之内1 Bトレンテ 縄文土器 鉢

黄位沈線間に連続刻み

策位沈線と弧状沈線
堀之内1

縄文土器 深鉢

コ縁部内折 口縁部外側肥厚し 中期末～

後期初頭下端が隆帯状になる
縄文土器 鉢

震状突起 円孔周りに円形貼付文と

を線 内面積位沈線
堀之内1 Aト レンチ 縄文土器 鉢

氏位沈線間に連続刺突

氏位沈線 磨消縄文RL
堀之内1

縄文土器 深鉢 貸位隆帯        1中 期末～後期初頭

縄文土器 深鉢

宦状口縁頂部に環状突起

ミtE側面に円孔 突起下端の

ま孔から沈練 内面盲孔

称名寺 3トレンチ
縄文土器 鉢

興状突起 日了しから横位沈線

その逆側にC字状と弧状の沈線

さらに横位沈線 突足部から

隆帯がこ下する

堀之内

縄文土器 鉢 1条の検位隆帯なでる沈線 堀之内1

縄文土器
黄位 縦位 孤状集合沈線

【画内縄文RL充填
堀之内1

縄文土器 深鉢

覚状口縁頂部の日形貼付文

ドら沈練 貼付文下に沈線

電文LR充 填

/1名 寺

縄文土器 皿状集合沈線 縄文LR充 填 堀之内1

縄文土器 鉢

震状突起 円孔上位に弧状沈線

勺面日孔下位に両端に日形

皓付文もつ沈線 口唇部に

雨端に盲孔もつ沈線

堀之内1 表採

縄文土器 91t

黄位沈線 弧状集合沈線

曽消編文RL
堀之内1 12ク リット

縄文上器 深鉢

支頂部に盲孔ある1対の小突起

(起から弧状の押圧隆帯が

こ右に垂下する

堀之内1 くなクリ,ト
縄文土器 鉢

Ⅲ状 斜行 縦位集合沈線

電文LR充 填
堀之内l 6トレンチ

縄文土器 鉢 突起部の円形則突から横位沈線 堀之内1 縄文土器 深鉢 1条 の沈線 区画内磨消縄文LR 堀之内1

縄文土器 深 鉢

貨頂部の小突起から口縁に沿つて

三右に微隆音がのびる
称名寺

縄文土器 鉢 突起部縦位沈線から横位沈線 堀之内1

縄文土器 鉢

笙帯片側をなぞる沈線

と画内縄文LR充 填
堀之内1

縄文土器 突起部盲孔から横位沈線 堀之内1 Bトレシ,

縄文土器 深鉢

]縁部内折 回唇部から斜位の

甲圧隆帯が左右にのびる
称名寺 縄文土器 鉢

小突起部縦位 横位の短い沈線

日形All突 から積t沈線
堀之内1 きく5,),

縄文土器

脅円状沈線区画内に円形刺突充填

青円区画から積位沈線と渦巻状

花線に扶まる斜行沈線

斗行沈線区画内に円形束1突

堀之内1

縄文上器 深鉢

瓜状の刻み隆帯 片脇に縄文駅

卜波状口縁? 口縁部内折
称名寺 4ケ

"1
縄文土器 鉢

]縁部内折 口縁に沿つた隆帯上と

ビ位に横位沈線 隆常下位に

t線さらに縄文LR充填

H面日形刺突から横位沈線

堀之内1 12ク リット

縄文土器 深鉢

口縁下積位の沈線と孤状の

沈線間に縄文LR
称名寺

縄文土器 鉢 ,粂 の横位沈線下に孤状沈線 堀之内1 Bト レカ

縄文土器 勢

I条 の積位集合沈線を3条の

斗行沈線が結ぷ
堀之内1

縄文土器 深鉢 口縁部肥厚 沈線区画内縄文哄 称名寺
縄文土器 鉢

ヨ縁部隆帯をなでる沈線

ヨ縁部内折 口縁に沿って積位沈線
堀之内1 6トレン

'

縄文土器
口縁部内折 口縁部下に横位の沈線

沈線区画内に縄文LR充填
称名寺 Aトレンテ

縄文土器 鉢 瓜状から縦位となる集合沈線 堀之内1 き3ク リゥト

縄文土器 鉢

子の下縦位の短沈線

冊かな縄文LR充 填
堀之内1

縄文土器 鉢 黄位と斜行する集合沈線 堀之内1

縄文土器 深鉢

コ縁部内折 沈線区画内に

篭文LR充 填
称名寺 Aトレンチ

縄文土器 鉢 黄位 弧状沈線 堀之内ユ

縄文土器 鉢 ヨ縁部内折 口縁に沿つて積位沈線 堀之均1 縄文土器 鉢 斗行 横位集合沈線 堀之内1

縄文土器 深勢 ]縁部内折 沈線区画 称名寺 Ⅲ2ケ リット
縄文土器 深鉢

H縁部内折 口縁に沿つて積位沈線

艇位沈線 縄文LR
堀之内1 う4ケ ウット 縄文土器 鉢

垂下沈線を上下2段の紡錘形

魔練が□む
堀之内1 34ク リット

縄文土器 深鉢

]縁部内折 波状口縁 日孔下

氏状 三角形上の沈線
後鶏前半

縄文上器 深鉢

ヨ縁部内析 日唇部に円形刺突から

策位沈線 沈線区画外に

替消縄文LR

堀之内1

縄文土器 鉢 室下する3条の集合沈線 FJI状沈線 堀之内1 12ク リット

縄文土器 深鉢 ]縁部肥厚する 沈線区画 称名寺 34ク リット 縄文土器 深鉢 室下 斜行する3条の細い集合沈線 堀之内1 Ⅲ4ク リット

縄文土器 深鉢

H縁部肥厚気味

ヨ縁部下 横位 弧状沈線
称名寺

縄文土器 深鉢 方形状の沈線区画 堀之内 1・ 2ク リット

縄文土器 深鉢

ヨ縁部内折 口唇部に円形刺突から

策位沈線 J字状沈線 縄文LR
堀之内1 Aトレ

"
縄文土器 深鉢

横位刻み隆帯 櫛歯状工具による

望下する蛇行条線
堀之内1 き4ク リット

縄文土器 深鉢

]縁部内折 種歯状工具による

艇位の条練
称名寺 34ケ リッ

縄文土器

口縁部から肥厚する 渡状口縁?

盲孔から2条の縦位沈線間に

磨消縄文LR

蠅之内1 く4
縄文土器 深鉢

績位刻み隆符

櫛歯状工具による弧状条線
堀之内 き く5

縄文土器 深鉢 ′列の連続円形刺突 称名寺

縄文土器 深 鉢 字状沈線区画外に縄文駅充填 称名寺 縄文主器 深鉢 節歯状工具による蛇行条線 堀之内ユ

縄文土器 深鉢 を線区画外に縄文LR充填 称名キ

縄文土器 鉢

口縁部内側に肥厚する

口縁に沿つて横位沈線

その下に連続する円形刺突

堀之内1 Aトレンテ

縄文土器 深鉢 節歯状工具による望下する蛇行条線 堀之内〕 4ク リット

縄文土器 深鉢 地線区画外に磨消縄文LR 称名寺 縄文土器 深鉢 0歯状工員によるこ下する蛇行条線 堀之内] き3ク リリド

縄文土器 深鉢 字状沈線区画外に縄文LR充填 称名寺 縄文土器 深鉢 市歯状工具による斜tの弧状粂線 蠅之内1 お5ク リット

縄文土器 深鉢 を練区画外に縄文LR充填 称名寺 縄文土器 口縁に沿って抑圧隆帯 堀之内1 34ク リ, 縄文土器 深鉢 0歯状工具による対弧状の条線 堀之内1 4ク リッ|

縄文土器 深鉢 瓜状の流線区画 縄文駅 充填 称名キ 4ケ リッ
縄文土器 鉢

惰円形状?の沈線内に連続する刺突

をなぞる楕日形状の沈線
堀之内J 12ク リ,

縄文土器 深鉢 0歯状工具による対弧状の条線 堀之内1 Ⅲ2ク リット

縄文土器 深鉢 1状の沈線区画 縄文LR充 填 私名キ 縄文土器 深鉢 0歯状工員による対弧状の条線 堀之内1 く4)リット

縄文土器 深91 tttEXE画   縄文LR売 填 称名寺
縄文土器 深鉢

口縁に沿つた徹隆紀常をなでる沈線

弧状沈線が重下し縄文LR充填
堀之内] 縄文土器 深鉢

,歯状工具による縦t 斜位 模位

)条線
堀之内1 Ⅲ2ク リッ|

縄文土器 深鉢 t線区画内に縄文LR充填 称名寺 Aトレンチ

縄文土器 深鉢 ,字状沈線区画内に縄文RL It名 寺
縄文土器 深鉢

]縁部外側に肥厚する

1唇部連続押圧
堀之内J

縄文土器 深鉢

“

歯状工具による縦t 斜位の条線 堀之内1

縄文土器 深鉢 1状の隆帝 称名寺 縄文土器 鉢 雪続爪形の束!突 3トレン
'

縄文土器 深鉢 1列の連続刺突 称名寺

縄文土器 鉢

(びれ部望直の円孔もつ小突起

突ヽ起両根1の 盲■から横位隆帯

Aぞる沈線 さらに2条の縦位隆帯

よぞる沈線

堀之内1 6トレンチ
鉢

宣状口縁 口縁部内側に三角形状に

堀之内1縄文土器 深鉢 t線区画内に連続刺突 称名寺 縄文土器 ]厚する 桁円形の沈線区画肉に

1形の刺突

縄文土器 深鉢

咀状 積位 縦位沈線区画

雪消編支LR
称名寺 1つ クリッ

縄文土器 鉢

記状口縁 内画弧状の隆帯なぞる

こ線
堀之内]

縄文土器 深鉢 を線 後期前半
縄文土器 鉢

くびれ部円形貼付文の両脇に縦位の

瓜状短沈線 さらに上にのびる隆帯
堀之内 1

縄文土器 深鉢 H縁部内折 積位押圧隆帯 後期前半
縄文土器 鉢

ユ縁部内折 H縁に沿った沈線から

斗位に垂下する刻み隆線
堀之内 Ⅲ2ク リッ

縄文土器 深鉢 ]縁部内折 積位押圧隆常 後期前半
縄文土器

]形貼付文脇にFJI状 沈線

資位の沈線
堀之内1

縄文土器 深鉢 ]縁部内折 横位押圧隆帯 後期前半 縄文土器 鉢 ア字状に霊下する刻み隆線 堀之内 イを,リッ

縄文土器 深鉢 ヨ縁部内折 棋位押圧隆帯 後期前半

縄文土器

くびれ部3条の横t集合沈線

その上に2個の8字状貼付文

と付文起点に弧状の集合沈線

堀之内1 34ク リッ
縄文土器

条の横位刻み隆線路ぐ8字状貼付又

占付文からこ下する集合沈線
堀之内2

縄文土器 深鉢 H縁部内折 穣位押圧隆帯 後期前半

縄文土器 深鉢 ]縁部内側に肥厚 横位押圧隆帯 後期前半 34ケ リット 占付文両脇の円形貼付文から

子れぞれ刻み隆線がV字状にのびる
縄文土器 深鉢

ヨ縁部わずかに内折

麓t伸に確幣
後期前半

縄文土器

貰位の刻み隆線をなぞる沈線上に

占付文 そこから上下に隆線

丼行する集合沈線

堀之内1

縄文土器

簑位の刻み隆線状に8字状貼付文

縄文土器 深鉢

ヨ縁部わずかに内湾

策位押圧隆帯
後期前半 Aトレンチ

巨脇の円形貼付文から広がりながら

:方にのびる刻み隆線

堀之内2

縄文土器
(ぷれ部円形貼付文から横位沈線を

十条の弧状沈線 磨消縄文LR
堀之内1

縄文土器 深鉢 黄位押圧隆帯 後期前半 12ク リット 縄文土器 下する刻み隆線 堀之内 34ク 'ウリ

縄文土器 深鉢 策位押圧隆杵 後期前半
縄文土器

1余の摂位沈縁

七練間に連続円形刺突
堀之内1

縄文土器 鉢 美位刻み隆線から内湾する胴下部 堀之内 Ⅲ2ク リッ

縄文土器 深鉢 策位押圧隆帯 後期前半 12ク リリト
縄文土器 深銘

茉位の楕円形区画 方形区画内に

三角形状の沈線区画 縄文LR充填
堀之内2

縄文石器 深鉢 策位押E隆帯 後期前半 き4ク リット
縄文土器

1粂の横位 縦位 弧よ沈線

氏状沈線区画内に縄文駅
堀之内1

縄文石器 鉢

棗状突超 円孔周りに4個 の盲孔

口縁に沿つて沈線 外側に張り出す 堀之内l く4ケ リ,ト

縄文土器
]縁部内折 環状突起

面ヽ円孔脇の盲孔から沈
堀之内2 き5ク リット

縄文土器
t線間に連続廉1突起

咀状沈線区画内に縄文駅充填
堀之内1

突起に垂直な円孔
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種別 器種 文様 調整 備考 也上位遷 種別 器種 文様 調整 備考 出上位置 器種 文様 調整 備考 出上位圏

縄文上器 鉢

ユ縁部内折 小突起部に縦位の

こい沈練 その両脇に円形茶I突 堀之内2
縄文土器 深鉢

ヨ縁部内折 波状回縁?

策位3条の平行沈線
堀之内2 縄文上器

貢位隆線と斜行沈線で区画

馬文LR充填
堀之内〕

1根 1の盲子とから口縁に沿つて沈線

lle文 土器 深鉢

ヨ縁部内折 2条の横位沈線下3粂の

と線で三角形等の幾何学文を描く

電文LR充填

堀之内2
縄文土器

頃部横位沈線 弧状 糾行沈線で

登画 縄文LR充填
堀之内2

縄文土器 鉢

ユ縁部内折 内面突起部盲孔から

ユ縁に沿って沈線
堀之内2

縄文土器 瓜状沈線で区画 縄文LR充填 堀之内2

縄文土器
司面突起部縦位沈線と並ぶ盲孔から

ユ縁に沿つて沈線
堀之内2 縄文土器 深鉢

ヨ縁部内折 2条 の横位沈綜下2～3

ご菱形等の幾何学的文様を描く
堀之内2 き5 縄文土器

黄位 Hl状  斜行沈線で区画

“

い小さな積位の連続刻み
堀之内2

縄文土器 鉢 H縁部内折 内面小突起部に盲孔

縄文土器 深鉢

]縁部に沿った横位沈線下2条 の

堀之内2
縄文土器 深鉢

黄位沈線の下 2個 の8字 貼付文から
堀之内2

縄文土器 鉢

ユ唇部押圧部分の小さな盲孔から

ユ緑に沿って沈線

Iら にその下横位沈線

堀之内2

t線 で三角形?当 の幾何学的文様を

笛く

1条 の横住沈線

縄文土器 簸常と沈線で円文等括く 堀之凸2

縄文土器 深鉢

]縁部内IFT 2条 の横位平行沈線

にヽ極ldい 縄文LR充填
堀之内2 3トレンチ

縄文土器 七線で渦巻文 幾何学的文様を描く 堀之内2 え5ク リ,「

縄文土器 ]縁に沿つてつ条の沈線 堀之内2

縄文土器

]縁部内折 横位平行沈線岡に

t線で三角形を描き内部と斜行

t線で充填

縄文土器 深鉢 可面重粋状の沈線 堀之内2 Ⅲ2ク リ′ 縄文土器 深鉢 ]縁部内折 2条 の平行沈線 堀之内つ 堀之内2

縄文土器 鉢

E下する刻み隆線と横位刻み隆線

:の交差点に3字状貼付文
堀之内2

縄文土器 深鉢 ]縁部内折 堀之内2

縄文土器 深鉢

]縁部内析 口巖下横位沈線

耳形貼付文から縦位 糾位の刻み

蟹帝が垂下する

ぅう1条の斜位刻み隆帯剥落か?

堀之内2
縄文土器

Z条の平行沈線間を沈線で菱形

三角形に区画し 円形 半円形を

苗く 縄文LR充填

堀之内2縄文土器 桁 沈線間に縄文LR充填 堀之内2 Ⅲ4ク リッ

縄文■器 鉢 廷位 弧状集合沈繰 LR充填 堀之内2

縄文土器 鉢 再面縦位短沈線から横位沈線 堀之内2 Aトレンチ 縄文土器 1えク,,ト

縄文土器 深鉢

に状口縁 波頂部の小突起から

ヨ状小突起まで回唇部短沈線 ?条
` 堀之内2 1ト レンチ

深鉢

]縁部内折 小突起? 積位刻み

奎常に8宇貼付文 魅付文の上短い

t線 貼付文避ける沈線と横位

t線間に縄文Lミ充填

可面小円形刺突をめぐる弧状沈線

堀之内2

縄文土器 う5ク リット

縄文主器 後期 え5ク リット

煮位刻み隆線にS字貼付文斜行平行

t線間に絡文

縄文土器 縄文土器 後期 き3ク リット

縄文土器
削ヽり口縁 3条の横住平行沈線間に

縄文土器 深鉢

筵状口縁 口綴内折 2条 の口縁に

よった刻み隆線 その下2条の沈線F

と縄文LR充亀充填し三角文を描く

堀之内2 1えケリッ|

モ文LR充 填 内面2条の積位平行沈線

縄文土器 深鉢

]縁部内折 2条 の刻み隆帯を路ぐ

字貼付文と円形貼付文 沈線で

三角形等の幾何学的文様

電文駅 充壊 168と 同一個体

堀之内2
l.B文 土器

コ縁極短く内折 4条 の積位平行沈線

尤線間に1列の連続する小さな

¬形刺突

力H曽不可Bl

深鉢

]縁部内折 小突起部に縦位沈線

縄文土器 〈起下の縦位3個の日形貼付文から 堀之内2

縄文土器
口縁部内折 横位沈線 ノ字沈線

円文を日むlt状沈線 縄文LR充填
加曽利Bl 47〕 ット

条の横位刻み隆線
縄文土器 深鉢

67と 同一個体沈線で幾何学的文枚

とく 縄文LR充填
堀之内2

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 縦位3個の円形魅付文

ドら横位刻み隆線
堀之内2 Ⅲ2ク リサI 縄文土器

,条 の横位平行沈線 縄文LR充填

瓜状沈線の区切り
加曽利BI

縄文土器 深鉢
(位刻み隆帯 弧状の沈線

ζ画外縄文駅充填
虎之内2 12ク J

縄文上器 深鉢

卜突起下に縦位に4個 の円形貼付文

ダブル8字貼付文)か ら積位刻み睦帯

氏状沈線区画内に縄文駅充填

司面小突起から

堀之内2 Ⅲ2ク リッ

縄文土器
喬状把手にS宇貼付文縦位の透し孔

ヨ部沈線で区画文
力H曽不可Bユ Aトレンチ

縄文土器 深鉢 定線で幾何学的文様描く縄文LR充填 堀之内2

縄文土器
2条の沈線間に沈線で渦巻?枠状文

描く 縄文RL売填
堀之内2 縄文土器

雫起頂部に渦巻き沈線

(起 下部円形の沈線
加曽オIBl

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 2条の横位の横長刻み

を帯に8宇貼付文
堀之内2

縄文土器 黄位沈線 枠状の沈線 縄文哄 充填 堀之内2

縄文土器
従位 横位の楕円状沈線

こ画内に細かな刺突列
縄文土器 深鉢

,条の沈線で三角形描営ほ画内斜位θ

を線 区画外縄文LR充填
堀之内2

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 2条 の横位刻み隆帯

とに8字貼付文
堀之内2

縄文土器 策位沈繰嶺位連続小きな円形則突 カロ曽イJBユ

縄文土器 深鉢
黄位沈線 弧状沈線で区画

至画内極細い縄文LR充填
堀之内2

縄文土器 策位沈練沈線間に斜めの沈線充填 力H曽蒸lBl く4ク リッ

縄文土器 深鉢

]縁部内折 2条の積位蕨1み隆線上

宇貼付文
堀之内2 き3ク リット

縄文土器 浅鉢 R鉢 口縁部直線的に力Π工後平滑化 後期

縄文土器 深鉢 を線で幾何学的文描く 縄文IR充填 堀之内2 3ト レシナ 縄文土器 浅鉢 《文所語粗製上器 後期 4トレ
"

縄文土器 深鉢

え状口縁 口縁に沿つて2粂 の

1み隆帯
堀之内2 お5ケ リット

縄文土器 深鉢 花線で菱形? 弧状を描く縄文LR充 班之内2

縄文土器
目代底 2本越1本潜り

黄条間隔あり 素材細い
後期 Bトレンチ

縄文土器 深鉢 黄位沈線 孤状沈線 堀之内2

縄文土器 くびれ部に2条の刻み隆帯 堀之内2 Bトレンチ
縄文土器 深鉢

ナ条の横位沈線の上

花線で幾何学的文描く 縄文LR充 填
堀之内2 縄文土器 深鉢

旧代底 2本越1本潜り

黄条間隔あり 素材細い
堀之内

縄文土器 深鉢 ]縁部内折 2条 の横位刻み隆帯 堀之内2

縄文土器 深鉢
]縁部内折 横位刻み隆帯上に

字貼付文 8字貼付文を迷ける沈線
堀之内2 縄文土器 深鉢

[禄 で幾何字的文糠描く

零文LR充填
堀之内2 縄文土器

網代底 2本越1本潜り

黄粂間隔あり 素材細い
後期

縄文土器 深鉢

耳縁部内折 横位刻み隆帯上に

字貼付文 8字貼付文を避ける沈線
堀之内2 4ク リット 縄文土器 深鉢

隠文LR力 S充填される積位2条の沈線

下細い沈線で幾何学的文様描く
堀之内2 縄文土器 深鉢

網代底 2本越1本潜り

横条間隔あり 素材細い
後期 4ト レ

"
縄文土器 深鉢 鷺位刻み隆線上に8字貼付文 堀之内2 2,リ ット

縄文土器 鉢

策位刻み隆線下2条 の積位沈線内に

電文LR充填
妃之内2 縄文土器 不明

召代底 2本越1本潜り

黄条間隔あり 素イ細い
後期 き3ク リット

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 横位刻み隆線上に

字貼付文
堀之内つ

縄文土器 深鉢 E手小さな円形刺突を充填 堀之内2 Aトレンチ
縄文土器

注口

土器?

目代底 ?本越1本音り

黄条間隔あり 素財細い
後期 Ⅲ2ク リット

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 横位刻み隆帯上に

旨円形貼付文
堀之内2

縄文土器 深鉢 ]縁部内析所語粗製土器 後期前半

縄文土器 深鉢 ]縁部内折所語粗製土器 後期前半 Aトレンチ
縄文土器

側代底 2本越1本潜り

策条間隔あり 素材細い
後期

縄文土器 深鉢

コ縁部内折 横位刻み隆帝

黄位沈線編支LR充壊
堀之内2

縄文土器 深鉢 H縁部内折所謂粗製土器 後期前半

縄文土器 深鉢 ヨ縁部内折所謂粗製土器 後期前半
縄文土器

目代底 2本越1本潜り

裁条間隔あり 素材細い
後期

縄支上器 深鉢

コ縁部内折 積位刻み隆線

J条沈線間に縄文RL充填弧状の沈線
堀之内2

縄文土器 深鉢 ヨ縁部肥厚する所謂粗製土器 後期前半 く5,),

縄文土器 深鉢 千謂粗製土器 後期

縄文土器
と口

土器?

目代底 2本越1本潜り

黄条間隔あり 素材細い
後期 こ4ク リッ

縄文土器 深鉢 コ縁部内折 横位刻み隆線 横位沈線 掘之内2 縄文土器 深鉢 F語粗製土器 後期

縄文土器 深鉢

黄位刻み隆線

勺面2条の積位沈線
堀之内2

縄文土器 深鉢 F語粗製土器 後期
縄文土器 不明

岡代底 2本越1本潜り

策条間隔あり 素材組い
後期 6トレンチ

縄文土器 深鉢 FttII製 土器 後期 き4

縄文土器 深鉢 黄位刻み隆帯 内面横位沈線 堀之内2 縄文土器 深鉢 折謂粗製土器 後期 き4
縄文土器

目代底 2本越1本潜り

識条間隔あり 素材細い
後期 12ク リリ

縄文土器 深鉢 口縁部内折 横位刻み隆帯 堀之内ワ 縄文土器 深鉢 折調粗製土器 後期

縄文土器 深鉢 策位刻み隆帯 堀之内2 6ト レシ, 縄文土器 深鉢 折謂粗製土器 後翔 6トレンチ
縄文土器

目代底 2本越1本漕り

黄条間隔あり 素材細い
後期

縄文土器 深鉢

口縁部内折 横位隆帯

僕位沈線下 同心円状 枠状の沈線
堀之内2 き く5 縄文土器 深鉢

勺面波状曰縁 頂部に縄文LR充填の

後期

縄文土器 深鉢
冊代底 2本越1本潜り

美条間隔あり 素材細い
後期 Aトレ

"

縄文土器 深鉢

炭状 lH縁 頂部に円文貼付

内面突起下に円形貼付文

外面突起下に付け春えした痕跡ある

8字貼付文から横位の細い隆線

堀之内2

縄文土器 深鉢 僑状把手 日縁頂部に孤状沈線 堀之内

縄文土器 深鉢

僑状把手の下端に円形刺突把手から

,央に沈線もつ弧状隆帯垂下する

た線区国内に縄文

堀之内
縄文土器

ヨ代底 2本越1本音り

策条間隔あり 素材細い
後朗

縄文土器
目代底 2本越1本渚り

資条間隔あり 素材細い
後期
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種別 器種 文様 調整 備考 出上位置 種別 器種 文様 調整 脩考 出上位置 種別 器種 文様 調整 僑考 出上位暦

縄文土器
注目

土器?

円代底 2本越1本港り

黄条間隔あり 素II細 い
後期 4ケ リッ 縄文土器

円代底 2本越1本活り

崇条間隔あり月1の編物重なる
後期

縄文

土製品 円板

口縁部片加工全月研磨

長辺32短辺25器厚08
後期

縄文土器 不明

個代底 2本越1本潜り

貨条間隔あり 素材組い
後期 4トレンチ 縄文土器 深鉢

周代底 1本越1本潜り

氏条 縦条間隔あり
後期

縄文

土製品

L器ナ

円板

同部片加工 敷打 刷離痕

]径 35 器厚 11
後期

縄文上器 鉢 ?
個代底 2本越1本潜り

黄条間隔あり 素材細い
後期

縄支土器 深鉢 円代底 2本越2本潜り間隔密 後期 縄文

土製品 円板

同部片加工 敲打 別離痕

]径 35 器厚 07
後期 き4ク リット

縄文土器 深鉢 円代底 3本越2本潜り間隔密 後期 か5ク

'ッ

ト

縄文土器 不 明

悩代底 2本越1本漕り

黄条間隔あり 素材細い
後期 く4ク リッ

縄文上器 目代底 8本越3本潜り間隔密 後期 縄文

土製品

Ltth

円板

同部片加工 融打 則離痕

ヨ径 33 器厚 OS
後期 1えケ,ット

縄文土器 目代底 3本越3本港り間隔密 後期 12,,ッ I

縄文土器 深 II

電代底 2本越1本潜り

資条間隔あり 素材細い
後期 き4ク リット

縄文土器 目代底 4本越2本音り 後翔 く4ク ,引

縄文

土製品

土器片

円板

煮部片加工 蔵打 則離猿

目代底 編み方不明

ヨ径 30 器厚 10

後期縄文土器 憫代底 2本 1組で2組越2紐清 り 後期

縄文土器
注 口

土器?

葺代底 2本越1本潜り

資条間隔あり 素材細い
後期 く5ケ ), 縄文土器

岡代底横条2本 1組

従粂1本編み方不明
後期

縄文

土製品

土器片

円板

同部片加エ ー部研磨痕

ヨ径 30 器厚 03
後期 き4ク リット

縄文土器
電代底 2本越1本漕り

k条間隔あり 素材lmい
後翔

縄文土器 目代底 1本越1本潜り? 後期 Ⅲ2ク リッ

縄文土器
目代底縦条と横条の素材が

肇なっている3本越1本潜り
後翔

縄文

土製品

土器片

日板

同部片加エー部研磨痕

ヨ径24 器厚07
後期 き4ク リット

縄文土器
目代底 2本越1本潜り

睫条間隔あり素材細い
後期

縄文土器 目代底 複数の編み方不明 後期 縄文

土製品

土器片

円板

同部片加エ ー部研磨痕

ヨ径 20 器厚 08
後期

縄文土器
凰代底 2本越1本活り

黄条間隔あり素材細い
後期

縄文土器 先端丸い工具?の圧痕 後期 6トレンチ

縄文土li 深鉢 卜葉痕 後期 34ク 1, 縄文

土製品

上器片

円板

胴部片加工沈線縄文

全同研磨痕 口径 23 器厚 08
後期 く4ク リット

縄文土器 鉢?
網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い他に2本越1本潜りが重な招
後期

縄文土器 深鉢 木葉痕 後期

縄文土器 深鉢 木葉痕 後期 く4ケ リッ 縄文

土製品

土器片

円板

ハート形 深鉢胴部片加工

全周研磨 V字先端表面に浅いlRり
後期 き3ク リット

縄文土器
岡代底 2本越1本漕り積条間隔あり

終材組い他に2種類の編物が重なる
後期

縄文土器 不 明 後期

縄文土器 不明 後期 2ク リッ 縄文

土製品

不明 右上部を欠く 焼成前に両側から

穿孔 長さ45 幅 23 厚さ 16
後期? 2ケ リッ

縄文■器 不明

鱈代底 2本越1本漕り横条間隔あり
後期

縄文土器 不明 木葉猿 後期 卜4ク リッI

材細い他に3種類の編物が重なる 縄文土器 不明 木葉痕 後期 き4ケ リッ 縄文

土製品

不明 ヨ形 下面に突起 側面の狭り状の

部分は使用による磨滅か?
後期?

縄文土器 深鉢
網代底2本越1本潜り検条間隔あり

素材細い他に2種類の編物が重なる
後期 4ク リット

縄文土器 欄代底 編み方不明 後期

縄文土器 斜位2列の連続円形刺突 縄文

土製品

陽形

ヒ製品

小面丁寧に調整

)2■ 6に形状類似する
後期?

縄文土器
注 目 網代底 2本越2本構り条開密

素材細い
後期 Aトレンテ

縄文土器 ミニュチュi 後期

土器? 縄文

土製品

鮮?胴部片加工 焼成後内外面から

穿孔 弧状 渦巻文の集合沈線
堀之内1

縄文

土製品

陽形 +面全面丁寧にミガキ

)2■ 6に形状壊似する
後期?

縄文土器 不明 個代底 2本越1本潜り検条間隔あり 後期 L製品

縄文土器 不明 劇代底 2本赳1本楢り積条間隔あり 後期 縄文

土製品 片円板

衆鉢胴部片加工 焼成後内外面から

宇孔 集合沈練 縄文LR
堀之内1

縄文

土製品
土偶

斜め上方に首を突き出した形でY宇

隆帯で層と革を、 口は透し孔で、

日は沈線で表現する。 顔と頭部

境の隆帯は,冒子をかぶつたような

形である 突起状の頭頂部から

貫通孔 孔を交点として平行沈線内

に小円形刺突のX字文が施文される

後頭部に2条 の沈線 長さ7 6rm幅 47c

堀之内

縄文土器 不 明 倒代底 2本越1本潜り横条間隔あり 後期 1えケリット

縄文土器 鉢 翻代底 2本越1本潜り横条間隔あり 後期 縄文

土製品

宋鉢胴部片加工

尭成後内外面から穿7[

く4ク リッ
縄文土器 深鉢 網代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後期 6トレンチ1

縄文土器 不明 偶代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後期
縄文土器 鉢 院成後内外面から穿孔 無文 Aト レン,

縄文土器 不明 召代底 2本越 本潜り横粂間隔あり 後期 Ⅲ2ク リッ「

縄文土器 不明 制代底 2本越 本格り横条間隔あり 後翔 1えクリ, 縄文土器 鉢 完成前内外面から穿孔

縄文土器 不明 電代底 2本越 本楷り積条間隔あり 後期

浅鉢

口径(144)底径 60 器高 93

無文 網代底 2本越2本渚り

機条間隔あり

厚さ5 3cn

縄文土器 不明 電代底 本潜り横粂間隔あり 後期 Aト レンチ 縄文土器

縄文 衛型

土偶

∝が相円形で平らな安定した脚部

甍に孔径05c皿深さ5c■脚部中ほど

こ孔径0 2cmと 0 3cm深さlcmの 2個の婆

則立 洸活く82c

陛
仔しがある笞

d〉幅55cm厚

縄文土器 本潜り積条間隔あり 後期

縄文土器 深鉢 目代底 本港り横条間隔あり 堀之内
縄文

土製品

底部敲打 採I離痕

網代底 2本越1本音り素材lIIい

口径 73器厚 07

後期

主製品 :周する

ざ5 1cm

縄文土器
置代底 2本越1本潜り横条間隔あり

後期 き2ク リッ|

旧の編物重なる

縄文

土製品
土偶

足底が楕円形 平らで安定した脚部

上端に孔の一部が見られ、上部と

内側に接合部位の刹れた痕

足底は2本越1本潜り

素材の細い網代痕長さ6 5cmttScm厚

堀之内

えメリット

縄文土器 目代底 2本越1本潜り積粂間隔あり 後期 34ク リッI 縄文

土製品

土器″ 深鉢胴部片 藪打 刷離痕

口径 65 器厚 09
後期 4ケ ,ゥ ト

縄文土器 岡代底 2本越1本港り横条間隔あり 後期 34ク リリI

縄文土器 深鉢 悩代底 2本越1本漕り積条間隔あり 後期 縄文

土製品

土 深鉢胴部片 蔵打 則離痕

口径 52 器厚 13縄文土器 深鉢 目代底 2本越1本活り
'槙

条間隔あり 後期

縄文土器
用代底 2本越1本潜り

策条間隔あり房1の編物重なる
後期

縄文

土製品

士 深鉢胴部片敲打 則離痕

口径 50器厚 11
土師器

イ

内斜口縁 調整が手づくね様

日縁部機ナデ 体部内外面ナデ

底部外面外周ヘラケズリ

ロ径(115)底径54 器高54

古墳後期 き4ク リッ|

縄文土器 深鉢

円代底 2本越1本潜り

黄条 縦粂間隔あり
後期

縄文

土製品

深鉢用部片蔽打 泉1離痕

微隆帯 口径43 器厚10
堀之内1 ,ゝ 5ク',,I

縄文土器
岡代底ワ本越1本楢り

黄条聞臨あり縦条交互に2本 1組
後期

縄文

土製品

宋鉢胴部片敲打 則離痕

電文LR 口径 38 器厚 12
中期～後択 き4ク リサI

土師器

日縁部内外面積ナデ 内面ナデ
体部外面ヘラケズリ

ロ径(110)底 径(70)器高 72

古墳後期

縄文土器 不明 目代底 2本越1本清り間隔密 後期 縄文

土製品

に鉢】同部片剥1離 痕

一部研磨口径40器厚10
後期 き4ク リット

縄文土器 不明 目代底 2本越1本活り間隔密 後期 1えクリット
須意器 イ

蜃部外面手持ちヘラケズリ

重径(90)器高く16〉

縄文土器 不明
網代底 2本越1本活り

策秦問踊あり房Jの編物重なる
後剰

縄文

土製品

■ 器′ k鉢胴部片

苫周研磨痕 口径36 器厚 10
後期

須恵器 有台舅 勺外面ロクロ,デ  高台貼付 平安

縄文土器 不明

目代底 2本赳1本潜り

黄条間隔あり71の 編物重なる
後期 き4ク リット

縄文

土製品

器P 【鉢胴部片 両側面研届痕

H径 45 器厚 05
後期 き4ケ ,ッ ト

土師器 必 勺外面ロクロナデ底都右回転糸切り 平安

布目瓦 平瓦

Щ面剣落著しいが、一部に布目痕

ら面格子賊き虐
平安

器 種 素 材 所 出上位遺 器 種 見 出上位置 器 種 1素 財 1   所     見 出上位置

石鏃 灰色チャー ト 165)く 14〉 く0ゆ く103〉 先端欠損 く 4 黒曜雁 く 4 二次加工のある雰1片 粘板岩 281304147工哀に二次加工痕

石鏃  1黒曜猛 15)(14〉 く0ゆ 〈082)上部～右側欠損 3ト レンチ 百鏃 黒曜π 13)(10)02(021〉 左脚部先端欠損 二次加工のある票1片 灰色チrト 252107366上 部に二次加工痕

石鉄  1黒曜猛
赳雛の粗いことから末製品と思われる

Bト レシチ検出面
石 鏃 黒色緻密安山岩 |(17)(13)(025〉 く027〉 左脚部欠損 | く4 祟1片  1黒曜石 自然面残る則片

石鉄 黒曜Z き 4Ⅳ層 二次加工のある票1片 黒曜石 上下に二次加工猿 34列

石鏃 尺色チャー ト け4 Ⅳ層 百鏃 黒曜7 1〉 く075)く 03)く 054)上部欠損 二次加工のある票1片 黒曜石 き く5

傷色チャー ト 26)(21)〈 06〉 (351〉 上下欠損 12列
楔 黒曜Z

呵極からの打撃 楔として使用か
12列

二次加工のある録1片 褐色チャート 1310025028下 部に二次加工疲 く 4

石鏃  1黒曜κ 90803042末 製品? か 3Ⅳ層 泉1片 赤褐色チャート 322107335 検出面 Bトレンチ

石鏃  1黒曜猛 10〉 (10)(02〉 (019〉 基部欠損 34テ」 二次加工互

ある則片
黒曜え

:裏に二次加工痕

82405207
検出面 Aト レンチ

永I片  灰色チャー ト 1201705193自然面残る刹片 検出面 B卜

"チ
石鏃  1黒曜を I〉 (16)05く 132〉 右脚部火損 き 4Ⅳ層 削器 輝石安山岩  15486085342正面に自然面残る
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A地区

第23表 A・ B地区遺構外出土遺物観察表

器 種 見 出上位遭 器 種 素 材 出土位置 器 種 素 材 出上位置

石核

褐色 17836837165  多方面から

町離があり■面に対して鈍角になり行き詰

34列
磨製石斧

灰岩

(67)く 40〉 〈25)(■ 146〉

下部欠損 整形のための献■痕残る
く 5 ry層 敲石 砂岩

(69〉 〈58)〈 16)く 6204)

左側～下側欠損 右側に敲打痕
Aト レンチカクランN

打製石斧 128551612837刃 部に磨潔使用痕 Ⅳ層

磨製百倫
灰岩

(■ 7)(29〉 〈15)(3531)

刃部欠損 整形時の敲打痕残る

軍石多

山岩

(74〉 〈78)〈 32)(24600〉

正面に敲打痕 下部欠損
Aトレンチ

打製石斧
山岩

88〉 〈58〉 (13〉 (7070〉 上部欠損

曽滅した面の上に剥離あり 再生して使月
磨石

(75)86(67〉 (61946)

下部欠損 正裏 右狽上にすり面
12テ」

臣石歩

正面に2ヶ所ずつの凹み 周囲に厳打痕
き く5

打製石斧
山岩

1228111489   打倫の

,1辺 の一部と思われる正面は自然面か

山岩

磨石
山岩

32

全体に滑らか すりによるものか
く 4 石 皿 砂岩

(78〉 〈32)(27〉 〈17109〉 被熟あり(右

半部 黒褐色化)左根1を 残し欠損か裏面の

3 4列

打製石斧
(44〉 く50)〈 19〉 (3801〉

下部欠損 両側に着柄痕

損状態不明

磨石 霞石安山岩P5694841552正 墓にすり面 12列
台石

炭黙あり(正面黒化)正面が使用面
え 5Ⅳ 層

打製石斧
零T雪 3

山岩

52〉 く59)く 13)く 5898〉

E裏 に節理面残る 右根1に 着柄痕(つ ぶれ)

Ⅲ2列
磨石 録石 山岩 10658128799正 面にすり面 Aト レンチカクランN

華石多

山岩 震熱あり?(全 林に黒イヒ)正面 両側にすり

合石 軍石安山岩1217159582540正 面が使用面 | ぇ 9

打製石斧 軍石安山岩 46)(46〉 (14〉 (3379〉 下部欠損
凹石

a60)く 154〉 〈124)く 3870)

一部剥落 正裏に凹 使用痕
打製石斧

山岩

(72〉 く55)(23)(12838〉

上部欠損 刃部に使用による磨滅
磨 敲石

安

山岩 正面中央に蔵■痕 正夏にすり面
台石

暉石タ

山岩

(99〉 (149〉 〈23〉 〈54839〉

全周欠損 正面が使用面
2トレンチ

打製石斧

(未製品)

砂岩

67〉 律6)〈 15)(6845)

E面 に節理面残る 上下欠損
磨石 砂岩

(57)(78〉 (19〉 く10666)

被熟あり(正面黒化)正蔓にすり面
台石

輝石グ 69〉 〈99)く 33〉 〈28946)

貨熟あり(舅面黒化)正面が使用面
2ト レンチ

打製石斧 砂岩

68〉 く45)(15)(5248〉

F部火損 正面に自然面残る
34列 磨石 砂岩

正夏にすり面 周囲は使用痕か?

山岩

合石片?
輝 83)〈 96〉 く08)(7702〉

営周欠損 表画が滑らか
2トレンチ

打製石斧
(42〉 く34)〈 16〉 〈2972)

上下欠損 正面は飾理面が

磨石 砂岩 140205485正 褒にすり画 Aトレンチカクラン

砂岩 '145133449 
正面にすり面

友熟あり?(正面 黒化および赤化)

え 5 砥石? 砂岩

225)く 94〉 (20〉 〈40617〉 被熟あり?

盛面黒化)右 側～裏面欠損砥石と思われる
打製石斧

(68〉 く60)く 24〉 く12665〉

上下欠損 正面に自然面残る
く 4

磨 蔵石 輝石安山岩 03876174051正 面に蔽打 ミとすり面 |お 8
V_石 砂岩

60〉

“

2〉 (25〉 〈7207〉

:下～嘉面欠損 砥面数4
12列

打製石介
(00〉 〈53)(13〉 く7436)

上下欠損 正面と右側は節理面か
34列 磨 蔽石

輝石デ 12489〈 58〉 〈84471〉 裏面一部欠損

正蔓にすり面 正面と周囲に敲打痕 編物石 砂岩 435227703右 側に明際な棋り Aド レンチカクランN
打製石斧 軍石安山岩 146〉 く49〉 〈13〉 〈5459)上下欠損 AトレンチカクランN

磨 敵石
山岩 正面にすり面 下端部に蔵打猿

12列 磨石 軽石
E面に条痕 全たにすり

お 4

磨製石斧
山岩

60〉 く63)く 10〉 (3969)正 裏とも下側I

営滅があることから石斧の刃部と思われ′
磨 敲石

預

:下端部に散打痕 正面にすり面(接痕あり

豪泥月 228371929136被 熱あり∝赤化お

よび黒化)上下端部は欠損か使用痕か不明
3トレンテ

転用敲石

磨製石斧 緑岩 千れ面に敲打痕 久損後散石として使用メ
磨 敲石

角関7

安山痒

18602823447 被熱あり?(全体に

R色 および桐色化)正裏にすり面周囲に蔵十

百綽 215〉 (39〉 く32)(41658)一部欠損 え 5

41)(54〉 〈20〉 〈7006〉 上部欠損 丁痕 36〉 〈70〉 (35)く 9306〉 周囲～裏面久損

磨製石斧
灰岩

一部を残し表面則離 刃部先端が敲,状 イ

貸れる こ次的使用か
磨 敲石

安山昇 こ裏にすり面 左側に敲■痕
Aト レンチカクランN

石終 47〉 〈28〉 〈26)(4144〉 上下欠損 34列

砂岩

,22603455正 夏とも擦痕残る

I孔 は両面から穿孔(7し径 03～ 041
トゝレンチ こ12

磨製石斧
灰色 15〉 (29〉 〈12〉 〈577〉

ヨ囲～裏面欠損 擦痕あり
磨 磁石 砂岩

E面 に条痕様のすり 縁辺に撤打痕
く 4

鉄製品 角釘 5(伸 ばして)O?Oヱ 532ほぼ完形 Aト レンチカクラシN
磨製石斧 写英閃緑岩k68〉 徹0)(25〉 (7096〉 上部～右根I欠損 |か 2

磨 敵石
暉石多 2 47 27 13329

]囲 に敲打痕 正裏にすり面
6ト レンテ

鉄製品 角軸 071331上 下欠損 AトレンチカクランN

磨製石斧
兼色法

灰岩

(74)〈50〉 (19〉 く13332)

刃部欠損 擦痕顕著 基部面取り状に加E

き く5
古銭 「賞永通宝J Bトレンチ

磁石? 砂岩
貨熱あり? 縁辺の則離は被熱によるもの

3・4列 刀子

■6〉 1406(刃 身部)12(環 状部)〈 2318〉

珂端欠損 中央に環状部品残る     | 5トレンテ

B

種別 器種 文様 調整 備考 彗上位置 種別 器種 文様 調整 備考 日上位置 種別 器種 文族 調整 備考 日上位置

縄文土器 と ロ 喬状把手 無文 後翔 13),,ト

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 突起中央2条 の縦位沈

婁脇の円形刺突から横位沈線
堀之内1 す11,,〕 ト

縄文土器 深勢 略 状沈線区画内に縄文LPN充填 堀之内1

縄文土器 深鉢
支状口縁 微隆起帯文下に縦位弧状

t線 地文縄文駅

中期末～

後期初頭

縄文土器 深鉢 建下する縦位 斜行沈線 堀之内ユ IIり ,,ト

縄文土器 深鉢

]縁部内折 小突起から左右に

資位沈線
堀之内1 す11,J,ト

縄文土器 深鉢 従位刺突列 後期前半

縄文土器 深鉢
R状微隆帯文をなぞる沈線

也文縄文LR
称名寺 し12,,,I

縄文土器 深鉢 三十稲場

縄文土器 深鉢

コ縁部内折 口縁下隆帯に縄文RL

勺画小突tE部に盲孔
堀之内1 10トレシ,

縄文土器 深鉢 節歯状工具による弧状沈線 堀之内1 B地区

縄文土器 深鉢

t線 もつ橋状把子 中央に円孔左下

こ円孔 右に円形刺突からの沈線内

こ縄文LR 内面吸盤状の波頂部から

t線 円孔の両端に円形刺突

称名寺

縄支土器 深鉢 卸歯状工具による縦位の蛇行条線 堀之内1

縄文土器 鉢

口縁部内折 小突起中央の日▼とから

lA位沈線 突起下に8宇状貼付文

内面小突起に日形刺突

縦位と横位沈線

堀之内1

縄文土器 深鉢 検位押圧隆帯 後期前半 「11,,ヶ l

縄文土器 横位押圧隆帯 後期前半

縄文土器 深鉢 横位押圧隆帯 後期前半 し11ク 〕サⅢ

縄文土器 深鉢 H縁部下横位沈線 沈線区画 称名寺 縄文土器 深鉢 横位押圧隆常 後翔前半 す1コ

縄文土器 深鉢
交状口縁 横位刻み隆帯

斗位の沈線
lT名寺 縄文土器 深鉢

口縁部内折 斜格子状の隆帯

交点に円形FI付文
堀之内1

縄文土器 深鉢 横位押圧隆書 後対前半

縄文土器 鉢 くびれ部に横位刻み隆常 後期前半

縄文土器 深鉢 」縁からの縄文LR 称名寺
縄文土器 深鉢

口縁部内折 口縁に沿った沈線

刻み隆帝
堀之内1 さ10ケ ,71

縄文土器 鉢 午状泥繰 後期前半

縄文土器 深鉢 H縁部下 弧状①刻み隆常 後期前半 Юトレオ
縄文土器 鉢

日縁部内折 小突起の口唇部に

円形刺突から沈線
堀之内1 11ト レガ

縄文土器 深91t

支状口縁 縄文吐施文後横位平行

ttt it状 沈線区画
後期前半

'■

ク,ュ I

縄文土器 深鉢

コ縁部内折 口縁に沿つた沈線

次下垂下する2条 の縦位斜行沈線

騒文RL充填

堀之内 1 B地区
縄文土器 鉢

口唇部押圧 内面円形刺突から

僕位沈線
後期後葉 B地区

縄文土器 七線区画 縄文LR 称名寺

縄文土器 深鉢 字状隆帯 称名寺 縄文土器 深鉢 ヨ縁部内折 口縁に沿つた沈線 堀之内1 縄文土器 深鉢 コ唇部押圧 後期後葉 し14

縄文土器 深鉢

ヨ縁部内折 環状把手 外面弧状

伴行沈線 側面日形束∫突から沈線

H縁部剥落するも2個の盲孔が何え鑑

堀之内1

縄文土器 深鉢 ヨ縁部内析 口縁に沿つた沈線 堀之内 1 縄文土器 深鉢 ヨ縁部内折 堀之内1

縄文主器 深 鉢 支状口縁 口縁に沿つた隆帯 堀之内1 す13ク リ,ト 縄文土器 深鉢 ヨ縁部内折 堀之内1

縄文土器 深鉢 策位押圧隆帯 堀之内ユ B地区 縄文上器 面ヽ2条 の沈線 堀之内2 す1り ,,ト

縄文土器 深鉢

ユ縁部内折 環状突起 外面沈線

面ヽ円孔めぐる沈線 円形刺突
堀之内1

縄文土器 鉢 策位集合沈線の下斜行 渦巻状沈線 堀之内ユ

縄文土器
十面霊下する2条の刻み隆帯

勺面口唇部連続刻み積位隆帯
堀之内2 し10ケ ),ト

縄文土器
飛位刻み隆帯の下 fl行 集合沈線

島巻状沈線
堀之内1 ナ13,,サ ト

縄文土器 深鉢

]縁部内折 突起中央に4条 の弧状

t線 とに円孔 ,C字状沈線 縦花

t線 なに横位沈線 内面突起中

ミに円形刺突を囲む孤状沈線

堀之内1

縄文土器
卜面壷下する刻み隆帯

句面枠状沈線の下に横位沈線
堀之内2 9トレンチ

縄文土器
E下する刻み隆帯をなぞる沈線

1条 の集合位rt線と渦巻状沈線
堀之内1 し12,,サ |

縄文土器 深鉢

ヨ縁部内折 2条の検位刻み隆常の下

髭何学的沈線区画内縄文LR
堀之内2 9トレンチ

縄文土器 黄位連続刻み列をなでる沈線 堀之内1 さ10ケ 〕ヶト

縄文主器 深鉢

]縁部内折 突起中央の円形刺突か

,上下に刻みが配される積位沈線

だ対側に弧状沈線

堀之内1

縄文上器 鉢 ]形貼付文から横位沈線 堀之内1

深鉢

ヨ緑部内折口唇都連続刻み外面

k位 2条の刻み隆線

与面1条の積位沈線

堀之内2縄文土器 鉢 巨下すろ2条 3条 の沈線 堀之内1 縄文土器

縄文土器 深鉢 尉巻状沈線 縄文LR充填 堀之内1
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B地 区

第24表 B地区遺構外出土遺物観察表

最大幅 最大厚

器種 文様 調整 備考 出上位置 種別 器極 文様 調整 備考 出上位置 種別 器種 文様 調整 備考 出上位置

縄文土器 深 鉢

ヨ縁部内折 口縁部下lA位 1条の刻

メ隆音上に8字貼付文 その下に続位沈線
堀之内2 す13ケ 〕ット 縄文土器 浅鉢

ユ唇部面取り内弯しながら外反する

再外両口縁部任近よく磨かれる 無文
後期 縄文土器 深鉢

田代底 2本越1本潜り積条間隔あり

素材細い

後期 B地 区

縄文土器
口縁部内折 口緑部下殺位1条の

刻み隆線
堀之内2 さ12ク リット 縄文土器

]唇部面取り内弯しながら外反する

外ヽ面丁富なナデ調整 磨かれる
後期 こ10ケ ウット 縄文土器 深鉢

絹代底 2本越1本澄り懐条間隔あり

素材細い

後翔 ,13ク リッ|

縄文土器 深鉢

ヨ縁部内析口緑部下横tl条 の刻

夕隆常上に8字貼付文 その下弧状の沈線
堀之内2 縄文上器

ユ唇部面取り内弯しな力
'ら

外反する

Ч外面丁寧なナデ調整内面磨かれる
後期 縄文土器 深鉢

駕代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素If細 い

後翔 こ10ク リット

縄文土器 深鉢

]縁 部内折 小突起下8字貼付文かを

黄位刻み隆線 内面突起部円形

刊突 横位沈線

堀之内2 こ13ダリッI

縄文土器 深鉢

電代底 2本赳1本潜り

贅条間隔あり 底径 13 5cm
堀之内 7トレンチ 縄文と器 深鉢

絹代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い

後期 9ト レシ,

縄文土器 深鉢 日代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後期 11ト レン
' 縄文土器 深鉢

網代底 2本越1本潜り積条間隔あり

素材細い

後舞

縄文土器 深鉢 ヨ緑部内折 口縁部下1条の刻み隆帯 堀之内2 こ131,・ l 縄文土器 電代底 2本越 本港り横粂F.R隔 あり 後期 し■メリット

縄文土器 深鉢

口縁部内析 口緑部下横位刻み隆線

その下幾何学的沈線区画 縄文駅 充填
堀之内2

縄文土器 岡代底 2本越 本憎り横条問踊あり 後期 さ10ク 'リット
縄文土器 深鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素イ細い

後期 ことυリヮI

縄文土器 目代底 2本越 本港り積粂間隔あり 後期

縄文土器 深鉢

口縁部内折 口縁部下横位刻み隆線

その下横位刻平行沈線間に縄文駅充填
堀之内2 縄文土器 深鉢

日代底2本越1本音り横条間隔あり

く径(8ユcHl)
堀之内 )13ク リッヽ 縄文土器 深鉢

網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い

後郷 B地 区

縄文土器 深鉢

口縁部極わすか内析 口縁部下横t
刻み隆線 その下横位沈線

堀之内2 こ13ク リゥト
縄文土器 深鉢 悟代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後期 B地区

縄文土器 深鉢
網代底 2本越1本潜り横条間隔あり

素材細い

後翔 B地 区

縄文土器 代底 2本越 本潜り横条問馬あり 後期 こ19リット

縄文土器 深鉢

口縁部内折 口縁部下横位刻み隆線

その下幾何学的沈線区画内縄文LR充填
堀之内2 き10ケ リット

縄文土器 悟代底 2本越 本潜り横突間隔あり 後期 B地区 縄文土器 卜票頂 後翔 B地 区

縄文土器 目代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後期 7トレンチ
縄文

土製品

土器片

円板

本口縁部片加工

茂打 則離 研磨痕 刻み隆帯

t線 円形刺突 径5 5cm厚さ14cII

堀之内2 B地 区縄文土器 深鉢 口縁部下横位刀み隆帯 堀之内2 B地 区 縄文土器 目代底 2本越 本港り検奏間隔あり 後期 B地区

縄文土器 深鉢

口緑部内折 口縁部下横位刻み隆線

その下横位沈線 縄文Щ 充填
堀之内2 7トレンチ

縄文土器 鉢 周代底 2本越 ホ潜り横条間隔あり 後期 ケlν 〕り`

縄文土器 目代底 2本越1本潜り横条間隔あり 後期
縄文

土製品

土器片

円板

ll同 部片 敲打 則離

堀之内1縄文土器 深鉢 口縁部内折 口緑部下積位刻み隆線 堀之内2 縄文土器 代底 2本越 本潜り積条間隔あり 後期 し10 汗磨痕 縄文RL施文後3条の集合

花線 径■6cm厚さ12cm

B地 区

縄文土器 深鉢

口縁部内折口縁部外側に肥厚

口縁部下に検位隆帯
堀之内2 さ12ク リット 縄文土器

目代底 2本越2本潜り

黄条 縦条間隔なし
後期 B地 区

縄文

土製品

土器片

円板

明部片 厳打 剥離痕

無文 径3 9cm 厚さO Scm

後期 す13ケ 〕ゥト

縄文土器 深鉢

口縁部内折 口縁部外側に肥厚

慣位 弧状沈線区画
堀之内2 11ト レンチ

縄文土器 旧代底 2本越 本潜り積条間隔あり 後期

縄文土器 鉢 円代底 2本越 潜り横条間隔あり 後期 縄文

土製品

土器片

円板

同部片 敲打 剥離

汗磨痕無文径3 7cm厚 さ1 2cm

後期

縄文土器 深鉢 口縁部内折 横位2条の沈線 颯之内2 縄文土器 層代底 2本越 本潜り横条間隔あり 後翔 B地 区

縄文土器 深鉢
横位刻み隆線上に3字貼付文

その下積位平行沈線 縄文LR充填
堀之内2

縄文土器 深鉢

目代底 2本越1本潜り横条間隔あり

κ財細い 素材の異なる2本越

本格りが重なる 底径(13 5cm)

後期
縄文

土製品

土器片

円板

宋鉢,同部片敲打 則離

肝磨痕 平行沈線 縄文

る36伽 厚さ09∞

堀之内2

縄文土器
績位刻み隆帯上に8字?魅付文

その下幾

'学

的沈線区画 区画内に縄文I蹴填
縄文土器 深鉢

目代底 2本越1本潜り横条間隔あり

員材細い
後期 こユυ〕リト

縄文

土製品

土器片

円板

同部片慰打刷離研磨痕

花線縄文球充填径3 1cm厚さ(0 8c nl

堀之内 け1″ ,,ド

縄文土器 深鉢 2条の積位刻み隆寄 堀之内2

縄文土器 深鉢 横位平行沈線間に測文LRttlH 堀之内2 0トレンチ
縄文土器 深鉢

周代底 2本越1本潜り横粂間隔あり

k材細い 底径 (6 0cm)
後期

縄支

上製品

土器片

円板

同部片蔵■ 剥離研磨痕

オ条対の沈線径(3 2cm〉 厚さ(0 8cm)

堀之内 B地 区

縄文土器 深鉢

横位刻み隆線と弧状の刻み隆線の

交点に円形則突 2条対の沈線区画

内を斜行沈線で充填

堀之内2

縄文土器 深鎌
目代底2本越1本潜り積条間隔あり

KttVETい
後期

縄文

土製品

土器片

円板

明部片敷打 剥離 研磨痕

無文 径つBcm 厚さ0 6cn

後期

縄文土器 深鉢 蠅文球 施文後粋状 lll状沈線区画 堀之内2 す12ク リット
縄文土器 深鉢

岡代底 2本越1本潜り横条間隔あり

k材細い
後期

縄文

上製品

土器片

円板

同部片蔵■ 剥離 研磨案

照文 径 18cm厚 さ03cm

後期 す■クリット

縄文土器 深鉢 黄位沈線 桁円形状沈線区画縄文LR 堀之内ワ 7ト レンチ

縄文土器 深鉢 幾何学的沈線 縄文 堀之内2
縄文土器 深鉢

同代底2本越1本潜り積条間隔あり

た材細い
後期

縄文

土製品

土器片

円板

土製円板(方形)胴 部片 敵打 割離

研磨痕無文長辺3Юcm短辺27cn厚さlkれ

後期

縄文土器 貢位平行沈線下 三角形渦巻状沈線 堀之内2

縄文土器 ア条の組い横位沈線 カロ曽不可Bl

縄文土器 深鉢

闇代底 2本越1ホ潜り横粂間隔あり

素材細い もう一つの編物2本越

1本港りが重なる

後期 B地 区

縄文

土製品

土器片

円板

土製円板(方形)胴 部片 蔵打 則離

.研踏痕無文√讀出ねcalttШ cm厚さ的∝R

後期 B地 区

縄文土器 後期 B地 区

縄文土器 木棄戻 B地 区 縄文土器 深鉢 策位沈線の下矢羽根状沈線

縄文土器 深鉢 無文所謂粗製土器 7ト レンチ
縄文土器 深 91

目代底 2本越1本楷り横条間隔あり

κ材細い
後期 縄文

土製品
土偶

墓面に接合部位が剥落した痕がみえる

目と算をЧ字隆帯で、目を浅い沈線で

口を小さな円形則突で表現する

堀之内1 し13ケ リッ|

縄文土器 浅鉢

口縁部内祈 口唇部面取り 内弯

しながら外反する 無文

丁寧にナデ調整 ミガキ
後期 さ12

縄文土器 深鉢

円代底2本越1本潜り横条間隔あり

k材細い
後期

長さ 幅 厚さ (mm) 室量 (g)

器 種 素材 所 見 出上位置 器  種 素材 所 見 出上位置 器  種 素4j 所 見 出上位置

石鏃 黒曜石

打製石斧
筋
　
鯉

上下欠損
ヤナ12 店 石 砂岩

被熱あり 周囲～裏面欠損 正面に磨り面

〈69〉  〈57〉  〈31〉  〈10993〉
さ11

石 錘 す 12

則片

上 lglに 正襲か らの二次加工

打製石斧 踊
　
漑

下部欠損 左側着柄痕

く51〉  〈47〉  〈ユ5〉  〈3270〉
す 10 駆

　
避

下部欠損 正面と両側に磨り面

〈64〉  〈72〉  く46〉  (23413〉

表 彩

則片 黒lE石

上部欠損 正裏に二次加工

〈24〉  (16〉  く05〉  (185〉
打製石斧

筋
　
漑

周囲～裏面欠損
さ12 磨 敲石 筋

　
避

正裏にす り面 周囲に敲打痕

す 12

石匙か

削器

左側欠損

〈46〉  〈54〉  く11〉  〈2140〉 検出面

磨製石斧 随
　
糾

風化のため豪1落 顕著 筋
　
避

下部欠損 正面に敲打痕

(64〉  〈64〉  〈33〉  く19734〉

裳ポジ1面 の黒1片

敲 石 砂岩

左側欠損 右側にi‐d打痕

く73〉  <53〉  (32〉  (12707〉

7ト レ 磨 石 整石

一部久損 全体に磨り

36 34 〈■3〉 〈791〉
す11

上側～正面に自然面残る 両側 下辺刃部か 裏面欠損 正裏に磨り面

〈71〉  く48〉  (18〉  〈8757)

原 材

石 剣

岩

下部欠損

〈94〉  (24〉  (18〉  〈6762〉
打製石斧

上部～右側欠損 正面は自然面か

く38〉 〈78〉 (16〉 〈5949〉

9ト レ 敲 石

下端部に敵打疲
11ト レ

随
　
既

〈308〉〈259〉〈53× 4070〉凹面の

長軸〈210〉短軸206深 さ42
丁製石斧

上部欠損 剥離組く未成品か

く108〉  〈70〉  (14〉  (11357〉
敲 石?

6237(13〉 (3773〉

下端部使用痕か?

紡錘車

上下 欠損

く45〉 く04〉 〈03〉 く231〉
打製石斧

未製品か 台石の機能か?

磨 敲石

正裏にす り面 上端部に敲打痕
7ト レ
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図
版

一

(南 西より)西近津Ⅷ遺跡近景

西近津Ⅷ遺跡から長野県埋文センター調査地点西近津遺跡群を臨む (北西より)

Hl号住居址 南より Hl号住居址掘 り方 南より



図
版
二

Hl号住居址遺物出土状況 Hl号住居址炉

観

H2号住居址遺物出土状況

H2号住居址カマ ド

■が 令■:三 |二  
‐

H2号住居址カマ ド

H2号住居址掘 り方 西より H2号住居址カマ ド掘り方
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H3号住居五[

H3号住居址掘 り方 西より

基 |

、
　

　

二

H3号住居址カマ ド

H3号住居址カマ ド石組状況

H3号住居址遺物出土状況

H4号住居址 東より H4号住居址カマ ド



図
版
四

H4号住居址掘 り方 南より

H4号住居址カマ ド掘 り方

H5号住居址 東より

H6号住居址 西より

H5号住居址掘 り方 東より

H5号住居址カマ ド H5号住居址カマ ド掘 り方 H7号住居址遺物出土状況



図
版
五

H7号住居址炉

H8号住居址 東より H9号住居址 束より

筆 乾

H12号住居址掘り方 北より

束よりH10号住居址

指|―竜!

Hll号住居址掘り方 北よりHll号住居址 北より H12号住居址 北より



図
版
六

H13号住居址 東より H13号住居址掘り方 東より H13号住居址カマ ド

摯
多

H14号住居址 東より

H14号住居址カマ ド

H14号住居址掘 り方 東より H14号住居址遺物出土状況



ミ
l篠

學図
版
七

H15号住居址 南より H15号住居址石組状況

H15号住居址カマド掘り方 H15号住居址遺物出土状況 H15号住居址遺物出土状況

H15号住居址遺物出土状況 H15号住居址遺物出土状況

H16号住居址 北より H16号住居址掘り方 北より



図
版
八

H17号住居址カマ ド掘り方H17号住居址 南より

H17号住居址カマ ド

H17号住居址掘り方 南より

H17号住居址遺物出土状況 H17号住居址遺物出土状況



H18号住居址 南より H18号住居址掘り方 南より

H18号住居址遺物出土状況 遣場晶笙蜃携

H19号住居址 南より

H18号住居址遺物出土状況

H19号住居址遺物出土状況 H20号住居址 南より
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十

H21号住居址遺物出土状況 H21号住居址 南より

H22号住居址 南より H22号住居址掘り方 南より

H23号住居址 西より H24号住居址掘 り方 南より



r,■五

図
版
十

一

！・・！一ｉＦヽ

笠
　
・

４・・一
．

鶴
一 1馨|

託瀞 苺
ざ■

■華|
Irri、工式 iヽ |

H25号住居址 東よ り

基錢

H25号住居址 北よ り

H25号住居址炉掘 り方

H25号住居址遺物出土状況

H25号住居址入 り田部 H25号住居址炉2掘 り方



図
版
十
二

円形周溝1 引ヒより

円形周溝2 南より

円形周活1 東より B区調査風景



図
版
十
二

Dl号土坑遺物出土状況 Dl号土坑 D2号土坑

D2号土坑遺物出土状況 D2号土坑遺物出土状況 D2号土坑遺物出土状況

D3号土坑遺物出土状況 D3号土坑遺物出土状況 D3号土坑遺物出土状況

D3号土坑 D4号土坑 D5号土坑



4くイVイ t''… ‐

図
版
十
四

D8号土坑

遜

D6号土坑 D7号土坑遺物出土状況

D9号土坑 DH号土坑

D13号土坑遺物出土状況 D14号土坑 D15号土坑

D16号土坑 D17号土坑 D19号土坑



十 多

D20号土坑

:∽
♂|イ 1上すを

D21号土坑

鶏Ⅲit:

D22号土坑遺物出土状況

D23号土坑
―i :^ド  |` Iヽ島議ぎ

D25号土坑

D28号土坑

D30号土坑 D31号土坑

D26号土坑

D29号土坑

D32号土坑



D33号土坑

オ,, ,

「
イ lヶ i・

t,1

図
版
十
六

「fl,||
D37号土坑

D34号土坑

D35号土坑 D36号土坑

Ml号溝状遺構 西より M3号濤状遺構 南より



図
版
十
七

M3号溝状遺構 西より M3号溝状遺構遺物出土状況

Pl、 P2、 P3付近

:輝
1崇イ

■ミ|

章 |||

lr ●
|`

|ご
｀

、

|

熊 |

P97遺物出土状況 P106遺物出土状況



図
版
十
八

P98

:;II:ミ彗!!ヽざi!|||
,(:手

子|―越

熙

響

Bト レンチ Aト レンチ



図
版
十
九

6-131 1Hl)

●

枷

0
6-117 1Hl)

6-123 1Hl)1,1

6-128 CHI)1:3
6-133G■ )

7-139 1Hl)

6-138(Hl)

H
7-141(Hl)     7-145(Hl)    7_1刀

父r■Jl

8-21H2)

10-771H2)1:1

10-82領 2)

E
8-18ω 2)

113●

‐０・８．
8-191H2)1:3

lH2)

4-l ω l)

6-126 1Hl) 6-130 Gll)1:3

6-182 Cll) 6-135(Hl)

6-134 1Hl) 6-137(Hl)

7-144(Hl)
7-143(Hl)7-140 1Hl) 7-14″ lHl)1:6

8-31H2)

8-10(H2) 10-791H2) 8-201H2)1:3

8-161H2)



12-2ω 3)

15-150(H3)

12-16G3)

15-157領 3)1:1 15-1661H3)1:1

15-171い 3)

15-172ω 3)

15-182G13)

15-1701H3)
15-174(H8)

12-3(H3)               12-7 rHR)

12-l lH3)

図
版
二
十

12-101H3) 12-171H3)

13-321H3)1,3

12-5C13) 12-13ω3)

13-251H3)

15-1731H3)

|
15-1761H3)

15-175C13)
15-1781H3) 15-1791H3)

15-181(H3) 16-1851H3) 16-186領3)

16-134(H3)15-1831H3) 16-187(H3)
16-1881H3)



図
版
二
十

一

16-1891H3)

饉

16-193G王 3)

16-1921H3)

0
16-194(H3)1:1

A狼
23-851H5)1:1 23-86(H5)1:1   23-87(H5)1:1

鵬 B襄〒
16-196(H3)

20-95(H4)1:1

４̈一【一一す中20-94(H4)1:1

20-107 tI― 14)1:3

22-261H5)
1:1

22-27(H5)
幹

20-103(H4)1:3

22-201H5)

22-251H5)
1:1

22-281H5)
23-931H5

20-93(H4)

23-891115)1:3

23-91(H5) 23-94(H5)

23-901H5)1:3

23-991H5)
23-100(H5)



23-97C15)

25-23(H6)
1:1

図
版
二
十
二

25-271H6)

28-116領7)1:1

26-2(H7)

28-108領 7)

1:1

28-111領 7)

1:1

28-114(H7)1:1

26-7値 7)

28-1091H7)
1:1

28-117G王7)1:1

28-1121H7)
1:1

28-1131H7)
111

28-1151H7)111

麟
28-121(H7)1:3

28-1201H7)
1:3

28-125笛 7)
28-1221H7)

25-321H6)25-311H6)

25-29(H6)

25-331H6)

28-1101H7)1:1

28-1191H7)

28-1241H7)

28-1271H7)

28-123ω 7)

28-129に 7)

28-1301H7)
28-131に 7)1:6



図
版
二
十
二

ばに
32-2(H10)

29-131H8)1:2

38-67(H14)1:よ

38-78 tH14)

29-12(H8)1:2

34-15(H12)

37-27(H14)

34-161H12)29-14(H8)1:6

36-l Gl14)

38-69C■ 14)

1:1

38-721H14)1:3

38-70(H14)1:ユ

36-8(H14)

38-68(H14)
1:2

38-74(H14)

38-77(H14)

37-321H14)

38-83(H14)

38-79 tH14)

38-86(H14)

38-73(H14)

38-88(H14)

38-841H14)

38-80(H14)

38-82 CI‐ 114) 38-871H14)

38-891H14)



図
版

十
四

40-101H15)

42-40(H15) 42-51C■ 5)

42-671H15) 42-68佃 15)

42-731H15) 42-691H15)

41-20(H15)'2

41-191H15)

41-16佃 15)

42-581H15)1:1 42-601H15)1:1

45-l lH17)

42-741H15)   42-66(H15)
1:3

●

¨

e¬■ ア 呵 y
42-77G■ 5)1:6

42-76値 15)

42-721H15)

44-4(H16)

45-21H17) 45-4(H17) 45-61H17) 45-5017)



図
版
二
十
五

45-71H17)

45-12に 17)

47-18C117)

47-23(H17)111 48-76(H17)

45-131H17)

47-19(H17)

47-21■ 117)

45-14(H17)

47-17C117)

48-811H17)

49-71H18)

49-141H18)
1:348-79 Cl17) 48-84(H17)  49-6(H18)



図
版
二
十
六

50-421H18)
1:1

①
「

―51-21H19) 52-15 tE19)

54-21H21)

57-181H23)

51-l lI11 9)

57-12(H23)
1:3 59-231H24)  59-24(H24)

50-48(H18)

50-47(H18)
50-511H18)

50-50(H18)

50-49領 18)

57-10佃23)1:2

ⅧE5堂2つ

52-16(H19)  57-17(H19)

57-1l G23)1:2

57-24(H23)  57-20(E23)

57-25領 23)

57-14(H23) 57-151H23)

57-26住 23)

59-2211124) 60-1(H25)
61-31H25)



61-151H25)

図
版
二
十
七

・７５くＨ２５，６ ２

65-28C)8)

62-74(H25)

62-67領 25)

61-18(H25)1:3
62-69(H25)

1:3
62-651H25)

1:2

66-70(D14)
1:1

守●

62-721H25)

63-13(D3)1:5

64-181D2)1:6

66-711D14)1:2



lD2 2)    lD22)  68-1601D22)

図
版
二
十
八

①

―

・８９

68-158
1D22)
1:1

65-37① 13)1:2

69-210(D29)

70-2481D34)
71-252① 34)1:6

68-159① 22)

68-163① 22)

69-165①22)1:6

70-246
1D34)1:1

70-249(D34)

71-2641D37)116

251① 34)

70-2211D31)

72-272(OTl)  73-27810T2)

75-321 1Ml)

75-316(Ml)
1:1

75-2811N12)  1:3

68-1321D20)1:1

70-247(D34)

76-3221M3)

75-320611)

75-318 1Ml)

75-319 1Ml)

76-3301M3
75-3 1 7 1hrl)

76-341(M3)1:6
77-360髄 3)1:1 77-3611M3)



―

・３６

図
版
二
十
九

79-3941P64)

78-381(P23)

78-869(P13)78-3721P22)

80-4721P130)
『
中

79-4411P109)1:1

90-402(Aト レ)

89-368(Aト レ)

lBト レ)

1:2

78-3681P4)

79-4441P■ 1)

81-5031P144)
81-509 CP152)

lP182)82-560(P188)    1:1

90-401(Aト レ)

90-374(Aト レ)

1:2

81-5341P164)
89-350(Aト レ)1:1

90-385(Aト レ)

89-3581Bトレ)

88-3031Bト レ)

88-3351Bトレ)
89-3381Bト レ)1:1 90-376(Bトレ) 89-363(Bトレ) 89-357 88-328(Bト レ)1:2



図
版
二
十

畑
９５． ‐

94-137(し 13)1:1

88-329(1・ 2対 1:2

91-416(え 5)

88-327(か 3)1:2

つ
　
　
　
　
　
　
は

・３８６くき▲“““▼呻

90-396(え 3)

Ｆ

８９．３７０

90-379(き・く5)

95-151(け 12)

90-395(2ト レ)

91-411(お 8)

1:6

88-300(く4)1:2

Ｌ
冒

■

■

工

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｂ

ガ

れ

９．． ４２

ω

95-164①22)1:6

93-89(7トレ)

89-364(お 4)    90-371
(く 4)

1:1
91-4221Bトレ)

0
91-414(お 4)

90-380(く 5)

90-381仇 5)

95-148(け 12)

91-419(こ 12)

112

■
弾

●

９。．３９‐くぇ

91-415(3トレ)

90-407(き 3)1:690-408(き・く5)

90-398(く 4)

95-160(け 12)
95-153く こ13)

95-157(さ 11) 94-144(す 12)95-159け 12)
95-161何「11)

90-399(6ト レ)  95-155(7ト レ)



90-394(1・ 2列)

)

95-158 1Zl

図
版
二
十

一 95-162(9トレ)

91-412(1・ 29111

90-384

89-361(く 5)  95-146け 11)

89-344(く 4)
89-346(く 4)1:1

95-156(7トレ) |

轟趨
95-154(11トレ)

90-400(3・ 4列 )

88-323(1・ 2711

90-372(3・ 4列 )

89-369(3・ 4効

91-418(3・ 4列 )

94-139(コ「12・ 13)

1:1

90-378∽ 2ヽ)89-342(3・ 4列 )

89-345(き 4)

盗
煎

89-351(き 4)1:1

89-362(3・ 4テ0   89-367(3・
4動

89-353(く 4)94-138(こ 10)1:1

94-141(こ 11)

1:1

1:1   94-140(し 11)

1:2
1:1

89-354(3・ 4列 )

1:189-356(く4)  94-143(し 10・ 11)

95-145(9ト レ)

90-393(6ト レ)

90-382(1,2列 )

89-365(1・ 2列 )

90-404(3,4列 )

95-147(け 10)1:5
90-405(え 5)1:6

91-408(2ト レ)

90-406(え 9)1:6

91-410(2トレ)

91-409(2ト レ)

95-150(さ 12)

89-360(3・ 4all

89-337(3ト レ) 89-352(2ト レ)

1:1 1:2 89-355(き・く5)1,1



第 1節 調査体制

第Ⅲ章 西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅸ

上原 学

浅沼勝男 江原富子 小幡弘子 風間敏 木内勇 小井戸秀元

小林百合子 清水澄生 滝沢三男 土屋武士 中嶋フクジ

比田井久美子 日向昭次 武者幸彦 渡辺長子 渡辺学

者

員

調

調

査 担 当

査

第 2節 調査日誌

平成23年度

7月 20日  文化財保護法93条 に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出。

H月 8日 試掘調査。 (住居址・ピット発見)

11月 10日 ～文化財保護協議。

遺跡の破壊される建物部分の発掘調査を実施することとなった。

11月 22日  平成23年度埋蔵文化財委託契約。

11月 24日  発掘調査開始。重機による表土剥ぎ。 (原因者による)機材搬入。

11月 25日 ～機材搬入 。遺構検出・掘り下げ 。図面作成・写真撮影

11月 28日  基準杭設定。 (原因者による)

12月 8日  調査終了。機材撤収。

12月 7日 ～平成24年 3月 16日  報告書作成。

西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅸ全景 (南西から)
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(遺物=遺物洗浄・注記作業・接合復元作業・実測図作成・ トレース・写真撮影・図版

作成、遺構=図面修正 。写真整理・ トレース・図版作成 。原稿作成)

1月 20日  平成23年度埋蔵文化財発掘調査委託契約の変更契約。

3月 16日  平成23年度発掘調査作業完了・請求。

平成24年度

6月 29日  平成24年度埋蔵文化財発掘調査委託契約。

1月 ～  報告書原稿入稿。校正。図面・遺物整理作業。

3月    報告書刊行。

第 3節 発見された遺構と遺物

遺 構

遺 物

竪穴住居址    4軒
掘立柱建物址   1棟
ピット

縄文土器

弥生土器

土師器 (杯・甕・鉢)

須恵器 (必・甕・壺)

石製品 (す り石・編物石・敲石)

(弥生時代 1・ 古墳時代 3)

(奈良・平安時代)

第96図 調査遺構・試掘 トレンチ配置図 (1:250)
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第 4節 堅穴住居址 (H)

Hl号住居址

斡
Ｈ
一

1

2

3

4

黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

暗褐色土 (10YR3/4)焼 土少量含む。

暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、粘土粒、焼上、ローム、軽石含む。

709 300rn
(1:80)

5 暗赤褐色上 (2 5YR3/3)全 体的に焼土化、ローム・暗褐色上の混合土。

6 赤灰色土 (2 5YR5/1)灰 層。

7 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)焼 土化した粘土。ローム・暗褐色上の混合土。

8 赤灰色土 (2 5YR6/1)灰 層。

第97図 Hl号住居址実測図
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9 赤灰色土 (2 5YR6/1)灰 層。炭化物、焼土含む。            29 褐色土 (7 5YR4/3)焼 上、炭化物少量含む。

10 赤褐色土 (2 5YR4/6)焼 土層。                    30 明赤褐色上 (2 5YR5/6)焼 土含む。

■ 褐色土 (7 5YR4/3)ロ ーム多く、焼上、炭化物含む。           31 にぶい赤褐色土 (2 5YR5/4)焼 土化した粘土。

12 黒褐色土 (7 5YR3/2)ロ ーム多く、焼上、炭化物含む。          32 極暗赤褐色土 (5YR2/4)焼 上化した粘土。

13 黒褐色上 (10YR3/2)黒 色土フ
｀
ロック、軽石、炭化物、ロームフれック含む。   33 暗赤褐色土 (2 5YR3/4)硬 質。焼土化した粘上。

14 暗褐色土 (10YR3/4)黒 褐色土デロック、軽石、炭化物含む。        34 暗赤褐色土 (5YR3/4)粘 上。

15 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム多い、軽石、炭化物含む。       35 褐色土 (7 5YR4/3)硬 質。貼り床。ローム多い。

16 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、炭化物、軽石含む。            36 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム主体。H音褐色土含む。

17 黒褐色土 (10YR2/3)黒 色土と暗褐色上の混合土。炭化物、焼土含む。   37 極暗褐色土 (7 5YR2/3)ロ ーム、炭化物含む。

18 黒褐色上 (10YR2/3)黒 色土と暗褐色上の混合土。炭化物、焼土含む。   38 褐灰色上 (10YR5/1)白 色粘土。焼土含む。

19 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム、炭化物、軽石含む。         39 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム主体。炭化物含む。

20 暗褐色土 (10YR3/3)黒 色土とロームの混合土。マガル状。         40 暗褐色土 (10YR3/4)黒 褐色土ブロック、炭化物、焼土含む。

21 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。            41 にぶい黄褐色土 (10YR6/4)ロ ーム主体。暗褐色土粒、炭化物含む。

22 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石やや多い。              42 暗褐色土 (10YR3/4)し まりなし。周溝。

23 褐色土 (10YR4/4)ロ ーム多い。軽石含む。               43 黒褐色土 (10YR2/3)黒 色上、ローム、褐色上の混合上。

24 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石含む。しまりなし。          44 褐色土 (10YR4/6)ロ ーム主体。褐色土少量含む。

25 にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ロ ーム主体。                45 褐色土 (10YR4/4)ロ ーム主体。褐色土含む。

26 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、焼上、炭化物少量含む。          46 にぶい黄褐色上 (10YR5/4)ロ ーム主体。褐色土含む。

27 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム、軽石やや多い。              47 褐色土 (10YR4/6)ロ ーム主体。

28 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム多い、軽石含む。

遺構は調査区南東のB一 あ-5グ リッド周辺に位置する。遺構の南及び東側の一部は調査区域外とな

る。調査規模は、南北 5。 2m、 東西8.6m、 確認面から床面までの深さは65cm内 外を測る。試掘調査の

結果を考えると、一辺10mを越える大型の住居址である。平面形態は調査状況から方形と思われる。

床面は壁際の一部を除き土間状の貼り床が認められ、硬質である。壁際には幅20cm内 外、深さ1 5cm内

外の溝が巡っている。カマ ド両脇の壁溝北側には北壁に沿つて、幅5～ 20cmのテラスが存在した。ピッ

トは床面上で9個、掘方で2個が認められた。 Pl～ P2が北側の主柱穴で、大型の住居址であることか

ら、主柱穴間に補助的な P3・ 4・ 5が立てられたと考えられる。ピットの深さは、いずれも50cm以 上

を測る。 P6は位置的にカマ ド脇の貯蔵穴的役害Jが あつた可能性が窺える。カマ ドは北壁の中央と思わ

れる位置に構築されている。カマ ドの土台は地山のロームで削り出し、これを粘上で覆う構造である。

天丼部は崩落しているが、袖部分は比較的良好な状態で確認できた。袖に挟まれた火床部分には、直

径50cm、 厚さ8cmの焼上が堆積していた。

遺物は土師器の杯・鉢 。甕、須恵器の杯、編物石・敲石が出土した。このほかに混入品として、破

片だが縄文土器・弥生土器が出土している。縄文土器については、本報告書と合冊である西一本柳遺

跡Ⅷから形状の窺える縄文後期の土器が出土している。本住居址は6世紀、古墳時代としたい。

第98図 Hl号住居址遺物実測図 (1)
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第99図 Hl号 住居址遺物実測図 (2)

H2号住居址

遺構は調査区南西のB― い-6グ リッドに位置し、東側をHlに切られ、カマ ドなど一部を単独ピッ

トに切られる。南及び西側は調査区域外となる。調査規模は最大で南北 1.7m、 東西4.4m、 確認面から

床面までの深さは60cmを 測る。平面形態は試掘調査の状況から方形と思われる。調査範囲での床面は

壁際の一部を除き、全体に貼り床され硬質である。壁溝と考えられる明確な掘 り込みは認められなか

つた。ピットは確認できなかった。カマ ドは北壁に構築され、芯材に石を利用し、粘土で覆つて構築

していた。天丼部は崩落しているが、両袖及び焚口部の天丼石が残存していた。カマ ドの内壁と煙道

部への立ち上がり壁面は熱により硬質化していた。焚口部の天丼石直下に径40cm、 深さ5cmの焼土が堆

積していた。また、カマ ド西側には床面上に円形の焼け込みと北壁部に狭り込むように粘土が張 り付

番 号 器  種 日径 c皿 民 径 cm 器 高 cal

1 土師器 杯 丸底気味 撃昌娑
部ヘラ自]り ・体部梗ナテ

外面75YR6/6橙色

2 土師器 ITh 131 丸底気味 42 票;寄語ぐ男看再強命透鬱対里沈庭斃魯茫務キ 外面75YR5/41こ ぶい褐色

3 土師器 lTN 0] 丸底気味 動房肖」埃筆ぇ審慈半旱縁識管女柔 ガキ 外面 75YR6/3にぶ い褐色

土師器 鉢 155 6 年辞争撃れ三群隼後
ミガキ 底部ヘラ削り

外面75YR5/3にぶい褐色

5 土師器 鉢 外面ヘラ削り後ミガキ ロ縁横ナデ 内面ミガキ 外面5YR4/2灰 褐色

土師器 杯 (43) 外面ヘラ削 り後ミガキ・ 口縁部横ナデ 内面ナデ後ミガキ 外面75YR5/6明褐色

7 土師器 甕 外面縦ヘラ削 り 日縁横ナデ 内面横ヘラナデ 日縁～胴部片 外面5YR6/6橙 色

土師器 甕 (173) 外面縦ヘラ削リ ロ縁横ナデ 内面ヘラナデ 日縁～胴部片 外面5YR5/6明 赤褐色

弥生土器 一延 外面赤色塗彩、山形文内刺突文 頸部破片 外面10R3/6暗 赤色 混入遺物

0 弥生土器 士霊 外角平行沈線内櫛描斜線文 頸部破片 回 ■υYRr/4に ぶ |ゝ 貢 種 色

1 弥生土器 甕 外面櫛描羽状文 頸郡破片

弥生土器 甕 口縁横ナデ後外面櫛描斜波状文 口縁破片
75YR4/2灰 褐色

縄文土器 深 鉢 日唇部如み 外面横沈線文 内面積浮線文・沈線文 日縁破片
外 面 10YR6/4に ぶ い 責 橙 色
混入遺物  縄文後期加曽利 B式
外 面 10YR4/2灰 責 褐 色
屈 入潜 物  紹 マ 終 期 婦 シ内せ

縄文土器 深 鉢 外面横・斜沈線 やや表面摩耗 裏面剥離 胴部破片

5 縄文土器 深 鉢 外面横浮線文・円形浮線文 胴部破片
YR7/ い

偏

縄文土器 深鉢 外面円形沈線内縄文 胴部破片 種
ウ

い
伽酪櫛】競

ガ
助

番 号 器 種 器  形 最大長(cm 最大厚 (cI 重 量 (宮 )

17 石 器 編物石 12 被熱なし 裏面なめ らか、す りに使用か ? I区出土

石 器 編物石 11 被熱な し 右側に敲打痕 29488 I区出土

19 石 器 編物石 やや赤み・黒色化、被熱あり ?両側に挟 り状の剥離 Ⅲ区出土

石器 編物石 3 被熱なし 表面なめ らか、す りに使用か ? 26256 工区出土

石 器 敲石 9 全体に赤褐色 被熱あ り? 下部に敲打痕 141642 全体 に赤褐色

第24表 Hl号 住居址遺物観察表
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いていることから、以前は西側にカマ ドが存在し、東側に造 り替えた可能性が考えられる。カマ ド東

脇からは、形状の残る土器が出土した。掘方は10～ 20cmを 測 り、3cm内 外の硬質な貼床直下に極暗赤

褐色土と褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器のITA・ 高台付tTA・ 甕、敲石及び炭化米が出土した。カマ ド横か ら出

上した土器は、甕の胴上半部から口縁部までを輸切 りにした状態で土器の器台として使用していた可

能性が窺える。イは体部途中に明瞭な稜を伴う杯である。時期は杯の特徴から6世紀、古墳時代後期と

したい。

＾

”

ゝ

ず
一

刊

ＤＣ

一

/ 劾
I

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

表土

黒褐色上 (10YR2/3)軽 石、ローム、黒色土フ
｀
ロック含む。

暗褐色土 (10YR3/3)褐 色土ガロックやや多い。ローム、軽石、炭化物含む。   14
黒褐色土 (10YR2/2)黒 褐色土デリク、炭化物合む。            15
暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物、粘土ガリク、焼土含む。    16
にぶい赤褐色土 (5YR5/4)焼 土化した粘土フ

｀
ロック。            17

暗褐色土 (2 5YR3/4)焼 土化した粘上デロック・炭化物・灰多い。しまりなし。 18

極暗赤褐色土 (5YR2/4)粘 上、焼上、灰、炭化物多い。          19
褐灰色上 (7 5YR5/1)白 色粘土層。                   20
暗赤褐色土 (5YR3/6)焼 上、炭化物含む。               21
暗赤褐色土 (2 5YR3/3)焼 土化した粘土。                22
明赤褐色土 (2 5YR5/6)焼 土層。                    23
黒褐色土 (10YR2/3)焼 土、炭化物含む。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)灰 、焼上、炭化物。

709000m
Om     (1:80)

灰褐色土 (7 5YR4/2)焼 土層。

黒褐色土 (10YR2/3)黒 色土とロームの混合土。焼上、炭化物含む。

にぶい赤褐色土 (2 5YR4/3)焼 土化した粘土層。

明赤褐色土 (2 5YR5/6)焼 土化した粘土層。

にボい赤掲色土 (5YR4/3)焼 上、炭化物含む。

暗褐色土 (7 5YR3/3)床 面。硬質。

暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

極暗赤褐色土 (5YR2/3)黒 色土とロームの混合上。

褐色土 (7.5YR4/4)ロ ーム主体。暗褐色土含む。

灰褐色上 (7 5YR4/2)床 面。硬質。

３　（（い［‐‐‐‐‐］‐‐十‐‐‐‐‐‐中［ぃ―‐‐‐‐‐‐‐］］‐イア‐ザ中‐‐‐‐‐］〕〕盛）　　　８
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H2号住居址遺構 。遺物実測図
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口径 cm 民 年始cm 謝岸罷誦cm 備   考

1 土師器 郭 189 外面75YR5/4に ぶい褐色

2 土師器 甕 (7)
口縁 外 面 横 ナ デ 後 縦 ミガ キ 、 肩 部 ミ ガ キ 口縁 100 外面75YR4/3褐 色

3 土師器 甕
口縁 外 nl横ナ テ 後 縦 ミ ガ キ 、 肩 部 ミガ キ
□綴 丙 面 繕 ナ 亨 終

=ガ
キ  Л同郎 丙 面 ヘ ラ 口縁90 外面75YR5/8明 褐色

4 土師器 甕 日縁外面縦 ミガキ、内面横 ミガキ 口縁 90 外面 75YR7/6橙 色

5 土師器 甕 (114〉 口縁内外面横ミガキ 外面ミガキ 内面横ミガキ 口縁 100 外面75YR5/8明 褐色

6 土師器 甕 (58) 表面剥離 内面ヘラナデ 頸部付近破片 外面75YR5/4に ぶい褐色

7 土師器 甕 [232] (151) 口縁内外面横ナデ 外面ヘラ削 り 内画ヘラナデ 口縁～胴部破片 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

番 号 器  種 器  形 我大長に■ 調  整・ 文 様 重 量 (富 ) 備   考

8 石 器 敲 石 上下端部にF‐t打痕 54917

第25表 H2号 住居址遺物観察表

H3号 住居址

12 暗赤褐色土 (2 5YR3/2)灰 層。

13 にぶい赤褐色上 (5YR4/3)焼 上、灰、炭化物多く含む。

14 明褐灰色土 (7 5YR7/1)白 色粘土層。

15 灰褐色土 (5YR5/2)白 色粘土フ
｀
ロック、橙色粘土フ

｀
ロック含む。

16 灰褐色土 (7 5YR4/2)ロ ームガリク、炭化物、粘土粒少量含む。

17 暗褐色上 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

18 明赤褐色土 (2 5YR5/6)焼 土層。

19 褐色土 (7 5YR4/3)ロ ーム多い。炭化物、焼上、灰含む。

20 褐灰色土 (5YR4/1)灰 層。焼上、炭化物含む。

21 赤色土 (10R5/6)赤 色粘土層。

22 灰白色土 (7 5YR3/2)灰 白色粘上。

23 褐色土 (7 5YR4/3)粘 土ガロック、ローム、炭化物含む。

24 灰褐色土 (7 5YR4/2)ロ ームデロック、炭化物、軽石含む。硬質。

25 にぶい褐色土 (7 5YR5/4)ローム主体。褐色上、炭化物含む。

26 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)ロ ーム主体。褐色上、軽石含む。

709100m
(1:80)

1 黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

2 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム、軽石、炭化物、黒色土フ・ロック

ロームフロヾック含む。

3 黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム、軽石、炭化物、焼土やや多い。

4 暗赤褐色上 (5YR3/4)炭 化物、焼土多く含む。

5 暗褐色土 (5YR3/3)炭 化物、焼土やや多く含む。

6 にぶい褐色土 (7 5YR6/3)ロ ーム含む。

7 灰褐色土 (7 5YR4/2)ロ ーム、焼上、炭化物含む。

8 褐色土 (7 5YR4/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

9 黒褐色土 (10YR2/3)焼上、炭化物、ローム、軽石含む。

10 にぶい桂色土 (2 5YR6/3)粘 土主体、白色粘土ア
｀
ロック、

橙色粘土フ・リク多量含む。

11 にぶい赤褐色土 (2 5YR5/4)粘 土主体、橙色粘土ガゥク

多く、白色粘土フ
｀
ロック含む。
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第101図 H3号住居址遺構 。遺物実測図
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第102図  H3号住居址遺物実測図

遺構は調査区北西のB― う-4グ リッドに位置し、西側の約半分は調査区域外となる。調査規模は南

北5,3m、 東西2.9m、 確認面から床面までの深さは60cmを 測る。平面形態は方形と思われる。床面は

壁際を除き貼 り床が施され、硬質である。壁際には幅1 0cm内外、深さ15cm内外の溝が巡る。ピットは

床面上で2個、掘方で2個確認できた。 Pl・ 2は主柱穴である。主柱穴は、床面上で柱痕部のみ軟質で、

周辺の掘方部上面は貼 り床され硬質であった。カマ ドは北壁に構築され、土台を地山のロームを削り

出し、これを粘土で覆うように構築されている。天丼部は崩落しているが、袖部は比較的良好な状態

であった。火床部分には径40cm、 厚さ10cmの焼上が堆積していた。掘方は15～ 25cmを測 り、3cm内外

の硬質面直下に、にぶい褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の壺、す り石、敲石が出上した。時期は体部に明瞭な稜を伴う土師

器杯、甕の形状から6世紀、古墳時代後期としたい。

番 号 器  種 器  形 口径 cm だくぞ登cm 3岳〒君cm 調    整
。

文    様 備   考

1 土師器 邦 丸底 日縁横ナデ 外面ヘラ削り後ミガキ 内面ミガキ 外面5YR5/6明赤褐色

2 土師器 ITN 丸 底 日縁横ナデ 外面ヘラ削り後ミガキ 内面ミガキ 体部～口縁破片 外面75YR4/3褐 色

3 土師器 杯 丸底 (63) 日縁外面横ナデ 底部か ら体部ヘラ削 り 内面ミガキ 休部～ 口縁破片 外面75YR5/4に ぶい褐色

土師器 甕 口縁横ナデ 外面ヘラ削り・被熱・表面粘土付着 内面ミガキ 外面75YR6/2灰 褐色

5 土師器 甕 (227〉 外面ヘラ削 り 内面ヘラナデ 輪積痕 胴部破片 外面5YR5/4にぶい赤褐色

6 土師器 甕 [57] (31) 外面ヘラ削 り 内面ヘラナデ 表面被熱・粘土付着 底部～胴部破片 外面2 5YR4/2灰 赤色

7 須恵器 一望 [77] 内外面ロクロナデ 底部及び周縁部ヘラ削り 自然釉付着 底部～胴部破片 外面 5Y6/1灰 色

重 量 (g) 偏  考

8 石 器 敲石 先端部敲打痕

9 石器 すり石 9 全体にす り痕 763

第26表 H3号住居址遺物観察表

H4号住居址

遺構は調査区北東のA一 こ-3グ リッドに位置する。遺構東側の大半は調査区域外である。調査規模

は、北壁 1.8m、 西壁4.6m、 検出面から床面までの深さは60cmを測る。床面はやや硬さを持つ。壁溝、

ピットは確認できなかった。貼床の硬質面直下は地山となり、明確な掘り込みは認められなかった。

遺物は縄文土器 (後期)、 弥生土器 (赤色塗彩された壺、櫛描波状文の甕)、 土師器甕、須恵器杯

が出土した。いずれも小破片である。弥生時代と異なる時期の遺物が出土しているが、掘方の認めら

れない床の状況等から弥生時代の可能性が高い。新しい土器は、山林になる以前に行われた耕作等に

よつて混入したと考えられる。
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I 表土

1 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム、軽石、炭化物合む。

2 黒褐色上 (10YR3/2)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

3 黒褐色上 (10YR2/2)ロ ーム粒、軽石含む。

4 黒褐色土 (10YR2/3)ロ ーム、軽石、炭化物含む。

5 褐色土 (10YR4/4)ロ ーム多い。軽石、炭化物含む。

6 暗褐色土 (10YR3/3)軽石やや多い。ローム、

炭化物含む。

7 にぶい黄褐色土 (10YR4/3)ロ ーム多い。軽石、

炭化物含む。

8 にぶい黄褐色土 (10YR5/4)硬質、床面。

709 800HI
Om     (1:80)    2m

第103図  H4号住居址遺構・遺物実測図
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番 号 器  種 □径cm 匠?桂cm 器 唇 cm 捕  考

1 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 体部破片 外面 10YR7/4に ぶい黄栓色

2 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 体部破片 外面 10YR7/4に ぶい黄橙色

3 弥生土器 一望 外面櫛描横線文 頸部破片 外面75YR7/6橙 色

弥生土器 甕 外面櫛描羽状文 頸部破片 外面10YR7/4に ぶい黄橙色

5 弥生土器 甕 外面櫛描波状文 胴部破片 外面5YR5/4にぶい赤褐色

6 縄文土器 深鉢 外面横平行沈線、弧状沈線 破片
外 画 lυ YR6/41こ 小 ▽ゝ 黄 橙 色

縄文土器 深鉢 内外面ナデ 破 片
外面 10YR6/4に ぶい責橙色
混 入潰物

8 縄文土器 深 91 外面沈線文 破片
75YR6/4に ぶい種色

9 縄文土器 深 鉢 外面検・斜沈線文 破片
10YR5/3に ぶい責4B色

縄文土器 深 休 外面横・>沈線文 破片 毯甲叡所
R5/3にぶい貢薇色

11 縄文土器 深鉢 外面沈線文 破片
外 国 lυ Y民り/41こ 小 立ゝ京橙色

第27表 H4号住居址遺物観察表

第 5節 掘立柱建物址 (F)

Fl号掘立柱建物址

①
l

ユ◎
P3

のёゴ
刊Ъ廷

◎  h

◎
Ｐ８
域
刊

Ｑ

刺

◎
Ｐ４
つ
プ

暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム少量含む。

暗褐色土 (10YR3/4)ロ ームと暗褐色上の混合土。

ゴ
一

3 褐色土 (10YR4/4)ロ ーム主体。暗褐色土含む。

4 暗褐色土 (10YR3/3)炭 化物、焼土少量含む。

5 黒褐色土 (10YR2お )ロームデロック、炭化物含む。

第104図  Fl号 掘立柱建物址実測図
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遺構は調査区中央のB― あ-4グ リッドに位置する。2間 ×2間 の側柱である。 P2と P6は他のピッ

トに比べ浅いことから補助的なピットである可能性も考えられる。全体規模は南北3.8m、 東西3.8mを

測る。ピットの形状は円形で、規模は径70cm内外、深さはP2・ 6が 30cm、 それ以外は60cm内外を測る。

遺物はピット内から弥生土器、土師器イ・甕の破片等が出上した。時期は、古墳時代の住居址を切り、

奈良・平安時代の土器が含まれることから、奈良・平安時代としたい。

第 6節 ピット (P)

規則性の配列が認められないピッ

は精円形である。覆土は黒褐色上、

20～ 50cmを測る。

卜を単独ピットとして取 り扱つた。平面形態は基本的には円形又

暗褐色上が認められる。規模は大半が径40cm内外を測 り、深さは

生
◎

生

Pl

P2

B―ぅ_「卜      Bぃ _「卜      生
◎

生

紳多碗繰齢

A   
◎ Qて 豊

⑬
坐P3

Plliお私乾晃空謂潔 翠鴎
為め姿醒F

ウ準

)P63 憚
P20    ぶ

犀1
岱         B~い

~許
(

＼ 用ペ      エ⑥
Ы  む

鉄  PI坐 ひP72励
   PЮ
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進》北〕ヽヤ
―十二ぁ5

鏃

ゃ

P37 
彰

P47

第105図  ピット実測図
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1 黒掲色土 (10W曳ン3)

2 暗褐色上 (loYR3/3)

3 黒褐色土 (10YR2/2)

4 黒褐色土 (10YR3/2)

5 暗褐色上 (10YR3お )ロ ームやや多い。

6 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム多い。

7 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック多い。

8 暗褐色土 (10YR3/4)

9 にぶい黄褐色土 (lllYR4ん )

10 暗褐色土 (loYR3/3)軽石多い。

11 黒褐色土 (loYR2/3)軽石多い。

12 暗褐色土 (7 5YR3/3)ロ ーム、軽石、焼上、炭化物含む。

13 褐色土 (10YR4/6)

14 暗褐色上 (loYR3/3)斑状。

第 106図  ピッ ト実測図
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西近津遺跡群西近津遺跡Ⅸ全景 (北から) 西近津遺跡群西近津遺跡Ⅸ全景 (南から)
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調査風景1(南 から) 調査風景2 (南 東か ら)

Hl号住居址全景 (西 から) Hl号住居址カマ ド全景 (南 から)

Hl号住居址カマ ド堀方 (南 から) Hl号住居址掘方 (南 西から)

封 彦r

H2号住居址全景 (東から)1号住居址カマ ド造り出し
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H2号住居址カマ ド (南 から) H2号住居址カマ ド焚き口天丼石除去後 (南から)

H2号住居址遺物出土状況

H2号住居址掘方 (北西から)

H2号住居址カマ ド堀方 (南西から)

H3号住居址全景 (南 から)

H3号住居址カマ ド (南 から) H3号住居址カマ ド堀方 (南から)
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H3号住居址掘方 (南から) H4号住居址全景 (南から)

H4号住居址堀方 (北から) Fl号掘立柱建物址全景 (東から)
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ふ り が な にしちかついせきぐん にしちかついせきはち にしちかついせきぐん にしちかついせききゅう

所 収 遺 跡 名 西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅷ 西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅸ

ふ り が な ながのけんさくしながとろ ながのけんさくしながとろ

所 在 地 長野県佐久市長土呂17962、 17964 長野県佐久市長土呂1764-1、 176415
市町村 コー ド 20217 20217

遺 跡 番 号

緯 36°  17′  02″ 36°  17′  06〃

東 経 138°  27′  19〃 138°  27′  24〃

発 掘 期 間 20100927～ 20101126 20111124～ 20111208

発 掘 面 積 ttlli 598

発 掘 原 因 長屋建住宅建築 長屋建住宅建築

所 収 遺 跡 名 西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅷ 西近津遺跡群 西近津遺跡Ⅸ

種 集 落 集 落

主 な 時 代 縄文時代、弥生時代、古墳時代、奈良時代、平安時代 弥生時代、古墳時代、平安時代

主 な 遺 構
竪穴住居址25、 円形周溝 3、 土坑 37、 溝状遺構 3、

ピット202基
堅穴住居址 4、 掘立柱建物址 1、 ピット

主 な 遺 物
縄文時代中期後半・後期土器、弥生時代後期土器、土

師器、  須恵器、土製品、鉄製品、石製品
縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石製品

特 記 事 項

西近津遺跡群内の縄文時代後期集落の東端が確認され

た。佐久市内では、希少な縄文時代後期の上器・石器
・土偶・石棒・石剣等が出土した。

弥生時代から古墳時代の集落跡及び縄文時代から古墳

時代の遺物が発見された。

要 約

遺構は、西近津遺跡群や周辺の遺跡群で数多く検出さ

れている弥生時代後期・古墳時代・奈良時代・平安時

代の竪穴住居址・土坑・溝状遺構等であったが、初見

の縄文時代後期前半の敷石住居址が1軒確認された。ま

た、縄文時代後期前半の遺構と遺物が多量に検出され

た。竪六住居址は 1軒であるが、墓坑とみられる土坑

群が存在し、JR小海線中佐都駅の北方にある鷺林城か

ら東方に展開する広範囲な縄文時代集落の東端を確認

できた。

佐久地域特有の浅間山麓から放射状に伸びる細長い田

切地形の台地上に展開する遺跡である。今回、弥生時

代の住居址 1軒、古墳時代の住居址 3軒、奈良平安時

代の掘立柱建物址 1棟の調査を実施した。本遺跡の周

辺では、東側の中部横断自動車道建設に伴う調査にお

いて、弥生時代から平安時代を中心とする遺構が多数

検出され、南側では長屋建住宅建設に伴う調査で、縄

文時代から平安時代の遺構・遺物が発見されている。

同一台地上には、局所的であるが縄文時代の集落が存

在し、古墳時代から平安時代にかけては大規模な集落

が形成されていたことが想定される。
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